


都市の顔をつくる仕

都市の詩' 情をスクリーンのように映し出すカーテンウオール。

その多彩な安情のひとつひとつに私たちの技術が活かされています;

不二サッシは、都市景観を彩る、新しい建築文化

コミュニケーションスペースを創造してまいります。
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伊丹市立文化会館

見学会

加古川

ウェルネスパーク

見学会

日本建築協会

& 血

耳目

日 時 1998年10月7 日付。

14: 0ひー17:30

講 師 沖 正夫/ 伊丹市営繕諜副主管

関井 徹/ 佐藤総合計画

森田矢主史/ 鴻池車E所長

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

*阪急「伊丹j 駅か ら徒歩約 5分

*J R  r伊丹j 駅か ら徒歩約10分

参 加 賀 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 9 月30 日休)までに 、ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さい。

①催し名

伊丹市立文化会館見学会

②氏名

③個人会員団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

邸主絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月1 日闘 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅回1・1ふ 2100

T EL. 06- 348- 0633 

FAX. 06剖 8- 0634

〒530- 0001

“多機能" なホ ールをめざして

本計画を取り巻く状況は様々な面にお

いて 2 菌性を有している。停IJ えli 都市

的状況においては 、計画敷地が歴史情

緒溢れる地区と市街地的商業地区の接

点、にあたること。求め られる機能と し

て、1，200席収容のホールソーンと会

議室 ・和室の研修ゾーンから構成され

ること 。これら様々な 2面性を融合す

ることこそが本計函の主旨であり 、デ

ザイン展開の起点となる。

音楽と演劇lへの高いレベルでの対応が

図 られた大ホール、ガラスと石との対

比で構成された外観デザインはその具

体的展開例であり 、これら様々な展開

における 2 菌性の融合によ って “ 多目

的" ではない “ 多機能" な文化会館と

なることをめざしています。

大ホールは音楽と演劇とを融合 した総

合芸術実践の場「音楽劇場j として位

置づけ、オペラ・ミュージカル・バレ

ー等の音楽演劇l を主目的とし 、舞台下

に格納される音響反射板・昇降式前舞

台等の舞台機能を始め、様身な配慮が

なされています。

また 、バリアフリーについては、一般

共用部はもちろんのこと 、舞台・楽屋

といった演者の為のスペースにおいて

も配慮しています。

(関 井 徹/ 佐稼総合計画)
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ウェルネスとは「心とからだの健康」 すよう意図した。ウェルネスセンタ一 日 時 1998年10月14日闘

のこと。 さらに個人が積極的に健康を 棟を中心に、音楽ホール棟、図書館棟

獲得するため 、ライフスタイルを向上 の 3t東を半屋外のコリドールによ って

させていく活動を意味する。 連絡させている。

敷地は山のふもとに広がる田園地帯の 公園ソーンは 、森林浴が楽 しめ、日々

南勾配の緩い斜面にある 。敷地入口の の散歩にも飽きない、さまざまな植裁

東には平荘湖と呼ばれる人工の湖があ によ って演出が図られて、 敷地のそこ

り、加古川市の中でも自然を多く残す ここに 、いろいろな風景をつくり出し

I也i或である。 ている。

約8. 7haの敷地の中に 、各施設を独立 PC 版利用のハイサイドライトによる

感ある君手構成とすることによ って、互 自然光の採り入れ、エアダンパ一利用

いに響き合う楽しげな風景をっくり出 による窓自動開閉システム自然通風、

地中温度利用の換気、井戸水を利用 し

た放射床冷暖房、屋根の二重化、雨水

回収利用など 、建築設計と設備設計が

体とな った手法を駆使 して、f敢底 し

た省エネルギーをさりげなく実現して

いる。 ( 大谷弘明)
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講 師 大 谷 弘 明/ 日建設計設計主管

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

*JRf加古川」駅orf 宝殿」駅

からパスで約20分

参 加 賀 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 10月 7 日制 までに 、ハガキ、

FA X、電話でお申込み下さい。

Df雀し名

加古川ウ ェルネスパーク見学会

②氏名

③個人会員団体会員・一般の別

④聡場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月 8 日闘 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1-1-3ぞ100

T EL. 06- 348-0633 

FAX. 06- 348-0634 

干530・0001

理築と社会 ・1998.9 /  



日本建築協会

& 邑

冨回

- 科目・講師

施工計画

- 積 算 業 務 仲 村 ; 登 夫 氏

附 守中工務底神戸支窟見積担当課長

・仮 設 見 積 梅 原 弘 記氏

(術大林組本広建築生産技術部副部長

見積業務のなかで、基本となるのは数

量積算です。 この積算の手順、基準を

主体にコスト管理等を合理的に行える

ように解説します。 また、仮設工事費

は、全体工事費に対して大きな比率を

占めているにもかかわ らず、単に床面

積当たりとか請負金比率とい った概算

で見積されている場合も多いのが現状

です。施工計画に基づいた合理的で迅

速な見積方法を解説します。

施工計画はその良否が、いかに能率よ

く、品質を確保し、安全で、経済的に

本体工事を施工するかの鍵をにぎって

います。仮設から仕上げ、設備にいた

る工事全般について 、適切な施工計画

をいかに立案するか、その要点をわか

りやすく説明します。

平 成10年10 月22日休)

午前9時~午後5時

大阪府建築健保会館・多目的ホ ル

(大阪市中央区和泉町2-1-11)

120名

10，000円 (テキス卜代、消費

税を含む)
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積算・仮設見積

- 施工計画 I 関 川 詞 之 氏

大成建誌対占西支庖建築部工事計画室次長

・施工計画 H 佐貫 久氏

鹿島建設(院関西支庖建築部生産計画室長

と

ところ

- 受講料振込口座番号

・ 取引銀行

住友銀行高麗橋支底

(普通NO. 860034)

三和銀行瓦町支庖

(普通NO. 210054)  

大和銀行北浜支庖

(普 通No. 272234)

・ 郵便振替

00910- 9- 39975 

- 趣旨と内容

・ 官公庁 . ' 5宣言十事務所 ・建設業をはじ

め、設備 ・営繕など幅広い分野の有

能な掛持者を養成する 目的をも って、

講習会を開催します。

・とくに取りつきにくい施工計画と仮

設見積、現場実務の基礎である積算

業務に重点をおき誘義します。

・ また、都市環境の変化に伴う法令・

規準の改正なども加え、技術の進歩

に即応した豊臣哉の習得をはかります0

・ 「積算業務」で は建築数量積算基準

にのっとり、また「仮設見積」では

S 造・地下 1 階 ・地 上13階建事務所ビ

ルをとり上げ、わかりやすく解説 し

ます。

・申込要領

下記受講申込書の受講希望科目を線で

囲み (両科目とも受講される場合は 、

両方を線で囲んで下さし、)、 必要事項

をご記入の上、受講料を添えて本会事

業課までお申し込み下さい。 ( 受講料

は銀行振込 ・郵便振替でも可。但 し、

その場合お払込みいただく前に、必ず

受講申込書を郵便かFAXでお送りくだ

さい。) 引換えに受講券をお送りいた

します。

. 申込締切日

平成10年10月13日閃

※ 但し 、定員に達し次第締切ります。

・申込先

(初日本建築協会

干530- 0001 大阪市北区キ毎回1-1-3之100

(大阪駅前第 3 ビル21階)

T EL. (06) 348-0633 円 以 (06) 348- 0臼 4

・ 受 付 時 間 毎 日 、 午 前 9 時半~午後

5 時半。但し 、土・日 ・祝日を除く 0

・ 詳細は、事務局事業諜へお問い合わ

せくださし、。

ム
一
品

羽

白講

L

Z

務

協

度

実

諜

年

事

柄

旧

工

畑

成

築

U

U

平

建

封

平成10年10 月20日ω

午前9時~午後5時

大阪府建築健保会館・多目的ホール

(大阪市中央区和泉町2-1-11 )

120名

10，000円 (テキスト代、消費

税を含む)

き

定 員

受講料

と

ところ
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平成10年 度 建 築 工 事 実 務 講 習 会 受 講 申 込

日

郵 便 番 号 受 講 者 氏 名 年 齢
受講希望科目吋目とも受講される場合は、

両 を線で囲んで下さい。

所 在 地
施 工 計 画 白積 算 ・仮設見積

事( ま業たは所氏名名)  
施 工 計 画 。積算・仮設見積

担 当 責 任 者
施 工 計 画 : 積 算 ・仮設見積

電 話 番 号
施 工 言 十 函 積 算 ・仮設見積

受講料支払方法 - 事務局へ持参 - 現金送金 - 銀行振込 - 郵便振主主 いずれかにO 印を付して下さい。

2  

}司

※受Ｇ，， ［ｾｱｬ 込 ｉｉｾ が ￁￈ りない ｊ 拍子＿は、仰 Ｇ ｉ ｊＺ してドさい

平成10年創作l'日本建築協会社団法人



今 月の表紙

神戸市東灘区・香雪美術館の近く

婦影 絹 巻 笠

表紙デザイン 安 里 俊 久

建築と社会ヱ
1917年 創 刊 第79集/ 通巻918号

配

特集・ 建築への証言'98--- 21世紀に向けて

口20世 紀の建築とその後に来るもの・川 崎 清 18 

口建築技術者のあり方から見た20世紀の建築・福田晴度 22 

口建 築- 20 世紀から21世紀 へ・馬場環造 26 

口ア ンケート・辿築への証言 '98・ 30 

浅 井 謙/ 池 上 俊 郎 / 石 井 修 / 上 杉 秀 隆 / 上 田 信 也 / 歌 一洋

遠 藤 秀 平/ 太田隆信/ 岡田幸之/ 加緩邦男/ 狩野忠正/ 柏木浩一

貴 志 雅 樹 / 岸 和 郎 / 金 津 宮 / 久 保 清 一 / 小 林 一 成 / 小 林 恒

佐 野 吉 彦 / 笹 木 篤 / 瀬 戸 本 淳 / 田 中 英一/ 高口恭行/ 高 砂 正 弘

瀧 光 夫 / 竹 原 義 二 / 塚 口 明 洋 / 寺 地 洋 之 / 遠 松 展 弘 / 徳 岡 昌 克

中 嶋 龍 彦 / 中 村 勇 大 / 新 居 照 和 / 西 村 征 一 郎 / 堀 田 正 / 本 多 友 常

三谷幸司/ 三宗司郎/ 山崎泰孝/ 山田 元/ 吉羽逸郎/ 吉村篤ー

渡辺豊和

口 20世紀の建築は諮られ、そして21世 紀 の 建築は拙 かれたか・

佐 藤 不 二 男 児

. 特 集 予 告

1 0月号/ ゆれをとめるーたえる妓

術からかわす技術へー

竹 月号/ 全員作品特集

医療施段

12月号/ 第拓国膏年技術者
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Eヨ風

言宣言十・

日ｾ 言宣言十

監 理・

加 古 川 市 建築 部 建築 課 - 日 建 設 計

施 工・

大 林 組

加古川ウ工ルネスパーク

「ウエルネス 」と は 「心 とからだの{山本J という芯J味である 。 市民

が心と 体の{出来づくりにも1極的に参加lできる施設として、この I(山本」

という 概 念を辿築に具現 化 してゆくことを求められた。

私たちの生活は物質文明の中にあって、 円々占11会化 して L 、く 。 この

正I ! 築は自然の 中で五感を鍛え、長nft と感性をi必き、 { 辿肢を取り灰す

ための施設であるから、ここでは効率能率重税ではなく、とりまく

関境を重視して、自然の中でゆ ったりと H寺を過ごす乙とのできる純

設づくりが大切だと考えた。

そこで倣地の高低差2 0 mを活かしたランドスケープデザインを行い、

ウェルネスセンタ一線 を '1' 心に行楽ホ ール棟 、際1， ｾｦｦｴ￭Ｑｦ ａｩの Ｓ 似を広

L 、公邸lエリアの中に配位。全 体が下1然の rl' に溶け込み、人々が快く

過 ごせる場所を提供することに勿めた。放地のそこここには 、いろ

L 、ろな風景を創り出している 。

内部さをIIJ1は気候や天気の変化 を感じ取ることのできるよう J l"i illi し、

別境への負担を小さくする配慮や、1 ':1然エネルギーの紛極的な活則

をできるだけ多く採り入れた 。 ｾ築的には大きなと 己 主 艮と庇をつくり、

採光と迎Jffi¥をよく考えるととから始めた。

込I ! 築をつくる材料選びにも、ウェルネスという 巧ー えをあてはめよう

とした。簡素で長持ちし 、内然の風合いが失われないものを組み合

わせた。1毛棋は京地 の鋼板、日空は I Iのお住民とレンガ風タイル、床が

鉄 てf i - : r i の乱張りや玉砂利 の洗い山しなど 。 また米松のw ，成材を|随所'

に使 った。柔和lで暖かみのある人間的な肌合いの建築を向 指 した。

健康っくりを兼ねて市内 を歩く IJ1I 1占JII ツーデーマーチ」 はH下秋で

8 回目 を迎え たが、 271を超える参加者のうち ri i民ウォーカ ーはそ

の 6 別 にものぼる 。111社会 が進み、歩 くことが減 った地方昨11市 乙そ、

健康づくりのき っかけとなる胞設が必要であろう 。市民がライフス

タイルを変えていくためにも、このウェルネスパークが完成した必;

l床は大きい。 ( 大谷弘明/ FI他殺; J t - )

所 在 地 一一一 兵庫県加古川市東神吉町天下原370

敷地面積 一一一8 6，329.0 0 m

建築面積 一一一一 9.190.40 m

延床面積 一一一 10，857.40 m

構造規模 一一一①ウェルネ ス櫛 R C、S 、2 F、B 1 F

②音楽ホ ーJ レ棟 R C、W、2 F

③図書館棟 R C、S 、2 F 、B 1 F

工 期 一一一一1995年 12月- 1997年 9 月

置 寄 駅 一一一 J R西日本加古川駅または宝殿駅

織 影 名 執 一 雄





2 階 平 面 図 1  :  2400 

4 ホ- ) レ

配 置 図 1  :  7∞o  



南 西 面 外 観

夜 乗 西 面 外 観

8  迎築と社会 ・19鉛 9



由甲

言宣言十監理.

小 西設 計

施 工・

大 末 ー松 村 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

松 原 市 民 道 夢 館

本施設は、伝統スポ ーツ活動のための武道土砂、子供の創造 ) J を育む

楽しい遊び場、員ffi もが体験学習できるワークシ ョップで構成される

線合胞設で‘ ある 。競 技 規!!I Jに制 約 される武道空間 と白 rl3な発先日から

成り立つ子供創造土佐II¥J の動線と騒音を分縦させるために、 2 1併に武

道上易を配し 、大 会H、i は屋外階段から屋上! 注闘を介してアプローチさ

せる。その他の施設は 11格とし、 rl'でもチャレンジドームは、作耳11日H、

騒芦田の問題も考l在、し独立空間 とした。

チャレンジドームは、その内部すべてが子供の遊び空1mとして機能

するように、 中央にはローラースライダー、周囲には空 rl'散歩が楽

しめるスロープと 四郎、ロープクライミング、ブロ ック迷路、モグ

ラの穴等、飛んだり跳ねたり、 登ったり 出来る遊具を設伯屯し た。

外観は、幾何学 的形態をもち、系らかな IUII 面をアル ミパネルで表現

し} fl!1; i 覧会体のシンボルとなるデザインとした。

211立紀に向けて、次代を担う子供迷が遊びの心を忘れず健やかに育

つための環境づくりと人間性を重視したスポーツ、文化、コ ミュ ニ

ティーの場として、 市民のふれあいがIzlれる j泡設となることを願う

ものである 。 (二 ノ丸利雌/ 小凶設計)

配 置 図 1 階 平 面 図 1  :  14 0 0  

所 在 地 松 原 市 阿 保4- 210-7

敷 地 面 積 一一- 4，558.7 3 m

建 築面 積 一一一 1，957.6 8 m

延 床面 積 一一一一3，200.19 m

梢 造 規 模 一一一 R C、3 F

工 期 一一一 1997年 7 月- 1998年 6 月

緑 寄 駅 近鉄商大阪線・河内松原駅

撮 影 一一一伸 和

1 階エ ントランスホール

チ ャレンジドーム

1 階 多 目 的 室

11 

.... 2 階 武 道 沿

守司〉



東側道路 ( 中心軸) 沿 い

⑧ 

図み配置内部の広場

10  也篤と社会 ・1998. 9
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言宣言十・

( 基 本 設 計) 神 戸 市 住 宅 局 住 宅 部 建設 課

ウ ル ム 建築 ・計 画 研 究 所

( 実 施 設 計) 神 戸 市 住 宅 局 住 宅 部 建設 課

第 1 工 区 : フ ジ タ 大 阪 支 庖 一 級 建 築 士 事 務 所

第 2 工 区 : 佐 藤 工 業 一 級 建 築 士 事 務 所 大 阪 支 所

第 3 工 区 : ウ ル ム 建築 ・計 画 研 究 所

監 理圃

神 戸 市 住 宅 局 住 宅 部建 設 課

ウ ル ム建 築 ・計 画 研 究 所

施 工・

第 1 工 区 : フ ジ タ ・東 亜 特 定 建 設 工事 共同 企 業 体

第 2 工 区 : 佐 藤 ー大 本 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

第 3 工 区 : 鹿 島 ・住 友 ・日 産 特 定 建 設 工事 共 同 企 業 体

神 戸 市 営 筒 井 住 宅

神戸 "1が11反事l' ・淡路大混災からの復興を 目指 して策定したマスター

プラン 「神戸市復興計 画」 において、シンボルプロジ ェクトのーっ

として 「東 部 新 勝 国|繭」が位也」づけられて L 情 。 r京都新僻心?I凶」

とは神戸 市の 東部に位iEf する大規模工場跡地 を<1_'心 にして、定)r たな

都市機能 の導入や 地 域の、活性 化 を目 的 とした ｾ ｮ 画 的な整備 を図ると

ともに、 市街地復興の先持的役割J を担 うプロ ジェ ク トである 。

筒 井 住宅 は、乙 の 「東部新都心計画」地区内 に位凶 しており、被災

者を 対象にした災害t復 興 市 常 住 宅203戸 と従災復興のための住宅市

街地総 合 強制ii 事業 に よ る 従前居住 者 用1t 貸住 宅 372戸 を一 体的 に建

設している 。 筒井住宅では、囲み型の住事ｾ両日［位を用い、東部新都心

言 ｉ Ｇ ｪ 理 ｩ の 中心事 ＱＱＱ となる通りに而して 低用化事ｾ を配位することで、 ＩＡ￟ 統

的なi : J : iilli みと賑わいのある街路空間 を設け、大規模団地が周辺との

調 和 を乱すことがないように配慮している 。 また、震災の教訓を活

かして、 地 域 コミ ュニテ ィ育成のための地域11日欣型集会所や大製IlJ i

火水柑を設位している 。 さらに、被災者に高齢者が多いことと、将

来の，也高齢化社会 に対応するために全住戸のバリアフリー化 を惟進

するとともに、 60戸の シルバー住戸 を導入している 。

所 在 地 一一一 神 戸 市 中 央 区筒 井 町 1 丁目

敷 地 面 積 一一一21 ，891. 57而

建 築 面 積 一一一 6 ，451 .47 m

延 床 面 積 一一- 41 ，240.21m 

構 造 規 模 一一一 6 - 14階 建、S R C . R C

工 期 一一一ー 1996年 3 月- 1998年 3 月

最 寄 駅 一一一 阪 神電 鉄 春 日 野 道 駅

(神戸 市住宅局住宅fl ii主主投aI ! }

撮 影 一一一島 修一 ( 左 上) 、伸 和 他

J l  
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VOID-MOON-l  

設 計

森井浩一

都市部lこ虫色する住宅において、私は、

住むことの権利を再考し、獲得するこ

とを目t旨さねばならないと思、っている。

本計画では 、住むことの権利として 、

光と風の整合、視線の権利の獲得、ボ

ーダーレス、シーンの連続としての空

間の編集、等を設定する。

計画地は、東大阪市にあり 、周辺には

中小の工場が点在する地域である。住

環境としては決して良好とはいえなし、。

敷地は間口 7 mX 奥 行25 mの細長い

形状である。

建築物は 、住宅兼ワークショ ップであ

る。

周辺環境と敷地形状により 、中庭を輸

に開かれた計画とした。異なるヒエラ

ルキ を持つ前庭 (アプローチ) 一中

庭ー裏庭の連続性を空間構成の斡とし

て、機能を編集し 、視線の権利の獲得

を試みた。中庭ー裏庭の聞に生活空間

を、車自に沿って彩色された墜とともに

諸室を配置した。中央の階段室は 、生

活空間とワ クシ ョッ プを分離・融合

する。 ブルーの壁は垂直性を強調し 、

円狐を組み合わせたペ ン トハ ウスの屋

根へと視線を導く 。

中庭において、 9度の角度で振られた

外壁面はパースペクティプを発生させ、

ガラスを通して認識できる彩色された

壁とともに、視覚的拡がりを演出する。

庭の連続性により整合された光と風は、

内部空間を豊かなものにする。

住むことの権利は 、意識の中心に位置

し、その獲得は 、より快適な生活シー

ンを形成する。

むりい ひるかず

森 井 浩一

1963 大阪府生まれ

1986  京都工芸繊維大学工芸学部

住環境学科卒業

1986 

l  アーバンガウス研究所勤務

1995 

1996 MORI I  DE SIG N  W OR K S  

一級建築士事務所設立

1997 大阪府立工業高等専門学校

非常勤講師

1最 影一 平 井 美 行

企画編集ー中村 文紀 (作品作側、委員会)
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大
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呼

1主' 下院副t山l庄1¥' 11 (J ;Uf IO  4AHi ￥ HH ，J- -)!f't fl 

哀の初めは活 ) J の季節。ガJ い頃の近所の宅地 はむせかえるような 市いきれと

ｉｉ ｅ 感な昆 ＡＱ ｾの 羽 音に七 ｊ まれ、 ｷＺ てしなく広か っ たように 思 う 。 あてどない ｈｊｊ

待感が哀の然公に似られ、危り 山 したい術!JWに駆られた。 市むらに人ーの字に

絞転がると、ススキの ｉ ＱＰ ｊ こうに Ｑ ＧＱ Ｇｾ 、 ｱ が広が っ ていた 。 いつの凶か、宅 地 の

ススキはＧＡｩ ，ｽ化刷 物の ￭ Ｇ ｔ ｉ Ｇ ， Ｇ， ｬ ｪｾ 泡立 ｩ ， ｬ に変わ っ ていた 。 戊みに分け入 っ て総符の通

路や ｷ 山 を作 っ て遊んだ 。 ある ｈ 年、 ￭Ｇ Ｇｦ ， ＧＺ Ｚ ｩ￬ＧｴＡＡ立 ，Ｇ Ｚ ＧＺ ，ま イ ｾＪＧＺ￭Ｉで ｬ 咳が ｮＧ ， るからと、み

んなで令部抜いてみた 。常地 はガランとして手狭に 見 えた。 このi並びも終わ

りかなと f (J-i( 心に! ぷじたものだ。 から っ( ぎのさ在地 にタEの気配を感じていたの

だろうか。 五1の終わりは込l采の季節。

今や、 地球そのものが心の '1' で箱出のように小 さくな ったけれど、 iZの自然

は人を議感して IL まず、 [-j Jtたちの日lr生を 11: J ; ' . tめさせる。不思議な) 1¥¥;¥;.(ーを Ii"有に、

ふと孜にかえり、ｾぃ記憶が提 ｴ る 。

このＩｾしい ｗ ｉ ｾ ｉ 刻係を次 ｊｬ ｉ｟ 代 にもず っ と伝えてゆきたい 。

7主!; J也 紘 一郎 ( 兄編集委員)
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午後の街かどで

美しい造形物が、締麗な背景のゆとりある場所に立って

いるのは好ましいが、地方都市が真似をして、ごそごそ

立てたがるのは笑止です。移りゆく時代に耐える見識で

取り組まなければ税金が泣きます。

ｲ ￬ｾｾ 監ヤマトをヲ ｼ っく りかえしたような 」 て皆 言 うとりますがな 。

そいでも去年秋オープンの時は、え らい人気。伊勢丹デパー トへぎ

ょうさん行かはって、毎 日 l 偲ずつの7t' り上げでj タクシードライ

ノTーは点: (f l¥駅へ向う私を旅人と見て、 II I'i 'れがましく説明します。 1京

都らしくな Lリ 「センスが悪Lづ 「金 もうけ主義の設計J 11白さ flj lJ

限で横に拡げすぎて、車j線がややこし L 、J 等々、物議の渦巻いた新

J友好1¥駅。メタリックな外貌で、まだ控設が続いています。

この夏、日曜日の午後、東京から友人がや って来たが、大変な人

出で、 l奥占18; ' ! 5も満員です@ ホテルの料飲街が聞く 5 11寺まで、ホテル

31併に仮り出しのビアホールで待つことにしました。なま渦い風が

通るここで、遥か正面に全長140メートルの長いエスカレーターに

ｾｴｦ り釆る人々が、 豆 粒のように波 打 つのを望見して、民衆の流動エ

ネルギーを実感します。

友人は新幹線からの通路の踊り湯 (通 称 =室IlfJ 広場) で 「マンガ

大会ショーに採まれて来たJ と汗をMく。 1すっげえ眺めだったせ1

と今 11 の印象を、東京へ帰って告げるで・しよ う。 1おのぼりさんば

っかしで、京都人はめ ったにいませんやろ」と言つ てのける京都育

ちにも感心しますが。

京都タワーは、今では「なつかしいシンボルJ と洩らす人がふえ

たそうです。建設のころ、も っと造型感党が磨かれていて、経済力

があ った なら、スマートな形に出米 lてっていたでしょう 。

ｲｾ 一［市 Ｑ

勿論でで、すが、街の姿は、世相と: ! t に変ってゆく 。II! 旬I1のフランス柿

ポンデザールのいきさつは、興味深いものでした。

徳11常的J を久しぶりに淀屋縮から 1将ヘ歩く午後。街路樹の|告にしゃ

れた! 酬が主主んでいました。グレコやフソレーデルの女性像、 ':V'I併 P子、

ｙ ｉＧＩ 水 多 Ｉ ｩｾ 示、と作品いろいろ 。 ぼってり、おいど、の張った立ち妥は

「ア、 日本の女だ」と口走ったら、つれ立つ青年が笑いました。高

村光太郎作 「刺 tの女:J 0  1.却問炭の肉付きをよく捉えています。

手lさやかな少女像の左右にびっしり円転 '11を置いてあったりして、

ジャーナリスト

末 次 掃 子 (すえつぐせっこ)

京都日日新聞記者、大阪読売新聞記者を経て

1958年 読売T V放送局へ出向、教育教養課長、制作部長、

副理事を経て読売千里文化セン宮ープロデューサー

1979年 大 阪 府 参 与 (91年 3 月まで)

1989年高槻市文化振興事業団常務理事~現在

1991年 国際日本文化研究交流財団常務理事 (96年 3 月ま で)

主な著書: rおんなの眼J (創元社) 女のまつり (創元者H おんなと仕事J

( 共著) 筑摩書房 1985年国際ソロプチミス卜女性功労賞/ 92年大

阪市民表髭/ 9 5年大阪府女性基金プリムラ大賞

1979年~現在、毎日放送ラジオ「末次情子の日曜サロンj 出演

味気ないが、これも商都のエネルギーと見るべきでしょうか。

車は南を指してひた走り、舗道の人もせかせかと急ぎます。 1御

ザ筋のたそがれは- J と昔の歌にありましたが、今も |湯気と時五IJ と

によ っては、人々は語らい歩いているのかしら?

金融臓闘のビルがl哩L 、表情をつらねて、 近寄りがたくしています。

ショ ウウ イン ドウには、 ｍｾｾ｜ｦｴ 作な自社の広告ポスターを並べるのが

やっと、の野暮な光景です。 l 階のガラス張りのr - I:Iに軽やかな茶房

やイ臼墨でもあったら、もっと色気のある街になるでしょうに。

美 しい形が、締腿な背景のゆとりある場所に立っているのは好ま

しいが、地方都市が点似をして、行政マンや議会人の思いつきで、

あるいは何かの縁の造型物を、ごそごそ立てたがるのは笑止です。

移りゆく時代に耐える見識で取り組まなければ税金が泣きます。

「市民窓立J と11手ぶものを、競うように並べたのは昭和40年代の

ことでしたか。大阪では大阪市ほか行1 i 11
1
汀を除く 351町村が、おごそ

かに宣言 したようです。目抜きの行政の建造物の前で、大きな石材

に刻みこんだ 「心と心を結ぶまち J 1生きるよろこび燃やすまちJ

などなど、れいれいしい文字にクビをかしげたくなるのは、私ばか

りではありますまい。

栴田のデ ィアモー j レは、 ミラノ ) ! l i t が売りもの、とか。 “ ドウモ広

喝、とはI?" どうもどうも 。紛阻で不愛想、なことは、駅前 l 、 2 、3

ビル地下街のそうぞうしい庶民性と対際的。西へ西へと地下をたど

れば、天井が、杭r. !! に低 くて。お役所仕事も百面相ですね。

長服地下のクレスタをのぞきます。派手な造り、広い通りに人影

が少ない。ブランド物を扱う服飾!月が軒並みに閑散として。ガラス

天井を流れる水の趣向、広jJ ; ) のモニ ュメン 卜もデラックスだが、人

工の街の薄ら寒さも …。 1アメリカ村や心斎橋筋から人の群を呼び

込む ｾ Ｇ ｉ ｉＧｩ ｾ坦 ｊ とか ｉ ｬ ｦ ｬ きますが 。 たのしい生活Ａ惑が忠良う ｌｉ を期待するこ

とにしましょう 。
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メルボルンの学校 ¥ マイ ホー ムづくり - (3)  

杉 山 茂 一

昨年、 l ケJl ほどメルボルンに初 代 したときに、 学校佳築を

幾っか|斗|ってみた。 メルボルンのヴt校については f' (l iI!知識もま

ったく なく、 IljJ ji'{!iな主主;; Iz lをも って凡 たわけでもな L ミ。20校ほど

を駆け足でITI Iったことでもあり、ごくぷ|伺的な凡方しかできな

か ったのかもしれないが、 一つ示唆を受けた点があった。

メルボルンの学校には、挫でられた JI ，¥').(j 1や地域によ って幾つ

かのタイプがあるように見受けられた。 そのなかに、管副首ISI "I

とホールを絞として、これにあ 〈 宅 仰を ｻ 、 ｊＭｉ，Ｇｾ させる桝ＩＨｸ［の 学 校立ＮｬＡ

Ｒ 裂があった 。 ホールは 地域 の象徴となる立派な佳物で、主ｾ設後

数 卜年を経過 している 。- Jj 、教宅J作は平LI-1となプレフ ァブ辿築

で、その配ii J : はやや成り行き的である 。 おそらく 児車数のJI:'; '!J II

にともなって、教室のFJl 改築が行われてきた結果なのであろう 。

ｵｦ 築 ｊ ｉ ー ｬ 面的 には 粗雑な ところが多く、どこまで ｊｾＺ ｉ 苅されたも

のなのか疑問なところもあるが、学校出築のなかで地域の級と

なる炭素を回定する梢成は、，γ 校と J也j或の関係、変化への対応

という点で、 mS市 における学校の一つのJ J 向を示すもののよう

に比 えた。 ちなみにホールは地 域の集会に開放され、なかには

紡附よJLj として利則されている例もあ った。 また、このタイプ

の' ( : 校は新しい郊外 住屯J也にはなく、インナーサパーブに幾つ

7) 、!，，'， らオ1 た。 大阪市立大学工学部挫築学科助教侵

意、を決 して

梅原 良矢

内校 を半;たして以来、 9 {Iえ1，" .] 1まど米) J t で学ノE' t 活を過ごした。

Ｉ ｪ 削減 で、大 阪ヘリＱｉ ｉ ってきたのだが、 ｮ ｬ ｾ If IS  ，11の逃いがなんとなく

!' IHげできるような気がしている 。 5 {I 三ほど l清か ら、 1¥日治利l'tLf と

代 々木公闘に ｌｭ した敷地に辿物を ￢ Ｂ ， ｉ ｾ しており、現 Ｎｻ ｅ 、その設

計 ｗ ｦｩ ＮｅｾＱＡの為、ｻまぼ週に Ｑ ＩｾＪｽｾｔ に山仮しているので、 ｈ 寺 問 の イ ｬ

る 胤 Ｔ り新しいｾ ｾ 誌や展示を 比 たりはしている 。 ｾ築は白分で訪

ねることによ っ て実物を 陥 ｩ､ で、きるのだが、立ｬＡ ｾ 楽家やデザイン

の流れ? ; の展示空間は、 If IS "，によ ってかなりの述いが有り、そ

の内符の理解や延!像力に3・己な った印象を受けることが多々ある。

ある 行11"，でスタ ー トしたj民ポがすばらしか ったので、 別の If ll"，

でもう 一度I i u 認したいと jぶって行くと、 Jバー示スペースの関係か

らか ￯ｊｬｾな部分が省 ＱＱＱ 各されていたり、 ツ ト Ｑ Ｑ Ｇ ，｝ が落ちど Ａ かなくその

作家のl " !l併に集 ，-'" できなか った りもする 。展示というのは、そ

のえJ ! 築宅問そのものと全体の梢hたとい った安素が非常に重要に

141える 。

大げさな言 いJJ だが、 i d近、 }.i， をlk して、水戸 までイタリア

のえJ! 築家の Irrliiiu展に行 った。 この展示は残念ながらこちらには

)j となかったのだが、その作家の12日な |人l杯、展示' 4 : l' r，Jのすばら

しさ、 !バ示のA'I'，'iJ-&; の仕方等にかなり刺激を受けることができた。

坂倉雄築研究所取締役
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増田 繁治

立ｊＡ ｾ 裂を志した者にと っ て、マイホ ー ムを自分の予でつくるこ

とは、生涯のタである 。 それが Ｓ Ｐ 代 で夫 Ａｊ ｾ できたのであるが ・。

ー凶 りr" 1家と 言 われている行がつく ったが故のさまざまな悩 み

や11'0])起点、がつぎつぎと出てくるのである。 1"1本の住宅を考えるH、↑、

!J J.ij Jの) !E(通 しと冬期の 1I l!(! をいかに行く設計に収り入れるか、

である 。つまり、 JJ 位の陥認と敷地| 州安の状況をしっかりと凶

に入れてプランをつくることである 。 この基本を政かにする と

収り返しのつかないこと になる 。 また支閲や廊下、 |併段は将米

を 川越 して広めにしておくこと、台所は ｬ 切 るくれ Ｇ ｩ ￬ 如二、 Ｒ Ｑ ｾ 寺山

ての ｊ 羽 合は Ｒ Ｑ ｾ 奇にもトイレを つくることである 。 家族に女 性 が

多い ｊ 必 合には、 ｾ ｾＮｦＱｊＡがし易すく十分な ｪ ぶさのある納戸を 周 忌［す

ることも重要な設計の要素である 。 自分の個室 ( 城) が持てて、

1 つの少がかなったのであるが、 娘の成長と共に城は侵食され

る迎命であった。

これまでの反何 を粗として、出来ればもう 一度、土'11偲的なマ

イホームづくりにH1s1i¥Je; したいと思っている 。 その JI キには、作敬

している( 政) 村 野Ji 事舌先生が市に子を入れていたときいてい

る Ｇ Ｍ ｩｩＺｾ 啄の 村野邸 を手木にしたいと考えている 。 建築は、 ＴＪ ｾ 学 の

集大成であると 百われているが、その 中でも住 宅づくりは、 本?

別 にむずかしいものと、実感しているところである 。

ゆ ば

京 ・散 策 “ 湯葉"

兵庫県都市住宅部営絡課長

浜崎 彰

f  ｉ ｾ ・ ｪ 下 で京 都 に行 っ た 折 、 ィ 友の食中 ーと なるとおばんざいＨお惣

来) の庖へ足を巡ぶことが多い。 たまに裕発して京料 JAをと jぶ

って いても、つ ｌ 叶 Ｑ ｊ と ｾｦｉ 談してしまう 。

おばんざいには、 一年 ，'，変わらない定番メニューと季節のポ

材 を使って調理したものなど研矧も多く我々には馴染みゃすい。

その ，'， で私は “湯柴" を伐 ったものを注文することが多 L 、。特

に気に入っているのは、 ｾ ｬＺ ｪＭ ｾ ｪＪ を、おろし生 羨をいれた醤 ｬ ｬＮＡＱ だ

けで食べる湯ｾ 点 ｉ ｊ である 。 また、さっと脱げておｽ 山 槻をちょ っ

とかけたものも変わ っ た桝のつまみになる 。 湯ｾは淡泊な ｬ 床 で

ＪＢＮ ｊｾ ｉＡ の主役にはなり Ｔ Ｔ ｩ ないから、さりげなく 料 理に使われてい

ることが多いが、そ れだけにその J :. ，，"'，なl床は飽きがこな L 、。

かつての京都 は名水の III J であった。IW]" の中いたる所に澄んだ、

-'、

水を湧き，' : 1: ' ，せる:n戸があり、豆腐 - 湯 葉 - まさとい った点のI沫を

代み守する食品は、そうした名ぶによ ってT守てられた。現在; ; -r ml

にも湯柴専 門庖は数えるほどしかないが、これらの老合mが743か

らの製造法を杭けていることはうれしいことである 。

この飽食のH寺代に大豆 をj原料とした溺柴は、良質のm白狐と

して栄袋ul!i が高いにもかかわらずへルシーで、生活問↑l万J月 ( h父

人病) 予防のためのf云統的健康食品 といえるだろう 。

清水建設大阪支庖設計部部長

建築 の眼
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建築への証言 ' 98- - Ｒ Ｑ ＡＡｦ ＯＮ ｩｦ ＯｾＮ 均げで

20世紀の建築とその後に来るもの

川 崎 清

建築家 ・立命館大学教授 ・工学博士

世古己末という 言葉のイメ ージであろうか、何 t なく欄熟した文化がやがて衰退する l清いイメ ージがある 。 しか

し、世紀末の直ぐ隣に新世紀という新しい希望に満ちた世紀が待ち受けている 。本当に世紀末とか新世紀には特

化した現象があるのだろうか。編集者から寄せられたテーマは、「 これからの建築の可能性J と言 うことで、 21世

紀の展望を聞く建築の未来予iRl J とも 言 うべき内容で、私にはやや荷の重いテーマである 。 そこで沼、なりに 201: !t1:己

の建築の1制舌を中心に、その後に来る問題を論じてみた L、。

世紀末と新世紀

今I ; j : 、正に世紀末の真只中てや、もう 21i:It .紀が目前に見えている 。 ここへ来て、 サスティナブノレの地球をめざし

て、急、に、デザ、インの視野が大きく動いて、 地球レベ、ノレに直接かかわることになって来ている 。 また、パフツレの

崩壊から、我が国の政治栓済 I. : J : 先行き不透明な不安感にj尚ちたものになって来た。世紀の境目に来て、にわかに

世相は激変の様子を見せ始めているが、建築界は、それらと無縁に推移することが出来るであろうか。

100年前、 20世紀の幕開けの|時代は、ヨ ーロッパではフランス革命の後追症も薄れ、新しい国家体制のM凶; が急、

がれていたl時代であった ことし 産業革命の成果が大きく実ろうとしている頃であった。19世紀末のフランスは

ベノレエポックと呼ばれ芸術の最も撃やかな時イ℃て、あ った。エ ッフエノレ搭が建てられた 1889年のパリ万博に統 L、て

1900年のパリ| 専はシャンゼリゼ一、アンノ f リッドとエヅフエノレ塔を結ぶ都市tw. て、あり、同時に世主D 択を彩る こt

になったアーノレヌ ーボー博とも呼ばれるもので、あ った。アーノレヌ ーボーは、世紀末に生まれ、来斤世紀になってま

たたく聞にヨ ー ロッパ全土に広カ句、ア ーノレデコに引きつがれるわず、か十数年間の寿命であったが、正に世紀の

変わり目を飾るにふさわ しし、現象であったと 言 える 。 それは、産業革命後の急速な技術の進歩に対する不安と疑

念が形になったものである 。この20世紀の境目の前後は技術に対する信頼と不安の聞に、ヨ ーロ ッパ各地てー多く

の建築運動とともに芸術運動力司見われたが、その中でア ーノレヌ ーボーは正に技術に対する反技術の芽が大きく吹

き出した最初の現象てあった。

建築の歴史の中では秩序に対する反秩序の様な形て')1制t の表現が交互する問題を経験してし、る 。ギリシャ的な

ものに対するロ ーマ的なるもの、ノレオ、ッサンスに対するマ ニエ リスム、バロックと ロコ コ、様式復活に対する折

衷主義などなど、理性的、構築的なものに対する情緒的、浪漫的なるものな E 、人間の精千111の営為の表裏が、 H寺

代の表現となって絡まり合ってきた様に思われる 。アーノレデコぞはさんでドイツヴエノレクフ。ント、ゼ、ツエション、

ロシア構成主義、パワハウスなどを経て、抽象的で‘ 合理的なモダニズムが表現の主役を占めようとする頃、併行

して社会は新しい国家体制の許証とその為の利害の衝突による国家の威信 をかけた第一次、第二次の二つの世界

大戦を経験していた。 そして戦争は、 これまでの建築界の動きに、様々の波紋を投げかけつつ一応はピリオドを

打つ こt にな った。

戦争は、 一方て瀞誠的象徴的な建築物を生みだすと同時に、また、戦争技術を急速に進めながら進歩の思想の

基礎を固めて行った 。 この思想、が、機能主義を ｩｩ 断ＧＦ，Ｚｾ Iき継ぎ、合理的で。進歩的な技術の世界を、再び、表現の

中心にfJ ，5 えることになったのでやはないかと思われる 。

我が国の建築は、 この問、どう推移したのであろうか。20世紀の幕開けは、ちょう E 明治の革命期を乗り越

え、国家の威信 を高めつつあった頃で、 1904年の日露戦争も勝利を得て、いよいよ近代化に入った ころであ っ

た。片山東熊、辰野金吾、岡田信一郎、などがそれぞれ宮廷建築、官庁建築、民間建築などに活躍を始めた頃で

あった。 その後、我が固にもアーノリ ーボ、一、表現主義などの第三宅陀 受けた建築はなくはなかったが、 ヨー ロッ

パの様に華やかに開花する ことはな力、った。世
*' C?択を区切る ことなく足早に過ぎた。 この時から大正リベラリズ

ムや昭和初期から興った帝国主義的な動きなど肝余|曲折しながらも第二次決戦が終わる 20世紀の半ば頃迄は、大

きな見方をすれば、近代化を急、ざつつ、西駄の建築に追いつけ追い越せの! 時代であった。 ょうやく齢択と同調し

ながら建築界が歩み初めたのは 20世紀の後半の舞台にな ってからである 。

18  建築と社会 ・1998. 9
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技術主義と反技術の表現

20世紀の後半の建築は、機能主義の展開と修正制!Ih としながらも、メタボ、リズ、ム、ポスト モダニズムなど多彩

に色づけされて来た。 そして、技術の普通的表現を通し、汎世界的表現を目指すものから、固有のアイデンティ

ティを表現しよう t するロ ーカノレて、個性的な建築に至るまで、多様な建築の表現が開拓されている。戦後の早い

|時代は機能主義の復権から始まり、その理論に沿ってインタ ーナショナノレア ーキテ クチャ ーカf世界的なi輔荒とな

りつつあった。 その反面、フランク ・ロイド ・ライトやアノレヴア ・アアノレ 卜の様に初めから機能主義とひと l味違

った個性派の巨匠達も既に存在していた。

! 被前から機能主義を標桟ーして実践して来たノレ ・コノレピュジエが突然に ロンシャンの教会 (1952年) を発表し、

建築界に大言な衝撃を与えた。巨匠自らが自己否定を宣言するかの様であり、それまでの理論の皮を破って、本

来の コノレビュジ、エ らしさが出てきたと 言 えなくもない。秩序の強化 t 破壊は個人の中でも起きて いる 。 これを契

機に、確固とした地歩を進めていた機能主義の建築が鳴らぎ始め、建築の表現の流-到Jイヒカ f始まったのではないか

と思われる 。

やがて近代建築をリ ー ドしていた CIA Mも1956年、第四回会予義でのチーム10の到臓がきっかけ t なって 1959

年に約30年の歴史を閉じる ことになり、近代主義は一応の終息に至った。

ろうそ〈

こうして 1960年代位から建築のデ、ザインが多機化の方向へと分化 し始めた頃、H. ホラ インのレツテーの蝋; 燭

庖( 196恒p) など寸聖の作品は小品ながら、デザインの質が近代建築の拡大する技術思想、に立ち向かえる こt を

示す、象徴的な作品て、あった t 思われる 。 さらに、金属とカ、ラスによる明j査な空聞を表現した J . スタ ー リング、

建築の古典的で、重厚な質感を表現したノレイス ・カーンなどは、 モダニズムの修正 と決着を示すもの と思われた。

こうした聞に我が国でメタボリズムの建築カ望見われたが、工業部品を生物細胞に置き換え、その思想、と方法論

に新鮮なものはあったが、樹戒論的な技術の思想、を超えるものにはならなかった。 そして、ポンピドゥ センタ ー

(1973年) を契機として新しい展望を聞くものとして、レン〆 ・ピアノ、ロジ‘ ャ ース、フォスタ ー等のラディカ

ノレな技術表現の担い手達カ覗れた。 そして、 この傾向は息カ浸〈、さらに鋭〈メカの発極を探るかの織に、品丘

のテンション構造を多用する睦快て透明感のあふれる建築に引きつがれている 。

一方て" R. ウーエンチュー リやM. グレープス など強烈にモダニズムを否定する 一群の建築家達が現れた。 これ

まて0機能主義の形 t 機能の融合や技術持有の車

イブリツ 卜とυJ 劇蜘I奇の言 うメタ フア一カがfザデデF干干ザザ、イン手法のキ一ワ一ドとなつてポス卜モタダ守ニスズ、〉カがす展開し、多様な手

法や形の コラー ジ、ユ、アドホックな建築、パナ キュ ラリズムな E、1980年以後は多様な建築の時代 とな った。

大空間と巨大建築

技術、反技術の対立の欄豆| はあったが、ポストモダニズムは、ア ーノレヌ ーボーの如<J i 制吃に彩を添える役割を

果た しなが ら、その幕を引きつつある 。20世紀のH制tが要請したものは、やはり、工期支術の進歩と戦争やその

後の冷戦時イ℃の宇宙開発などによる組織技術の発達によって、大型化してい った建築ではないかと思われる 。

例えば、オ、ノレヴィ ーのローマオリンピ ックの競校場 (1959年) や丹下健三の吊り屋根の国立水泳競技場 (1963

年) などに始まり、 構造によるテ、子、イン表すよ或いは、技術による 空間表現が20世紀の正当な建築表現である こ

とを主張しつつ、 1970年の大阪) J t 専のお祭り広場にヲ |き継がれた様に思う 。大阪万博は「進歩と調和」がテーマ

て、あったが、建築界は正に進歩する建築、拡大する建築の表現の場になった。

その後の建築の巨大化は、超高層建築の方向とドーム建築に代表される大空間化の方向に向かった。

超高層はアメリカの専売特許の様なものであったが、戦後、 ヨーロ ッパでも ミラ ノのピレリ ータワ ー (1959

年) 、デュッ セノレ ドノレ フのフェニ ックスタワ ー (1960年) などを皮切りに始まり、 地震国の我が国でも、振動理論

による新しい構造概念によって、遂に霞ヶ関ビノレ (1968年) に超高層が登場する ことに なった。二桁クラスであ

った建築の高さは、 世界では400m級、我が国では 200m級と 三桁の数字を争う 時代にな った。超高層は構造的tlilJ

約の為、表現の点てや大きな l111J 約を受けていたが、丹下健三の東京都庁舎 (1991年) ! : J 東広司の大阪柿田スカイピ

ノレ (1993:9三) によっ て、 表現が超高層のlIl lJ 約を釆 り越え られる こt が実証された。

19 
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京都駅( 原広司)

大空間指向は、 一方で大型化する建築の 1:1' のアトリウム空間を生みだし、もう 一方ではブームとなっているド

ーム建築を生み出している 。 ここでは空聞がメインなのではなく、そ こに内包される人II¥Jのイベントが発生する

ドラマ こそが主役であるとしなが らも 、時代を象徴する存在 t なっている 。

大空間建築て特筆すべきは、レンゾ ・ピアノの関西空港 t 原広司の京者| 凱である 。

関西空? をは大型建築であるにもかかわらず、手仕事のような杭巧なディテーノレの完成度によって、技術の成果

てあるより、人111Jの成果、或いは技術と人聞を結ぶデ‘ ザインの成果である ことを示し、緊張感のある空聞をつくり

だしている 。20世紀の建築の一つの到達点を示している 。一方、 l点の京者防Rは、その前哨lIについて未だ定まりにく

い点もあるが、内部に都市空11¥1をつくり出し、都市を内包する ことを遂に実現した建築である ことを示している 。

建築家の兄果て夢の ｲ ｬ Ｍ ｉ に建築がし、つカ渚 ｲｬｲｬ￯ｾ 超えるということがあ っ た 。 パックミンスタ ・ アラ ー やフライ ・

オット ーなど構造的建築家が都市を額う建築を桃恕したが、私の見方では、実現したのはパリのオノレセーの美術

館 (1988年) と京者l献ではないかと思っている。オノレセーの美神T官官は 1900年バリ万博の|時喧られたオノレセー駅を

改造したものであるが、駅舎の大屋根の中に、まるでショ ッピンクーストリ ー トそ歩きながらギャラリ ーを鑑賞す

る様な都市的な空聞を つく りあげた。原の京者隣町ま、大階段を中心に都市や自然の持つスケーノレと群がる人間の

ダイナミックな演出を手「わ にした。 これらも 一つの20世紀建築の成果でないかと思っている 。

環 境 の 思 想

20世紀を一 口に言 えば巨大文明の十回己 ):1呼ぶ ことが出来る 。人類や或いは建築家達が夢想したものをは t ん E

手中にした。勿論拡大する夢ばかりではなく、 多 くの豊かな質をも手 に入れた。 しかしそれは、その裏で、物質

とエえ、ノレギーの消費によって保証された空間である 。 その結果は地球iJ¥¥t J 暖化、資源エえ、ノレギーのi固i呂、環境ホノレ

モ ン、地別沙漠化など、地球スケ ー ノレの問題を引き起こす こ とになった 。 人 間 、 社会、自然の［Ａｊｾ生の問題は、 こ

れまでA の建築の方向に重い制約となって立ちはだかると忠われる 。

その様な72、l沫てや、京者問Rなどは 20也記己の一つの成果を総指した建築であると同H寺に、 20世紀の終止符を打つべ

き建築の一つであるかもしれなし、。 いずれにしてい時代の l曲り角、或いは世紀のや;I尾を官Il i るにふさわしいもので

はあったが、新しい|時代の折棋となるべき建築かどうかは今後の推移を見守る 必要がある 。 そして今でも大深度

伴訟や 1000mタワ ーなどジオフロン卜へのあくなき挑i践は続いてし、る 。環境の時代 ・鉛斉減速の時代を迎えて、

巨大建築の| 時代は終息するのていはないかい、うのが当然の見方である 。 しかし、構造的な文明の肥大化が、俄か

に終息へと向かうかどうかはなお、予断を許さない。

当初、建築家連が意識した環境は、およそ祝芥の及ぶ範囲の環境であった。周囲の環境と文脈をつくる建築と

いう解釈と、主ｾ築と緑の共存による エコロ ジカノレな表現制強梯する建築がそれである 。 緑の長ｾ築が始まったのは

オークランドの美術? 官官( 1969年) からで、長記丘は E. アンパースなどに刺激されて、建築と紘の関係はより大但

にな ってきた。環境の思想としては未だ未成熟な段階であるが、建築が単体に溜ま っている ことに比べて、周囲

に眼を向ける建築、緑を |旦隠する建築は環境と共生する第一歩と 言 える。今環境とのヂ迭と 言われるのは、省資

源 ・省エオ、ノレギーはもとより、環境負荷の抑ffi lJ 、自然エオ、ノレギーの利用、 リサイクノレ可能な材料の選定、有害物

質の排出規制l、耐用年| 浪に対する工夫、地域風土になじむ空IMJ
のデ‘ ザ、インなどなど、その

r'*
題は多 L、。 こうした

地球のサスティナブノレな採起に対して、ど こまで追随するか、正直なと ころは建築家は迷っていると思われる 。

しかし、 一つ一つの試行錯誤の努力は、創立によって大きな成果となるであろう。

環境問題は表現に参加 しにくい技術の問題を多〈含んでし、る 。環境I::=J題ぞっきつめると、建築は造らな い方が

良いと いう結論になるので、建築家の興味をそそるテーマになりにくし、。 しかし、鮒畑、l土になじむ空間 と材料

の{郎、方、 リサイクノレ可能な材料や迦般エオ、ノレギーの少ない地場産材の使用、使い捨ての建築からス トックと し

ての建築、 地域風土になじむデザインな E のテーマは少しずつ建築の表現を変えていくものと思われる 。
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パリのオ J レセーの美術館

品丘、鉄、カ、ラス、或し、は コンクリ ー トのrll に集成材などの木材を用いる建築、瓦や土壁などの地方色豊かな

材料を用いるなど、モダニズムとパナキュラ ーな感党を統令しつつ、新しい風土主義の可能性カ鴻毛主えている 。

一方で、技術ラディカリズムはさらに進化して、フ レームの消失感と共に光と陰をデザインのキーワー ドとする

建築守生み Ij 'l して" O。 これは見方によ っては桂離宮の様な n本の伝統的美意識に通じるものがある。緑の建築、

パナキュラーな姥築、そして透明な建築の三つの方向カ引が丘の! u ! J $ 教な傾向になりつつある 。

テーマの喪失

20世紀は、物、空II¥J、スピー ド、 エオ、ノレギーなどが1il 日値を持ったH寺f-tである 。 それに新たに情報が加わった情

報 化 ｈ 寺ｦＭ ｴ ｬＺ 共に ＧＱＩ 梓 ｉｾ が側値を持 つ ｦｉ寺代となり つつある 。 ＲＰ 世紀から ＲＱ 世紀へかけての情幸刷ヒは予想をはるかに超

えて拡大すると 言われている 。氾躍するメディアの前に朽者U: 制造よりも選択に追われるか、マスメディアの安

っぽい共有イメ ージを押しつけられている 。情報化が進むということ は、情報が聞かれていく巾で、共有のイメ

ージが拡大し、様々な領域の; 境目が消失していくという ことではないだろうか。溢れ出している情報のがヤドによっ

て自己を兄出す余裕がなく、情報を l但鳴して自分と同化するいとまもない 。ヵ、くて、佃が自らの生きるテーマを喪

失する H寺代に入っているのではないか と思える 。「ゆ らぎH カオスJ などに特有の共J惑を兄せる現象がそれである 。

l明日 の建築を荷う{ [ 技工の学生の設計や コンペの) ，邸主作品を凡ていると、イメ ージ表現に優れた才を見せる反面、

内森が空疎で病的なひ弱きを感じさせるものが多 L、。

我々は多様な世界に生きている 。 自己と外界の多様な関係をつなぎ、多様な Iぺ|ド1における白己の{ 位立置づけカがfててで、φ、

てこそ、多様さを生きた環岐、或いは、生きられる環境として捉らえるこ t がtl
J

，来る 。環 境 t の関係カZバラバラ

で、自己と周りの文脈が構築て3 ない人格による犯罪が多発してし、る 。最近、犯罪者の杭ヰIj I 鑑定に、 これまで。な

かった「多重人格」と呼ぶ新しい人格の特定が行われたτrWI 二がある 。「多重人格j とは過剰なメテV アや現象の前

に、それらの脈絡をつなぐ ことの出来ない欠拐した人絡のことを桁す。A . Vーなどの強 L、刺激によって、パ、ーチャ

ノレな世界と現' よとの区別がつかず、人間愛と枕望との|民j係が犯提出来ず、局面局而に応じて反応するだけで、統

令的に自己をつくることが遂に見いだせない人格である 。人間の伊| の喪失、テーマの喪失の兆候は始まっている 。

そして、それは社会全体のテーマの喪失につながってし、〈 。

建築家の作業は現実を直視する こt から始まる 。 そして多彩なメディアを表現の手段 t してHJ い、複雑で多様

な関係を一つの形に統合する 。我々建築家はE到Ji 話 c巴考) と手( 技術) のj主動によって一つの解に集約する方法

をもっている 。我田引水であるがこの多様な課題を 1 J 前にして、 21世紀の人間像に求められるのは、良〈訓練さ

れた建築家の様に、多様性を統合的に把慢できる能力である 。

このi綴|椴撃蒙.なな2多多様な諸j源原カかB ら一つのj解1伴平をを? 導〈のは、 進歩するβ引4↑附|

の釘鋭tμし、! 感惑党によるものと忠われるム。 システム工学lはま剖イ-I:k;創組Jl みの統千令干制御に lは立前向J ＼カが ｦ 、 ｾｉ ヲの統令や形成は、建築家の

鋭 L、感覚に頼らざるを待な L、。

20世紀は機能主義に始まり多くの理論を生み出した。201日己は技術の延長とそれの克JJji の葛藤の|時代てやあり、

その為に多くの建築理論が生まれた時代でもある 。今、環境H寺代を迎えて、これまでのスケールを超えた課題の

前に、新しい理論の構築を待つ問、情緒や感党カ理U百を超えてマジョリティを発揮するのではないか t 思われる 。

地球スケーノレと建築の関係、を統合する哲学が望まれるが、 このグロ ーパノレな問題を前にして、 一回り大きく m

ｴ 手の述動を動かす必要がある 。 生き方への模索Ｈｾ目Ｉ 1:， 1問題を解決する工学的ブア法( 手) の両者ーからのアプ

ローチが求められる 。我々建築家は単に] 附iE人としての娃築家である五U二に、社会主ナリ ードする立場てい、都市の

そして地球のグランドヴ‘ ィジョンに立ち向かわなければならなし、。 その様なオリ エンテーションの巾で、建築と

は何かそ考えることによって新たなるテ ーマがj平上するものと忠われる 。 それは υ¥.Imと蹴境をつなぐものとし

ての建築」のテーマに他ならなし、。 ( かわさき きよし)
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建築技術者のあり方から見た20世紀の建築

福 田 晴 度

九州大学大学院人間環境学研究科教授

1. rデ ザ イ ナ ーJ の出現

教科苦的解説によれば、近代のテ、子、イン思潮はワィリアム ・モ リスの「ア ーツ ・アン ド・クラフッ」運動を 出

発点としているとされる 。 それは手作 りの職人仕事ぞ理主! とするもので、物づくりにおける作り手の主休性の回

復がそのねら いて‘ あったと いうことになっている 。 その後、 二十 世紀に至って 「モダン ・デザイン」が定着した

とされ、そ して世紀末に近くなったいま、それも 「終わったJ と取り沙汰されている現在、果たして このモ リス

的理技Rが部分的にもせよ達成されて いたのか E うか、その答えは微妙である。

近代における 「物づくり 」のシステムが、 モ リスが考えていたは E 単純なものではなかったのは確かだし、資

本カを持たない職人が自立して物づくりをリ ー ドするい、う考え方が、 モ リスらが夢想した社会主義の体制下てや

すら不可能であった ことは、私たちが この目で見てきたと ころでもある 。

またモ リスらの誤算は、建築の分野において 「建築家J と称する職能の占める領域を、過大割引li ( ? )  してい

たこととも関わっている 。つまり、厳しく動きつつあるヴィク トリア朝の社会の中で、 |日1断衣然のフ ロック ・コ

ー トに身を包んで自らは手を汚す ことをしない 「建築家j たちを、物づくりにおける専制君主て、あるかのごとく

にとらえ、その社会的存立; 基盤を突き崩す ことに努めたい、う ことである 。1891年、建築家登鉱法の国会上程を

目指す RI BA (RoyaJ  Insti tutes of British Archi tects) の目論みに対して、 モ リスをはじめ t する 一団は こ

れを阻止すべく T i mes 紙上で一大キャンペーンを開始している 。世に言 う“ Professionor  Ar t  Controversy" 

である 。

wz らは、 「建築家」そのものの存在を否定したわけではなく、それが「プロフェッショナノりとして社会に位置

を占めるこ t に反対したのであって、それは 「芸術家J であるべきで国家資絡な E によって十制寸けされるべきで

はない t 主張しただけていあったのだが、建築家が近代社会の中で安定した地位を1 i '{fu1呆するためには、プロフエツ

ションの途を選ぶしかなヵ、った ことも確かであ って、 モ リスらはそれに対していわば「文化太平命」的な論理てや

りち向かおうとし、 「裸足の医者J ならぬ「繰足の建築家」を求めたのであった。

これは実は、建築が「芸術」か否かい、った文イヒZ命ではなく、先頃の中国の場合のご! : < 、むしろ政治論争で

あるべき性質の問題てあったのだが、十九世紀末の ｉｉ ｾＧ 点ては、 こ れが 「 近代 ｪ 社会のシステムの恨幹に関わる ｮｬ ｊ

題であるとの認識は、まだ出来上カ f ってし、なかったのであろう 。

たfごし、 このキャンペーンは、 モ リスその人がリ ー ドしていたわりではなく、その中心 となっていたのは、レ

ジ、ナノレド ・プロムフィ ーノレドやノ ーマン ・ショウらの「タレン卜 J 的、ないしは貴族的建築家たちであり、最晩

年のモ リスは、その知名度のゆえに担ぎ' ，'1' ，されただけなので、その件における モ リスのf姑 IJ はだし、ぶ害IJ 円 |いて

考える必要がある 。 ここ でモ リスの名前を引き合いに出したのは、たまたま このキャンペーンが彼の旧来の主張

と一致してし、たとし、う ことで、象徴的に感じられたからにすざない。

この論争はどちらかが勝ちを占めたわけでもなかったが、結果的に英国てな建築家登録法の施行は、それから

半世紀ほど遅らされた。英国の建築家登録法は、その後、幾度も上桂杭繰り返され、 1931年に一応の法制定がな

されたが、 これはまだきわめて不完全なもので、建築家が登録するか否かは任意てあり、「登録娃築家」い、う肩

書きだけしか保記: きれなかった。 1938年になってようやく、国家部験に合絡し登録したものだけが 「建築家」を

名乗る ことができるかたちとなった。ただし、 これはそのように名釆らないかぎりは実質的に建築家の業務を行

なう ことを妨げな L、。つまり この登録法は 「建築家」という名称だけを法的に保設するものい、う ことカfでき、

その後も この法律の骨格は変わっていな し、。

モリ スらの攻撃にもかかわらず、 二十世紀になっても 「建築家J は生き延びた。 それど ころか、 1900年のパ

リ、 1906年の ロン ドン、 1908年のウィ ーン、 1911年の ローマ し 第一次大戦前に立て続けに行なわれた建築家匡

隊後識は、いずれも各国における建築家登録法の;j) IJ 定を要望する決誠制本択 していた し、英|主|ては 1890年代から
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1940年代までの半世紀聞に、登録・法のf佐五割引本である RI BA会員の数は八倍はどに増えている。 この ことから見

るかぎり、プロフェッション化の趨勢は押し止めがたいものて、あったように見える。 しかしこれがモ リスらの側

の完敗を意味したのカ= い、えば、必ずしもそうではなかったと ころに「近代J の複雑さがあ った。

モリス らの「手作り J の思想、がそのまま実現する ことはなかったにせよ、そ こか らはあらゆる物づく りに共通

する「テ、、ザインJ t' 、う考え方が生まれて" ' ; ' 。 これは近代社会の職能システムとは関係なく、ア ーノレ ・ヌヴォ

ーの時代を経て、グロピワスらの「モダニズム」にそのまま持ち込まれた。

モダニズム の 「デザ、インJ 思想、が、そうした近代の職能システムとは無線のと ころで1品来上がっていたもので

あることは、姥築に関して最も ｬ 滋い、職 ｴｭＺｬ￭ｬｊ 度含そなえるフランスて二全く ｾｴ 資格のスイス生まれの若者シヤノレ

ノレ ・エド ワア ーノレ ・ジ、ヤヌレ、つまりノν ・コノレピュジエが活躍し、国家fl 叶径威とは無縁のと ころで世界的名声を

得た ことか らみても明らかである。

そして近代の職能システムから外れたこの「デザイナ- J い、う職業の出現こそが、近代の廼撲を特徴づける

現234であると考えられる 。一人の人聞が「デザイナーJ t 職能的「建築家J の双方の顔を兼ね備えることは可能

で、そうした例も数多く見られはするが、 しかしそれら 二つの顔の出自は互いに全〈梨なっているし、多くの場

合、その利害は対立する 。 なぜなら、前者は「恒IJ の理論で行動するのに対し、後者の行動! 原理は「集団」だか

らで. ある。

こうした建築における「佃」と「集団」 の抗Ｑ￮ｬ ｉ ｴｾｉ ｵＮ［ｾは、 Ｑ 抗止紀以前 には 考えられなカ Ｓ った ことである 。 モリス

自身もおそらくこのような事態は全〈想定していなかったはずである 。

彼はむしろ、無名の「集団j の美意識カf職人の手を辿じて表われてくると信じていたのであり、物づくりの主

体であるべき「職人J ヵf いつの間にか「デザイナーJ にすり替わり、既成の社会集団から外れた「佃j として行

動する 一方、「芸術家」であって特定の集団の平IJt1fヵ、ら超然と していたはずの建築家の方が、集団の論理てや動き出

してしまうということは、彼らの夢想だにしなヵ、ったことであろう 。 この「ねじれJ 珍説4が産み出したもの、あ

るいはその矛盾を逆手にとってエえ、ノレギーに転イヒしようとしてきたもの、それが近代の建築であった。

2  . プ口フ工ツションの内と外

近代の建築家の「集団原理j、つまりプロフェッショナリズムは、必ずしもノレオ、サンスの「人文主義者」的建築

家の場合のような、内在的要請から生まれてきたもので。はなヵ、った。 それは、 i li
j
婦五斉のなかで身を守るために

やむなく編みH' ，された保身の戦制Tてあったから、社会のあらゆる動きに対して 1'1' 立J の立場を t らざるを得ず、

その中から時代を揺り動かすような新しい試みは，LI:，てこようはずもなかった。二十世紀の建築の新しい試みは、

たとえば、 リートフェノレ卜がーイトの家具職人であったり、ベー レンスカザヲフィック ・デザ、イ ナーあがりて、あっ

たりしたよう仁、ほとんど常に建築界の外イJ ! IJの動きに刺激されて現われてきたも のであり 、そうした外の動きを

建築り: 古びつけるのが「デザ、イナーJ の役訓とな った。建築はその自己展開の契機を、建築の外イJ ! l J(こL、る「デザ、

イナーj に委ねてしまうのである 。

あるいは、建築家集団の内{ ! ¥I J ( こいる者であっても、何らかの革新を試みようとするときには、そうした孤立し

た「デザ、イナ - J の顔を持たなければならなかった。

そうしたジ、レンマを鋭〈衝いていたのが、 1933' 1三、ブルー ノ・タウトを迎え、大阪て市t された建築家たちの集

まりていの村野藤再の講演、「日本に於ける折衷主義姥築の功禍J (く建築 t 社会)>1933年 6月号所収) である 。お

そらく村野には、モダニズムの当時の方向について、その到} 機には深い共感を抱きつつも、それが必ずしも建築

の内在的な課題に応えるべく 産み出されたも のではなく、保守的な折衷j業式を求める 当時の商業主義の風削のな

かでは、プロフェッショナノレな建築家の地位Mt i' L とは結びつかないことが危恨されたのであろう 。
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実際、 このl刷羽の最先端のモダニズ、ムは、多くの場合、商業建築ではなく公共建築によって代表され、 また、

それに携わっていたのは、フリ ーのア ーキテク卜でなく、官公庁の営繕を担当する技術商ーたちであった。彼らに

は市井のフリ ー ・アーキテクトのような商業主義との格| 樹立無紘のことであった。

この当時、世界中の建築家たちを見渡してみても、こうした内在的要請と建築家の職能のあり方とを結びつけ

て考えようとしていた者は数少なし、。建築家の職能の伺遣; が遅れていた日本のなかからの発言 という特殊な情況

があるにしても、 これは近代に共通する問題であっただけに、村野と しづ建築家の誌[ [ 恨と其撃さがしのばれる 。

しかし、職能的建築家集団が近代建築の展開になんら秘極的役割を来たさなカ3 った t するのが、過ノj 、言判断であ

ることもまた明らかである。建築技術者の資格を保証しようとする彼らの努力が、きわめてゆるやかにではある

が、フォ ーマノレな建築教育システムの定着と結びつくことによって、やがて多くの人材を| 止に送り出し、また、

かつては古』怯主築のコピーに明け暮れていた設計教育に、近代的な「プランニングJ の枕'去を導入した こt は、

もはや近代主義の後戻りを前: さない強固な劉准を提供する こととなった。

実際の ところは、大学における控築教育、 とりわけ「建築家教育」のコ ース が世界 '1' に行きわたるのは、第二

次大戦後を待たなければならず、英国の場合てやすら、 1940{1乙代までは、 十八世紀以来の事務所での従弟的教育を

経て建築家となった人々の苦Ij 合の方が、遥かに多ヵ、ったほどである。またいったん脈ヨ; された教育機関は、 しば

しば 「アカデミズムJ の拠点となり、一見したところは「中立」の立場をとるかに見えながらも 。 その案、自由

さがなによりも重視されるべきデザ、イン教育を圧し殺しがちであった こt も否定できない。 そのことがまた職能

的建築家における f出制I{} 1デザ、イン ・マインド」の欠乏とつながる ことにもなる。

しかし、こうしたテソリヅト含考慮、してもなお、フォ ーマノレな「中立的J 建築教育システムの普及が近代の建

築を支えてきた原動力の一つであった こ とは、当然ではあるが、見過ごしてならなし ＧｾＱ 柄であり、その功罪号刊日 ｬｪ

をめぐる吉命識が涼められる必要がある。

ただし、 これらのフォーマノレな主主築教育1. ; 1 : . 、ほとんどの場合、プロフエツションの主導によってなされてきた

ものではなカ B ったのであって、プロフエツションはある意味で、それに「ただ釆り J してきたと言われても仕方

がない而がある 。 それが一而ていは、教育の自 1:1=1を保証する ことにもなったが、その反面、プロフエツションの求め

るものと学校てゆ教育とがずれ始め、大学てゆ訓練がプラクティスと直接結びつかないと L、う 1ii'J 題も生じてし占。

プロフエツシヨン自身も、技術の高度化 ・細分化が進んで、もはやかつてのようなのどかな「建築家J ! : いう

肩書きだけで、は、仕事がて、、きないまてやに至っている現状では、教育機関に対して明確な統一的要求を行うこと は

望めない。 いまやむしろ、教育のイJ!l Jからプロフエ ツションに対して主体的に指針を与えるべ きときであるように

思われるが、来たしてろ百五の 1'1' 立(I{}J 教育機関にそれだけの力量があるだろうか。

学校教育とならんで、近代の建築界 におけるもう 一つの特徴は、建築ジャ ーナリズム の存在である。 「プロフェ

ツションJ はその構成員の間に共通の文化を ｾｩ 刻寺するために、内部的情報交換のメテ ｖ アを必ずそなえているも

のであり、その意味ではさほど特典な こと ではないが、 しかし建築の場合には、多くのメディアが建築界と一般

の社会とのつなま目の位置にありながら、建築界全体のトレンドにil洋陀与えるほどの大きなフアクタ ー とな っ

ている点が注目される。

たとえば、アメリカの Archi tecl uml Record誌や、英凶の A nhitectural R evi ew誌などは、 いずれもプロ

フエツションの外側て1乍られた商業誌ていありながら( あるいはそのおかげて、) 、「モダニズ、ム」の普及・展開に大き

な役割ぞ来たしてきた。サリヴアンや ライトをクローズ ・アップさせた R ecord誌のモンゴメリ ・シュイ ラー

や、保守的な英国の中にあって- 12してモダニストのfJ!l Jに立ち続け、それを? 定着させた R evi ew誌のペヴスナー

らは、 CI AM のマウス ・ピースてあったギィ ーデイオンι U二の役割! を果たした。

ノレ ・コノレビュジエをはじめとするそダニストたちが、プロフエツションの集団のなかには居るべき位置を与え
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られなかったにもカ、かわらず、世界の目を集めることができたのは、 こうしたメディアのおかげて、あり、どちら

を利用したとは言い切れないが、少なくともデザイナーの側はメテV アの威力を充分73; 識していたはずでボある 。

このようにして建築ジ‘ャーナリズムはプロフエツーションの内 ・外両側に網を張り、外側にいる前衛的なデザ、イ

ナーたちの活躍を拾い上げ、保守的なプロフェッション内部に;j 潤宅与えてきた。 またプロフェッションの外側

にいで情報を得ることができない建築学生たちにとっても、これは重要な啓蒙的ノレーツてあって、そ こに掲載さ

れた批評は、多くの場合Ｑｬ ＱＮｾｾ 床｝ｾ Ｚ包燥で退屈な 学 校でのトレ ー ニングよりもはるかに大きな刺激を与えていた 。

1960年代あたりを境にして、建築ジ、ヤ ーナリズムのあり方は大きく質的に変化したように見える 。それはかつ

ての「巨匠J たちカ苛目次いで二| 止を去り、重要なニュース ・ソースを失ってしま ったことにもよるのであろうが、

かつての R evi ew誌や Rec01'd jl zえあるいは L 'architecture  d' auj ourd hui 誌な E の老舗のジ‘ ャ 一ナノレはノ f リ

ーを失い、米国の名門誌 A rchitecl uml For um誌は廃刊されるな E 、建築言論界の求心力が急速に衰えた。 そ

れに代わって登場したジャーナル類1，: ) : 、狭いサークルをターケV 卜にしたものや、啓蒙(1句・抵聞3的傾向の薄れた

単なる「中立的J 情報誌、あるいはタレン卜的建築家の宣伝誌となる傾向を見せている 。 しかし、 これは必ずし

もメテ川アの威力が失われたことを示すわけではなく、どのようなメテV アにせよ、そこに登場し、あるいは取

り上け、られることではじめてプロフェッション内部でもその存在が認められるという構図はますます強まってお

り、肥大化し、細ゆ化したプロフェッション内部でのコミュニケーションの欠如を、こうしたメディアが補う役

割をf旦っているのでやある。

3 .  r祭りのあと」で

このように見てくると、「佃J t  r集団J の聞の矛盾を挺子 として展開してきた近代= 二十世紀の建築も、世紀

終わり近くにな って、その矛盾のエオ、ノレギーを使い来たしかけているかのように思われる 。矛盾自身は決して解

消しているわけではないのだが、日間J の側でも、また「集団」の{ J l IJでも、反発するどころか相互にもたれあう机.

図の方が目立ち始めているのである 。 それが円聞」のパワーの衰退のせいなのか、あるいは「集団」の側の巧妙

な取り込み策が:りJ を奏 したものなのか、そのいずれとも決しがたし、。あるいは原因はいずれの側にもないのかも

しれない。

バロック文化研究の大御所、グィド ・モノレプノレゴ ・タリアブーエは、その講演くバロックと私たち一 ーなにゆ

え我々はバロック人ではないのか、あるいはいカ、にすればノ f ロック人となるのか> ( Guido Morpurgo- T a g  

li abue， Il Barocco e  noi  :  Perche noη si amo e  come  si amo bamcchi ， in  A η atomi a del  Ba?'occo， 1987) 

のなかで、現代美術が自然の「側発的形象のヲ記事i l l i ' 1主J ( カン卜) と見られるようなお財日を周到に模倣する傾向を持

つことを指摘している 。

建築もその例外ではなく、 ti 妹庁の構造技術によって可能となった複雑で有機的な lUJ而や、車111線の非直角の交わ

りなどは、かつての建築にみられた「規範性J の幾何学 に代わ って、表現の面でも 中立性てあろうと望む「認証

的J な美学が支配している、 ぃ、うのである 。 これは言い換えるなら、規範的思考によるち乱対比判を回避しよう

とする傾向であり、矛盾に気づかぬかあるいはそれをそのままやり過ごしているということである 。

こうした傾向はとりわけ「ポスト ・モダーンj が「終わ ったJ とされる 1990年代以降のデザインに顕著に見ら

れるものなのだが、果たしてこれが一過性の現象であるのか、あるいは 「批評性j を武器として展開してきた十

八世紀以来の芸術の終官営立|床するものであるのか、筆者には判断がつかない。

しかし芸術が社会の「銃J であるとするなら、こうした傾向はまこ t にみごとに現代建築界の構図を映し出し

ているとも 言 えるだろう 。二十一世紀デザインの趨勢を云々するまえに、我々自身の足許をもういち E たしかめ

ておく必要があるのではなかろうか。 (ふくTごせいけん)
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珪 築 へ の 証言、も一一 21世紀に向けて

建築 20世紀から21世紀へ

馬 場 嘩 造

建築情報システム研究所代表取締役

建築は201: 11況を如何に 21世紀に号 |き継? のであろうか。世紀が変わるといって、その瞬間から全てカ主新しくな

るわけではない。助走がありパ 卜ンタッチがなされる。しかし走者が変われば走り方も変わる。 20t!ti 己には明ら

かに前の世紀と異なる建築思潮が存立し、い まやそれがまた変わろうとしている 。 とくに 19- 世紀から 20世紀への

転換を的確に把握することは、次世紀への教訓となるであろう 。 その考察からはじめたい。

20世紀建築を支配した建築思潮

ＲＰ 世紀を支配した建築思 ￬ｾ 引の特徴を 一言 でいえば、モダニズムであり、イコ ー ノレ機能主義 ・ 匡 ｬ 際建築様式であ

る。 しかしその成立から崩壊までそ具体的に追跡してみると、 モダニズムの支配はそう 一筋縄で‘ はなヵ= った こと

カf わかる 。

しかしまず明らかな道筋は、コノレピュジエの盟友であり CI AMの事務局長的存在であったギーデイオンによ

ってつけられた。複雑に錯綜 した Ｑ ＹＭ世紀末か ら ＱＹＳＰ＾］ ＱＧＭ代にかけての建築思潮を 「 ノレ ・ コノレピュジエの主 ｮ ｾ する機

能主義j に強号| にまとめ上げたのである 。 1941年に著された 「空間] ・時間 ・建築」は、建築の歴史を語りなが

ら、それが近代建築へ帰着する必然性を論じ、 とくに機能主義の優位性を客観的な急致て説き明かした。

li 没後の建築教育を受けたわれわれにとって、それは近代建築史のパイフツレ的存在てあった。歴史書い、うより

は機能主義の啓蒙書なのてあるが、ほかに概指的な近イ問団 2築の歴史書: がなかった こともあ って、 モダニズムの成

立と歴史を女rJ る手号 |き警でもあったのである 。つまり昭和20年代から 30年代にかけて、 この書によって多くの建

築関係者が機能主義の洗礼を受けたい、ってよし、。

しかし、歴史的事実という観主からすると、本書てＧｾＡｉＡ併比された流れや、過 小 言 判附された事柄が数多くあった こ

とが、その後の歴史的追跡、から次々と明らかにな ってきた。機能主義論争に破れたシヤロ ーンや、囲み型集合住

宅をつくったベノレラ ーへやデ ・クラ ークはその最たる例である 。 それ故、機能主義の規範が弱まってくるにつれ、

それら事実の歴史的凡直しが求められ、近代建築史の手! ーき換えが要求されるようにな ってきたのである 。1974

年、私カ噺建築編集長引先めていたとき 、村松貞次郎の提唱によ って近江栄、山口氏長谷川尭等 と編纂したrEI  

本近代建築史再考一虚構の崩壊」は、その日本版だったい、う ことができる 。ただギーデイオンの「空1I : l ' ] ・時間・

建築j が間違っていたわけではなし、。当時、モダニズムの進行は時代の趨勢であり、装飾や様式建築の控桔から

建築を開放することに、すほ考える以上に本書は大きなf鰐 IJを果たしたのである 。

もうひとつのポイン卜は、建築の20世紀は 1900年にはじま ったのではない、ということである 。19世紀の世紀

末は、明らかに 20世紀にずれこんでいたのである 。

具体的例としてみれば、ちょうど 1900年に完成しているのは、ギマーノレの「パリ地下鉄入り口」である。 これ

は典型的世紀末のデザ、イン、ア ーノレヌ ーボーの作品て、ある 。 これすらも当時のノ f リていは前術的過ぎるとみられ、

ひと駅にしか採用きれなかった。そ して 1901年の作品は、 レヒオ、ノレのハンカ、、リアン ・アーノレヌ ーボー「ブタペス

ト郵便! 貯金局J であり、オノレブリ ッヒの「エノレンス 卜・ノレード ヴィヒ ・ハウスJ で、 これはセセ ッションである 。

また 1903王子にペレの 「フランクリンf封のアノ f ー卜」、ベノレラ ーへの「アムステノレタ守ム析と式取号 |所j 、マッキントッ

シュの「ヒノレ ・ハウスJ が完成しているが、 これらはいずれも、 20世紀の建築を予感させるものとは言し吸わ、。

歴史的流れからすると、様式と装飾か ら建築を解き放ち、工業化の進展する社会に相応い、合理的な建築を構

築する ことで新しい世紀を拓く ことになるのである 。過去の建築様式から一訣別する ことを宣言 したセセッション

をはじめ、当時の幾多の建築運動は新しい|時代の建築のあり方を模索・していたのである 。 しかし過去の様式から

訣別すべき こと はわかっていても、建築から装飾を払拭する踏ん切りはなかなかっかなかったのが現実てあった。

当時のオノレブリ ッヒ、ワ グナ一、それより少し後のタウト等の娃築でも、それは明らかである 。装飾 I; J : 建築の

一部として切り離すことがで3 なかったのである。

「装飾は罪悪である」と喝破したのは 1908年、アドノレフ ・ロースであるが、そ の言に其剣 に耳を傾ける建築家
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建築への証言 ' 98一- 21-jJl記 化/今げで

は少なかった。 一般社会からは、むしろ新進建築家の奇矯な発言 としてしか受け止められていなヵ、った。折衷綴

式や新古典株式の建築が、当時の社会てやはまだ主流だったのである 。 それを機能主義の出駆的発言 として評仰II し

たのは、あとのH寺代である 。

実はこの装飾に対する姿勢力f、建築において 19社説己と 20世紀を分け、さらに 20世紀と 21世紀守分けるものとな

るのである 。

さまざまな思惑が錯綜しながらも、時代を拓いた建築家たちは、連綿として統いている建築の装飾に対する思

いを切り捨て、それによ って工業による大量生産 ・大量消費削l射℃への適合を計り、合理的 ・機能的な建築を目

指したのである 。 もちろん、そこでつくり出された王業製品による無装飾空間、ユニバーサルスペースの魅力も

あったことは確かである 。 それが建築の20世紀であるといえる 。

しかし 一 方、人間の本質において、装飾への欲末は捨て切れねものがあった 。 モダニス〉て仰 ｾｲ ｬｬ 圧されていた装

飾への願望が顕在化してきて、 20世紀末になってモダニズ、ムへの反乱がはじまったのである 。

建築における20世紀のはじまり

それでは建築における ＲＰ Ｍ Ｑ 主紀は、何をもって ｉｉＡＮ Ｇ ｾ 矢とすべきか 。 いろいろ意見があろうが、あえて選ぶとすれ

ば、 1910年のべーレンスの i AEGタービン工場」であり、それに続くのが1911年のグロピウス + マイヤーの「フ

アグス糾仁 ｏｾ けではなかろうか 。 いみじくもふたっとも工場であるというのは象徴的である 。産 業革命以前の様

式娃築の時代には、「工場」ぃ、う建築概念は存在していなヵ、った。 それまでにない建築のプロトタイプであり、

しかも樹成が主役てあるい、う建築において、やっと装飾を排除した建築が混生したのは、放なしとは言 えない

であろう 。 ここにはじめて、 20世紀を拓〈建築が姿を現したい、える 。

しかしそれが工場以外で実現するのは、 1924年のグロピウスによる「パワハウス ・テ、、ツサウ校舎」をまたなけ

ばならなし、 。 グロピウスはここでＢＯｻワハウスのテ。ザ 、 イン指導理念と相まって、 ＲＰ 也記の建築のプロトタイフ 。 制 ｩ ｲｾ

立した t いってよいであろう 。

パウハウス ・デッサウ校舎の魅力は、機械によ ってっくり，' : 1: ' ，される工業化製品の明快な美 を率直に表現してい

ることにある 。近fけ矧守によ って可能にな った構造から犯l立した万ラスのJ関連続窓= カーテンウオ ーノレは、後に

国際総式へと 受け継がれる 。 そしてそれは、工場や学校に限らずどんな種知の建築にも適応できるかUI羽生をもつ

こととな った。鉄 ・ガラス ・コンクリ ー トをはじめとする大量生産が可能な工業化製品を、爆発的にl膨張計長け

る近代社会にイ ｾｬ､ Ｚ 合する迎由づけカ ｦ できたといってもよい 。

建築における 20世紀は、ここに Lt じま ったということができょう 。つまり 19世紀は、 1910年、本格的には 1924

年、ここまでずれこんでし、たのである 。

n本はどうだったであろうか。ド万伏から 学ぶことを基本とした日本ては、タイムラグは仕方がない。 しかも導

入に際して旧タイプの娃築、つまり折衷Jおにや新古典校式を学習の手本として選んだため、欧米てやはすでに新し

い建築が脱索されはじめたにもかかわらず、ア ーノレヌ ーボーやセセッションですら長い間異端視されてきた。わ

ずかに遠藤於菟の「横浜銀行集会所J (1905年) で一昔11デザインとしてセセッションが探り入れられ、武田五ーの

円高烏邸J ＨＱＹＰＵ 年Ｉはアーノレヌ ー ボ ー でテ可、インされたが、それらは新しい ｼ 時 ｦ Ｍ ｴ を目指した建築思 ￬ｾＡｽｊ と関わりな

く、検式建築を選ぶのと同じレベノレて判取されたものである 。だからこそ、思想的な迷いがなく、テ可、インとし

てはかなり市い完成! 立を見せることができたといえる 。 しかしuM-tに立ち向かう壮絶さはそこには感じられなし、。

コンドノレ、辰野' 金吾をT頁点とする様式建築の展開が、まだまだ主流なのであった。

むしろ 1915年につ くられた後藤慶二の 「豊多摩監獄j カ喋庁しい建築の息吹を感じさせる最初の建築とい ってよ

い。「工場」と同じく「賠獄」もそれまでにはなし、平野Hの建築であった。知駄を省き、監視のしやすさといった機

能性を追求した結果である 。 もちろんヨ ーロッバの新しい表現主義などのデザ、インが刺激とな っていたことは確

かである 。 やや後になるが、 ￬ｩ 石原重維設計の「小菅監獄 ｾｊ (1930年) も優れた表現主義の建築である 。 しかしこれ

はやはり特争米解て、あ って、パウハウス ・テーッサワのような汎用性をもち得なカ3 ったのは当然のことといえる 。岩

元恨の「西陣屯話局J ( 1921
i
l三) 、セセッションを標楊した 山田守の「東京中央電信局J (1925年) も同じである 。

それより 当時、若手の官庁建築家が、新しい建築デザ、インを担っていた ことを4尉肉しておきたい。
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建 築 へ の 証 言 明- 21!!f北に均げで

パウハウス・テ・ッ サウ校舎 ( グロピウス )

日本てや最初に近代デザ、インとしての建築が出現したのは、品目的壊された 三 菱地所 Ｎ ｾｾ判、対 ｾ ｉ ￭ の「丸の内

ピノレディングJ (1926年) てある 。 これはアメリカ ・フラ 一社の方包工によるもので、 それまでl . 庁しい建築思WJ ll;l:ヨ

ー ロツノ旬、ら流入していたのが、アメリカ流の実務用建築としてつくられたのは、その後の日本の建築のあり方

を! 暗示しているようである 。 そして次カ刑野藤吾の「森五ヒツレJ (1931年) であり、吉田f州日の 「東京中央郵便局J

(1931年) である 。 また安井武雄の 「大阪ガスビノレJ は1933年である 。経済活動の場てあるオフィスピノレが、令

理性 ・機能性を追求する近代建築の目指すところと合致し、汎用性を獲得したのである 。 日本てやは、オフィスピ

ノレを中心にモタ。ニズ、ムは展開していったのである 。

転換するデザイン潮流

はじめに述ぺたギーデイオンの 「空間 ・11寺間 ・建築」ヵ潜ーされた 19Hf Fニごろから、 モダニズムは不動の地位を

確 保 した。 しかし同じ モダ ニズムでも、 コノレ ピュジ、エ を中心 t する造形的な機能主義と、グロピウスやミ ースの

カーテンワオ ーノレによる国際様式とでは、理念においても形態においても l明らかな速いをみせていた。 そしてい

わゆる機能主義建築は主に文化施設を 1:1コ心 とする公共建築に、国際線式建築 IJ : 高層化するオフィスヒツレを中心と

する民間建築にと楼み分けることになる 。 この楼み分けについては、将来、論考する必要があろう 。

ただモタダ守ニスズ、〉のH寺代になつたカか、ら t いつて全てカがz装飾をを?排したわけてでで、' ' 1、lはまな Lい、、。 いまだだ、に建設カがf統〈カv テデデ、守、

の「サクグ令ラタダ守フアミリア教会J 1はま別格にしてもふ、 ライ卜 lはま独自の近代建築を展開しL 、現足恋Eてで許も支持者カがf多L、、。 そ

の抽象的装飾要素lはま、ライトの建築と切り離すことはできない。因みに先年、アーキテクチュラノレ ・レコー ド誌

がもっとも優れた 20世紀の建築は何か、 という読者アンケー 卜を取ったと ころ、 l 位は 「落* 荘」であった。 ま

た抽象的装飾のアーノレ ・デコは、 1930年代のスカイスクレーパーに多く採用されているだけでなく、現在もポス

トモダニズムのデザ、イン ・モティ ー フt なっている 。

アアノレ卜の建築も機能主義に近接しているが、本質は地域主義に根ざしており、国際係官とは異質である 。 日

本でも村野藤吾は 「日生日 比谷ピノレJ (1963年) で窓にツイン ・ピラ ーを採用し、柱頭に抽象的な装飾を付して議

論の的となったが、それ以前にも装飾的要素を 11制斤もちいていた。カーンの建築も、マスタ ーズ ・スペース、サ

ーノf ン ト スペースと L、う思論の導入はモダ ニズムへの訣別 を表明したものであり、「キンベノレ美事陥官J (1972年)

のデザ、インは明らカ℃モダニズ、ムの範鳴を超えている 。 また安藤忠雄の建築も装飾 とは無織だが、 モダニズムと

全〈別のと ころに創作の理念を置いているのである 。

こうみてくると、奇妙に同居する機能主義 ・国際禄式連合軍のモダニズ、ムは、その方向性や質において、かな

らずしも 20世紀を代表するものではなかった、という見方も成立する 。しかしオフィスピノレを中心 とした合理性・

経 済|主主? 重んじる モダ ニズムの圧倒的な量は、都市を覆い、一般社会に定着している ことも、また事実である 。

経済を律とする現在の社会において、モダ ニス〉はもっとも説明しやすい建築デザ、インであったといえるのであ

ろう 。 またそれだけに堕落しやすい性質を内包していて、建築本来の役告IJ を見失い、経済のー側面である コマー

シャリズムと野合してしまう危険性が高カ当ったのでもある 。

そうした官、昧から モ ダ ニ ズムの功罪を端的にし、えば、功 ｉ ｊＺ主 ｾｂ 年社会の発展に寄与した こ とであり、罪は主主主斉社

会に取り込まれ、ついには建築の自律的意味を見失った ことにある 。 そしてポストモダニズムは、建築の自枠性

を回復しようという意図をも って登場してきたのである 。

ポストモダニズムの意昧

「ポストモダニズムの建築言語J (1977年) を著したジ、エンクスは、この本を蓄 〈以前から講演で同様の内容を

話していたのだが注目されず、本にしてはじめて、理解が得られるようになった、と私に語ってくれたことがあ

った。モダニズムは建築に意味をもたせる ことを否定したが、両義|生をもっ建築が登場しはじめた、 これら こそ
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日生日比谷ビJ レ( 村野藤苔)

次のl時代を拓〈建築である、 ぃ、うのが本警の趣旨である 。 これはもとも t 、啓蒙書い、うよりはH寺代の変化 を

解説した警である。しかしそのなかから「ポストモダニズムJ という 言葉だけが独り歩きをはじめてしまったの

である 。

もっともそれだけの迎|却があった。形骸化してしまったモダニズムに疑問を感じるようになり、その単調なデ

ザ、イン に飽きながら、それを捨て去るだけの勇気を建築界はもてないでいたのである 。 またすでに、ジ. エンクス

がこの蓄を書くだけの材料がさまざまな形て1出はじめていた。これは先に挙げたようなモダニズ、ムが全肢であっ

た11キ代に底流となっていた建築思潮からではなく、 モダニズムをくぐり抜けてきたなかから生まれたといってよ

い。ウ。エンチュー リやメタボ、リズム、磯111静庁などにその先駆的な言説や作品を見てとることができる 。 そしてポ

ストモダニズムの旗が指け‘ られると、グレイブス、スタ ーンなどがそれに沿った建築をデザインし、かつて国際

様式 MO MAのキュレーター としてまとめあけ、たジョンソンまでが、その旗を担くや ことになったのである 。

ポストモダニズムとしづ言葉が独り歩きはじめると同H寺に、単に装飾や様式が解禁されたと思い込み、それが

また独り歩きをはじめ、日本ではとくにパフツレ経済期と遭遇したのである 。建築 と装飾や様式の|矧系に対し ての

素養もないまま 、形態だけが表面的に撃やカ 3 に踊っていたのがそのl制切である 。 それらカ手飽きられ、見捨てられ

るのは時間の問題であ った。

しかしポス トモダニズムの其立は、建築の自律性と人間性の回復である。そのためにはモダニズムて、王将[J され

てしま った装飾や綴式の詰ま ったノ f ンドラの箱を聞けてもよいのではないか、 という ことであって、下手に装飾

を弄ぶ ことではなかった。

建築の21 世 紀

ポストモダニズムはもう終わった、 と品丘みられてし、るが、そうではない。 それど ころかモダニズムもまだ終

わっていな L、。 そして 19" 世紀が20 - 世紀にずれこんだように、 20世紀も多分、 21世紀にずれ こむであろう 。

花、が最近、興味深〈見守っているのは、 コンペの審査資としての棋文彦と磯11奇新の対比である。棋はあくまで

もモダニズムの延長lイの建築を支持し、「東京国際フォ ーラムJ ゃ 「国立国会図書館; 関西分館J を選んで‘ いる 。

一方、磯崎は建築の新い、風を期待し「坂本竜馬記念館J、「横浜港国際客船タ ー ミナノレj 、「仙台メディアテ ークj

で意図的にそうした案を選んでしる。それぞれみごとに対比的である 。棋が古〈磯崎カ主新しいとし、うのではない。

いずれもそれぞれの行き方て二次の11寺代に生き残っていく理論とテ、、ザインを志向しているのである 。 この勝負の

決着は、そう簡単につきそうになし、。臥ｾにおいても同じである。 コ ー ノレハ ー ス、リベスキンド、ゲ ー リ 一 等 が

新しし、理論とテ、ザインを模索する一方で、、シザ、へノレツオ ーク、ズ、ント 一等の建築空間の本質を問い直そうい、

う考え方や、スペインの若手建築家を中心とするえ、オ ・ミニマリズムが世界的に脚光を浴びている 。

ソウル

こ れらテ可 、 イン思汗 ｾｊ の先端で競っている建築家たちの作品には、輝きがあり魂がある 。 如何に上手くつくられ

ていても、文字通 り形骸化 してしま った多くのモダニズ、ムやポスト モダニズムの建築 t は大きく異なる 。建築の

新しいi輔五は、そうした建築への其撃な取り組みのなかからしか生まれて こないであろう 。 そして 20世詰己モタダダ、守、

ズズPムへの反省カがf大きなポイン卜となる こ1: 1はま碓カか、てて、ある 。

こうした状況が折り重なりながら時間的な 21世紀へとなだれこみ、多分、 20日年ごろに次の時代を表象する建

築思潮とテ可、インが成立するてあろう。い、っても、それがそれと認識され雄定されるのは、もうひ t つあとの

11寺代となる。

どのような道を選ぴ、どのようなデザインを展開するか、それは 21世紀に生きるそれぞれの建築家の判断にゆ

だねられている 。 まずは時代に追随するので祉なく、自らの信じ得る道そ見出す努力が肝要てあろう 。判断が正

しく 弛みない努力がなされれば、次の展望が聞けたとき、意外に項上の近くにいる自分を発見することができる

のて" はないfごろうか。
( I ! I !  しようぞう)
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ア ン ケ - 卜

建築への証言 ' 98

201且紀はモダニズ、ムのl時代といわれていますが、様々なデザイン思潮lが現われ、実際の建築作品やプロジ、エク

卜として発表されました。近年ではさらに地五} 獄岐やエコロジ一、高度情幸良化などへの建築デザインの対応が求

められています。也元己末の今日、やや混沌とした也会状況の中で、建築デ、ザインの方向性がみえにくい、或いは

従来のようなデザ、イン行為そのものに意味があるのか、 ぃ、 った戸が聞かれます。特に関西では、 11尉 I11 ・淡路大

震災により、建築や者11市がー1I瞬にしてj前療するという未曾有の体験をしました。

本特集では、様々な意味で成ｾ ［ Ａ｜ｦヒに向かうい、われつつ、その姿が明確に見えない ＲＱ 世紀の社会に迎えるにあ

たって、この100年の建築を再考し、その中で得られた教訓をもとに 211) 1 : 妃の建築とデザイ ンのあり方を考える-

J]jJ になれば幸いです。

上記のような主旨のもと、関西の代表的な建築家の方々 62名に下記のようなアンケート をお願いし、特集扉頁

に記載しました43名の方から御回答をいただきました。以下に、 この玉稿を五卜音}I頂に掲il誕いたします。

設問 囚 あなたがこれまて影響 を受けたと思われる 20世紀の建築作品、

建築家、建築思潮などをお教えください。あわせて、その理由

をお聞かせください。

設問団あなたにとって、 20世紀の建築とは何だったのカ¥あなたのお

考えをお教えください。

設問 団 あなたが設計活動において、現在もっとも関心をもたれている

事柄はf可かお教えください。

設問 囚 2 1世紀に向けて、建築の今後の流れ、めさeすべき方向性につい

てお教えください。

※ できれば各項 目ごとにキーワー ドをおつけください。

建築の社会的認知を

も悪しくも大きな変化 を、人間社会に与えずには置かないであろう 。

回. バブル崩壊後の建築界は

浅 井 謙

浅井謙建築研究所

田. 建築作品、 建 築家

0 フランク ・ロイド ・ライトのーオ聖の{乍品

創造的で人間愛にあふれた空間と表現力。

0 アノレパ、ア ・アアノレ 卜のイ乍品

計算された空間処理と気品あふれる表現力。

0 薬袋公明

知能的空間処理と構成力。

o  KPF  

古典的テ可、インソ ースを使いながら近代的表現力を持ち、永続性

のある建築を創造する 力。

回. 百花練乱の時代

有史以来、建築に対する思考方法や表現は自由に発揮され、創造

的建築作品の百花線乱の11制℃てあ った。それは、人聞の社会的経済的

成果と相|長JI刻係にあり、次ぎに来たる情報化社会とその歪みが、良〈

30  建築と社会 圃1998. 9

ＱＹ ＲＰＭＳＰ 年のパブノレ ｾｴｦ ｊ に、 ニュ ー ヨ ー クの摩天後を始め、多くの

名建築が完成し今日の 1980- 90年のパフ、ノレ期に、日本においても後

世に残るであろう建築も幾っか完成した。

そのパフツレ崩壊と、少子化高齢化に よる建築業 自体の急激な収縮

は、設計そのものの社会的存在意義が問われていると考える 。

特に今、経済的に建築の存在意義がまず問われ、厳しい経済的制

約の中で、如何にして建築の成立を社会的に認女日させるか。 その非

常に限られた予算の中で表現すべき方向はいかにすべきか。

その結果として、少額化 した設計事|イい かに設計活動を続けるか。

回. デジタル社会

今の厳い、社会環境は、根本的に文化の在り方すらも大きな変化

凶弾怜与えずにはおかないであろう 。

アナ ログ社会からテ、、ジ、タノレ社会に変化する 中で、人間の文化とし

ての社会変化も、設計のコンセプ卜も大きく変化し、また、建築の

質的変化 Uilfi 値大系の見直しが必要となろう 。社会的経済的流れの

分析と創造的構築が、建築の質的変化 を起こすであろう 。故、その

見極めに全力的主ぎた L、。 ( あきい けん)
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八百万の神を訪ねる旅

池 上 俊 郎

京都市立芸術大学助教授

凹 八 百 万 の 神

建築家の仕事を訪れる旅は、八百万のネ11
1を訪れるようなものだ。

ノレ ・コノレピュジ、エのチャンディガーノレに都市と建築の関係、の限界

全感じ、フランク ・ロイド ・ライトのタリアセンウエス卜に大地カ、

ら紡ぎ出された有機的空間とテクスチャ ーの車色対| 主を見たように思

う。また、イタリアンラショナリストは、構造主義的な未来を暗示

し続けているように思う 。

王見旋までに私は27カ国80者11市を訪れた。者11市は自立し、アメーパ

ーのように自己増殖を蹴亙している。 これ らの都市は、有名 ・事1凶

の人々による建築の構成念試みる意志の品企和としてi構成されてし、る 。

ある選ばれた建築家だけが、宗教家のように未来を l暗示し続ける

t 考える事には根底的に無理があるように思う 。

回 ガラスの貴族

20世紀の建築は、産業革命の後にもたらされた平等な市民 ・消費

者の創造と平行して産み出された、平等な場 ・消費される空間の広

範な官l随にあ った。 それは空間革命、生活革命として始まり、あく

ことなき 実験記録としての歴史てある 。

到達したのが“ ガラスの12族" としての建築であるように、今は

;t (. える。

一方、建築的思考方法は、多様な世界に拡大された。 ヨーロ ツパ

のプロダクトデザ、イ ナーは、多くが建築の出身者である 。場とデザ

イン対象の密接な関係性を、建築的思考方法を利用することにより、

より強調されて生活場の創造が探られたように思う。

“ 場" に対する思考機会の拡大は、 20世紀の建築の多機性を表明

した。 そして、さらに拡大を続けている 。

回 都 市 像 ・地域像

「パ リは、セ ーヌ河左岸に建築学的記念碑的都市像を求めた」と

いう 言葉がある 。

世界中の者11市、或いは地域が統一的で‘ 均質に構成された“ 像" を

失って久しし、。佃の建築の挿入によって、自然環境をも射程におき

ながら、“ 者11市像 ・地域像" を復活させる試みが必要である 。

また、建築の設計と等イilli な設計手法を、ランドスケープデザイン

やインテリアデザ、イン、プロダクトデザ、インな E の他の珠湾1ヂザ、イ

ン領域に適応させる必要がある。力強し、磁場を形態と空間の関係'1企

吉弘 E

7 リアセンウエスト ( F. L. ライト)

として多様に創り出す必要がある。

こうした指向性は、環境デザイン領域全体において新たなライフ

スタイルを探っていくことにつながろう 。

「人民は、食卓に建築学的・記念碑的生活像を求めた。J とても言

えよう 。

回 空間価値と新たなライフスタイル

1 . 地球環境問題に対する配慮が多様に必要となる。

2.  日本の激しく変化する“ 建築思潮r とその消費の状況から! l 見し

て欲しい。社会ストックとしての都市刻派再指l随に向け、空間

のインフラストラクチャ ー構築を探る役割を“ 建築" は果たす

べきである 。

3. ライフスタイルの変化を再度聞い、私達が“ 追産相続していく

ぺき空間価値と新たなライフスタイノレ" ぞ探る必要がある 。

( いけがみ としろう)

自然環境を重視した建築を

石 井 修

美建. 設計事務所

田 建 築 作 昂

O帝国ホテノレ (F. L. ライト)

ライトの作品にはとくに関心があり、若い頃から何回か見ていた

が、ちょうど壊される l 年前 ( 1967年) 、誕百床の結婚式があり、式

の前日に 1泊し、ゆ っ くり見学: できたことは幸運であ った。過剰

な装飾い、われるテラコッタや大谷石などの構成はl味わいi楽いも

のがあった。

OUJ 邑邸 (F. L. ライト)

0 そごう百貨庖(村野藤吾)

工業学校に入学し建築を学び始めた頃、竣工したてを見学し、ま

だ建築の ことは少しもわカ、っていなヵ、ったが、現代建築のすばら

しいデザインに圧倒されたことを思い出す。

掛艮プリンスホテルと 三義荘( 村野藤吾)

円形の建物て客室は小 じんまりしているが、運良〈富士山の見え

る部屋に泊まり、そのノカレ コニーでの朝食は湖と森に固まれた自

然の中での時聞を過ごせた。 とくに、ロビーは私の好きな空間で

ある 。帰路、伊豆長岡町にある 三義荘を特別に見学させていただ

き、村野藤吾の利回以往築の優1殺さに魅せられた。 その他に好きで

訪れた ことのある村野作品は、箱樹制調、八ヶ岳美術法、新高
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八ヶ晶高原音楽堂( 音村順三)

ｾｩ 命プリンスホテノレの恵 ｊ 奄、西宮トラピスチヌ修道院がある。

O分譲地に建つ小住宅( 告村順三)

吉村先生より工事監理を任されて、住宅建築とはどう L、うものか

ということを教えられ、私の住宅設計の原点ともいえるものであ

り、音村先生は、最も尊敬する建築家である 。これについては「住

宅建築J '97年 7 月号に詳しい。

0 池田山の家( 音村順三)

コンクリ ー 卜打ち放し の壁面がこんなに美しく味わい深いものと

初めて知った。居間の前の池はそれに面する食堂の出窓の両サイ

ドにある通風窓とはめ殺し の大型ガラスが印象に残っている 。

0 浜田山の家( 音村順三)

1加也から浮き上がったコンクリ ー トのキャンテ イレパースラブの

上に建つ木造の小住宅てす子きな作品てある 。

0 大阪アメリカ ーナピノレ( 音村順三)

0 奈良国立博物館( 音キ切|民三)

池のサイドを進むアプロ ーチと 2 階鳥示場に上るスロ ープは好き

な空間である。

O  ホテノレジ、ヤパン下回( 音村}I頂三)

自然の山や地形、海がうまく利用されたホテノレ。先生と食事を共

にし、気持ちよく l 泊させていただいた。

O  八ヶ岳高原音楽堂( 音村順三)

屋根の形が八ヶ岳の山並みを想わせる高原の音楽堂である。大き

な間口部と外部の自然風景とがつながる珠玉のように美しい建築

である 。

その他、雑誌等て、見て、すばらしいと思った建物はいくつかある

が、ここで" は実際に見た建物に限って書くこととした。

回 21世紀に残る建築

20-1断己の建築と は何だったのかといわれると答えようがありま

せんが、 21世詰己まで大事にされて残ってゆく建築はひ とにぎり のよ

うに思います。

回 自 然 環 境

O 自然環境( 地形、緑、水、大気) の破撲を最小限にと E めること 。

O 自然エえ、ノレギーの活用。

0 自然に大きな負担をかける現状のライフスタイルの見直し。

c 一極集中型の都市か ら分散型の都市への移行。

0 都市緑化。

回 エネルギー負荷の少ない建築

0 大主fIJ英、超高層の建築はつくらない方が良いと考える。

0 エオ、ノレギーを大量に要する建築はて3 るだけ避け、負荷の少ない
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建築をめざすべき。

0 そのためにも、外脱のデザ、インを重要視しすぎないこと 。

0 環境のよい地下空間の創造。
(l 、い、 おさむ)

進歩と倣慢と模索の時代

上 杉 秀 隆

アーキトラスト ・上杉建築研究所

田. 三笑主義

情報、知識としてはたくさんの作品、建築家、奇功j より基本的に

号発防受けてし、ると思われる。ただ、単なる知識ではなく、認識と

いう意味てやは、過去に所属していた設計事務所の建築家や施主から

得た経j検による詰鍔Fが、個人的には良くも悪くも大きいと考える。

その Ｂ ｉ ｾ で心に響いた事柄は、「 三 笑主義 ｊ 。妙に古くさく響〈言葉てあ

るが、良い建築づくりには、良い施主、良い設言↑ 者、良い施工者が

揃ってこそ良い仕事= 建築が完成し、そしてその命も長らえられ、

環境にも貢献することとなる 。立派な建築はたくさんあるが、本当

に愛されるものは少ないのでは。「良い施主を選ばなきゃ、いかんの

だ! J 師匠の言葉が印象に残ります。 その施主に答える建築家にな

ることが使命と教え込まれたような気がします。

回. 人類の進歩と倣慢と模索の時代

201J 1 況をすべて生き抜いてきたわけではないので、結果知識とし

て語るなら、 l 引止妃までのH寺代に比ペて、 20世紀の建築界の変動は

技術的にも、思想的にも、 72匠的にも大きく、そして多権化した。

建築だけに限った事ではなし、が、 20↑ 断己は地球史リ二、百花練乱〈人

類の進歩と倣憶と模索のH祈りだった。本当の意味のよい建築は何

だったのか、それはやはり、附イてがたってわかる事だと思います。

この20世紀に人類の行ってきた司詩丙を反面教師として、自分自身は

市井の片隅て洋首進せざるを得ないと考えています。

回. MI ND 

MI ND ( 心のあり方) が一番大事だと考えています。 どうすれ

ば、良い建築ができるか、設計活動は非常に社会的で二 ともすれば

未来に禍根を残すことともなり、責任の重い事です。世の中には利

己的な心ない司王柄が増えています。世の中を抜本的に改革し良くす

ることはなかなか困難である t 思いますが、桂加のちっちゃな看板

ーっていも良くすれば、そして人の心を打つようなものを一つでも創

り出すことによって人類に貢献て3 るのではないかと考えます。ど

うすれば、良い建築ができるか、愛される建築が、環境ができるの
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か、そういうことに努力することに関心カ可栄いようです。

囚. 人類と地球の財産

21世紀も 20世紀 t 変わらない変動も多様化も続ける事となると

忠われますが、社会の経済的な市到げごけそ 11
1
心においた活動はもっ

と戒めるべき( 無理ではあるが) で、住築を含めた資源を犬切に、

ものを大事にする ことが重要だと考えます。 そして、風土とか歴史

とか固有の文化、伝統を犬切に、流行に左右されない本当に愛され

る建築づくり、その「まちJ らしさを削り出す ことが、人類にとっ

ても、地球にとっても財l童になると考えています。

( うえすぎ ひでたか)

普遍性から固有性へ

上 田 信 也

大建設計大飯事務所漫事 ・副所長

田 偉 大 な 精 神

サヴォア邸、マ ニセ イユ・ ユニテタ。ビタシオン、ロンシャンネL拝

堂などに1- t 表されるノレ ・コノレピュジ‘ エの車内キ11
1の自由さと、 それを笑

休化する手法の独語IJ 性には当時強 U2き付けられた。 とりわけ、彼

の 「建築をめざして j に見られる数々の宣言は建築に携わる者への

決意を迫るものであった。 また、 ユニ テリアン礼拝堂、ソ ーク研究

所、キンベノレ美手間古などにbれ、て一世して 「存在」を追求したノレイ

ス ・カーンからは、建築の始i原の偉大きを教えられた。 そしてアフ

ォリズム形式による彼の忠悦の展開に、芸術家の深い洞察力の水質

を兄た。

回 課題を残したモダニズム

18世品目ミの産業と政治の革命を経て{i '((.i.J'[ された工業資本主義は、

生産技術の開発に支えられた経済令J l I ! : I生の追求を骨子とした社会を

作り上けていった。 そして この進歩い、う概念のもとに、産業社会

に生きる都市大衆の生活変革を日桁し、生き方の 「合理性J !: r均

質性」の世界的崩英てゆ様式化を試みたのが20世紀の大方の建築で

あったと要約て3 ょう 。 そこて" は伊l人、歴史、風土な E の差奥tt.基

本的に拾象され、樹攻守命的機能主義に基づし、た建築は人聞を疎外す

る結末を許してしまった 。 空 間 における人 Ｑｭ の実存の回復ぞｾ剣先し

たイデオ ロギー も時には兄られたが、開業主義イヒされたアンチモダ

ニズムの範時! : i 毘同されがちであった。

回 生きられる空聞を求めて

20世紀に失われてしまった人と社会の臼己同一性の回復のため

ソ- 7研究所 ( 力一ン)

に、建築は分かり易〈構造化された安定したイメ ージを与-える「場J

の提fjhカT求められよう 。 そのためには、フレキシピリティに出みな

がら 、 物理的に堅牢でライフサイクノレの長い建物を主計 ｊｾ する必要が

あろう 。 それはまた、街や集落のパタンゃあるべき風対に沿った建

物でなければならない。 そして、空1m心理や長制構造分野などの先

賢の支援のもとに、それに相応しし、主Jt1t言 語を創 りIJ'I すことに努め

なければならないと考える 。 さらに、我々の手許に帯秘されたエン

ジ‘ ニアリングの知識を駆使して、「循環型社会システムJ にそう雄助

の在り) ' j も追及しなければならなし、。

回 普遍性から固有性へ

21世紀の建物は、今世紀の反省上に真に人間的なものでなければ

ならない。空間に在って初めて人は人間的になるのであり、人を人

1mたらしめる建築的空間! の官l随 こそが今後の諜題となるて。あろう 。

効率や進歩といった相此念を車111 1 : する近代社会のパラダイムの変革が

洋の東西て 1111- ばれている今、「固有't i J 1:か 「場所-J 1 : いった他との

泣いに立脚した社会原理が徐々に これらに取って替るとすれば、新

しい建築の在り方も同様に変わらねばならない。 そして、挫築のい

わゆる機能関連は人間半・に基づきも っ と厳密に』知正される ー) ' j 、そ

の表現は風土や歴史などを強制した ｼ 慶 ｬ 床て Ｂｾ ｉ ＺＺ 均質なものになるかも

女11れなし、し、建築は街並みや自然と ーイ本化 したj瓜去を作り、人々は

そこに自己を兄 L、だすのではないだろうか。 (うλfご しんや)

人と空間の内なる関係性

歌 一 洋

歌一洋建築研究所

田 ルドルフ・シュタイナー

刺激を受けた建築は多少なりともありますが、特定するとなると

思い当りません。強いてあげれば建築ではなく、科学、 芸術、宗教、

析学等、新しい統一念日指した人( 村1) 智学のノレドノレフ ・シュタイ

ナーの思想かもしれません。

回 二 元 論 的 建 築

極論すれば、 一元論的建築から 二元論的建築、物質主義的建築だ

ったので。はと思います。

回 解 き 放 つ 空 間

想像力なる空II :J 、祈りの空間と人聞を解き欣つ空11:] (こ|長j心はあり

ますが・- 。

囚 人と空間の内なる関係性
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国連ピJ レ(コ J レヒe ユジエ)

今後の建築の思潮にはあまり興味がありません。基本的には人聞

と空間の内なる関係性、幸福な生きられる空間へ少し- C ' も向かえれ

ばと考えます。ただし自分自身がf粍見できる可能性があるとは思い

ませんカ九

田 L es s is 

Less is mor e 

Less is  poor 

Less is  beaut y  

Less is  art 

Less is  correct 

Less is less 

Less is less 

遠 藤 秀 平

遠騒秀平建築研究所

回 資 本主義の遺産

( うた いちょう)

ヨーロ ツノ納町民アメリカ的抽象とが織りなす資本主義樹成が

残した逃桝としての学習装置。

国 コンピュータの価値と制度の行方

コンピュータにより生み出されるデジタル環境が設計行為に及ぼ

すf持 F。設計行為をシミュレーション行為であるとするとき、より

料i轍さを追求するバーチャルな状況の先極に見え隠れするもの。予

測l可能な多くの変数の許容の中に潜む予i l I l)不可能な特異点ぞ出現さ

せる接触。 ピークを失った日本の人口 l曲線とメス化の加速が示す低

密度による、 2ltJ . t 紀前半の富の運用とコミュ ニケーション形式の変

化がもたらす、コンピュータの何II値と flj l) 度の行方。

回

建築の今後の流れ

建築を可能性への探求行為及びその結果の姿であると仮定すれば、

穴体的で物理的な解答を提出できる環境が減少し、建築に関わる こ

とが困難な状況となる 。

目指すべき方向性

目指すべきとする規定的な状況の設定そのものが成立しない。 し

いて挙げるならば、より可能性を増す方向の示唆てあろう 。 その可

能性とは建物の出現により、より多くの人の占有意識にさまぎまな

変化を来す分有( 部分共有) への実践行為であるとも 言 える 。)J見テ

リトリ ー化さ れた非物質的領域が有する可能性の具体的な明示。

( λ んどう し叩うへ L 、)
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国際集客都市大阪をめざして

太 田 隆 信

坂倉建築研究所代表取締役

田 ル・コルピ‘ュジ工

ノレ ・コノレビュジ、エの 「国立西洋美神強引の基本設計図が、 日本に

とどいた頃、音坂隆生先生の設計製図の授業があって、そして、現

場の始まる頃、坂倉準三建知i J f究所に入れていただき、 1958年秋に

は、短期間ながら現場でお手伝もさせてもらいました。 そんなふう

に建築の道を歩み始めましたから、何といっても、ノレ ・コノレピュジ

エです。

回 国 連 ピ ル

ずばり近代建築です。但し、そう答える前に、近代と I.;J:.. .. 、とい

う問いかけにノレ ・コノレピュジエカ丸、うと ころの良識ある市民の立場

できちんと答えて、そのうえでの近代建築である ことは言 うまでも

ありません。

とまあ、ブに仁段に構えてしまいましたが、ちょっと肩の力をねい

て、例えば、 ニューヨークの「匡|述ピノレJ、作品としての言判耐まとも

かく、 201立紀後半の爆発的な近代建築の世界的な流行を考えると

き、あの建物が、あの型であったことの怠l床は、はかりしれないも

のがある。その意味から、第 2次世界大戦の1943年に竣工したノレシ

オ ・コ ス夕、オスカ ー・ニーマイヤ一等による、リオの「文部省保

健体育省j は、「国連ビノレJ のプレリュードであり、よりすばらしい

作品。大! 被のさなかによくこれだけのものをという思いも込めて、

もっときちんと 喜刊l闘しなければL、けなし、。 リオの事例がなく って、

ノレ ・コノレビュジ、エのスケッチ t ，W. ハリソン等の 「ロ ックフエラ

ーセ ンタ Ｍｊ から、「国連ヒツレ」へ、 一 躍に 到 達はちょっと、現ｾｽＱｉｬだ

ったのではな いか、そんなことを考えながら 、この文をまとめてい

る11寺にノレシオ ・コスタの言ド織を1mきました。合掌。

四 国際集客都市大阪

終のすみかである大阪、もう少し範囲を応けて、関西のこと 0 .

こは素直に昭明的な目棋としては「大阪オリンピッ ク」、副倒的な目

標としては 「国際集客都市大阪」をめざして、私達の衡を、少してや

も美しく、よりよくする努力を私なりに続ける党|苦です。ひとりひ

とりのそういったあたりまえの努力、その集積の大きさと意味を、

今 こそ再石信志すべきときです。そのうえで そこから少しずつ半径を

ひろけ、、せめて東南アジアまではも!i lli"Fに入れて、これからのことを

考えていきたし、。
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囚 人間らしい建築

歴史、わけでも近代史現代史を犬切に、着目大局、着手小局の精

神て宗鴇T性ある知的な建築を創る…・・・。 ぃ、う こt は、つまり、人

間らしい建築をめざすということでしょうか。 ( おおたたかのぷ)

地球環境破壊の世紀

岡 田 章 之

東畑建築事務所大阪事務所所長

田 ミース・ファン・デル ・口一工

II T キャンパスてやは、鉄、レンガ、ガラスによる絶妙なる外壁構成

の主t秒見洋。 その配置加減によって、その場に生ずる独特の屋外空聞

をf本l殺した。

チューゲン卜ハット邸と復元されたノ f ノレセ ロナ ・パ ピリオンから

は微妙な内壁の配置による也統体としての屋内空間、それが視点の

移動に連れておl々表情が変わる凄みを実感。 これらによって 「壁と

は何か」が、わカ、った様な気になるから、これまた不思議な体験。

I IT キャンパスには強靭さと優美さを兼ねfi市えたミ ースの作品の横

に SO M設計の校舎もある 。一見、類似品だがプロポーション、デ

ィテーノレともおおざっぱてや、元祖と亜流の差が明らか。人ま ねはす

べきでない ことを これまた実感する 。

回 地 球 環 境 破 壊 の 世 紀

テクノロジーの加速度的進歩による楽天的前向姿勢、いわゆる文

明の発展めざましく、可能性の追求、自己主張、競合による百花斉

放。各人はその花の一輪、少なくとも花弁の一枚たらんと競いあっ

た。

だが、ペシミスティックにみれば、建築は文化とな らず。文明は、

アルミ合金、コンクリ ー ト等の人工無倣物と 、 自然界にかつては存

在しなカ古った高分子化釘物を産み出す。文明の名のもとに行われた

地球環境破壊の世紀にあ って、建築はその共犯者ど ころか主犯格。

回 サスティナブルデザイン

恒久的なものとは何か、せめて、 長持ちす るものとは何かを考え

る。

それは、物理的寿命は勿論の こと、機能、性能、デザイン等、い

わば人 ｉ ｬｮ の迎性と貯ｼ企の両面を全て ￬ ｾｩｾ 足させるものという こ とであ

ろう 。「恒久、一せめて少しは」の裁定はその満足度によるわけだ‘

が、その{田i値判断の切り口がなかなか見つからなし、。

回 21世紀は正念場

IIT クラウンホール( ミース)

回のサスティナフツレデザインと 固に関連する i取 Z流行の「人にや

さしし、J r自然にやさしい」という キーワードがある 。

耳にもやさしいと冷やかしたくもなる甘ったるい言いまわしであ

るが、 こと の二つ は建築に求められることの全てを包含した言葉て"

ある 。2111脱出こ向ヵ、つては正に これが焦点て、あり、正念場jであると

思う 。今回のアンケー 卜は狭義の建築デザインについて云々ではな

いはずだが、そうしたキーワ ー ドをど こまでシリアスに考え、取り

上げた回答がょせられるか期待して L、る 。 ( おかだのぶゆき)

建築的なるものの喪失

加 藤 邦 男

京都大学工学研究科教授

田 オーギュスト・ベレー/ ル・コルピュジ、工

1960年代の前半をパリて。建築修業に過ごした私は、 201立紀を代表

する鈴々たる建築の周辺に、非常にレベソレの高い都市や建築あるい

は田園、農村の建築の! 享い社会的なl習がある ことに感銘を受けまし

た。 また、時代を代表する建築の歴史的背景として、比綿 t 継承さ

れながら更新される建築忠湖にも強〈惹カ、れました。なかんず〈、

イタリアに旅行したH寺に、ベノレニニやボ、ツ ロミニ、ピニトロ ・夕、¥

コルトナらにイ℃表される、ロ ーマを中心 t して活躍した1 7 " 世紀のエ

オ、ノレギッシュな建築家たちの作品カ、ら、強い衝撃を受けたのでした。

彼らの作品から、それと対峠する私I; J : . 、作家としての彼らの建築

的世界の「聞けj に立ち会い、その ことに深〈感動し、それが後の

私の設計 t 研究の大きな始動力となりました。201i ! 元己の建築家の中

では、 これらの古典的 ・バロック的伝統を近代に独自の弁法で開花

させた 2 人の建築家、 オーギュス卜 ・ペレー とノレ ・コノレピュジエを

まず挙け、た いと思います。

前者は古典精神を近代建築の形を通して再生 した、そ の強い将iネrt

的な透徹性によ って、役者は古よ跡 前11
1を基盤としつつ柔軟かつ 「開

かれたJ ( つまり生きることとして聞く) 詩的な昇華性によって私の

心の中に深い建築的な筋目を芸l同込みました。

部丘、学生たちと共同でノレ ・コノレピュジ、エの樹! 免年の作品、フィ

ルミ ニー・ ノレ ・ヴェーノレの教会堂( 現在、工事が未完成のままに放

置されている ) の資料を集めて挟型を作成し、その解釈を行司ったと

ころ、鉄筋 コンクリ ー 卜の竪いシェル状の塔の造形を通して、 11寺と

ともに移ろい一瞬とも捉えきれないような光の空間的超越性がキ顕

にな っていることヵ河i僻忍されました。
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! 匙築への証言、もも一 一 21世紀に向けて

日土小学校 (松村正恒)

もし、この建築が完成されて実際に見ることカ" f IIJ I，来れば、 この建

築を透過して行〈風のような感触が実感されることでしょう 。 ここ

に20世紀の近代建築を超克する '1-1:方の一つが暗示されているよう

に思います。

回 建築的なるもの

西洋の古典的な伝統における 「建築(I{J なるものJ への確信が、次々

と新しく生み出される世界中の建築的事象を知識として知る こt に

よって揺らぎはじめ、知識と情報が氾濯する 20世紀は、「建築的なる

ものJ のな義や、そのイメ ー ジを政失する大きな過程であったと忠

われます。-Ii副Zの巨大化する情報化、メディア化によって、時空的

に多様な世界が1 - 1 ; : 片的に身近に伝達される時代においては、避ける

ことの出来ない現象です。 そのことがまた循環的に「建築なるもの」

への信頼をi i ' i し去り、建築を解体してしまったと考えざるを得ませ

ん。

回 大 き な 開 け

西洋的伝統における「建築をめざしてJ tl ，IJ 作することと、作庭や

諸芸能などに顕著であった円本的伝統における、自然( 自ず‘ から擦

なる、つまり「ものJ の本性の自発(I{] なすU戎) という ことに没入し

て、そのそこですべてを包括するような「大告な| 羽け」のうちに、

自らも聞くということとの、この二つの伝統のII ¥J を往巡しながら、

建築作品が「ものそのもの」として立ち現われることに立ち会える

ような設計活動をしたいと願っています。

回 移ろいやすい虚

20世紀において、建築物から非物質的現象としての空間へとパラ

ダイム ・シフトが行われました。 さらにまた、空間表象や表現がメ

ディア化されています。 このような状況のなかで、生きられる具体

的現実に踏みとどまり、そのそ こから其に生きる人間としての中心

と方向を、建築においても再発見する努力がし、ま切実に要請されて

し、ると思います。

移ろいやすい肢としての建築像や空II¥J 的印象 L それを捉えて構

築する作品と娃築家の自党もしくは自己実現と Lづ、 この矛盾する

2極を全体化する思惟の実践を、設計の場においても、人生を生き

る境涯においても、{_唯トけてゆくことが重要な謀題と思います。建

築設計において、物質的問題や、部境問題などの円常的な生活問題

に直而して、その解決の困難さに悩まされるとき、 こうした一見す

れば即効的な効米のないように思える原型的な忠悦が、大きな力と

なるように忠われ、建築という柄引は、そのための中心的な役割を

担うものでなければならないと思います。 ( かとう 〈にお)
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前衛への視点

狩 野 忠 正

神戸大学工学部教授

凹 場 所 性 と 建 築

サクe ラタ守ファミリア一一一 アン卜 ニオ ・カ、、ウテV

イマトラの教会一一アノレヴァ ・アアルト

森の火葬場 一 一 エ ー リック ・グンナーノレ ・アスプノレンド

その場でなければならない姥築てあり、それ以外ではない建築。

回 ラショナリズムの限界

ラショナリズム営基本として空II ¥J を追求してきたが、それだけで

は解決できない ことがわかった。

団 関心をもっ事柄

reduse( 最小) 、 reuse Ｈｾｬｮｉｊ ｊｦｊＩ、 ｲ･｣ｹ･ ｬ ･Ｈｾ 写生Ｉ十 ｲ･｣ｯｮｳ ｩ､ ･ｲ｡ｴ ｩ ｯｮ (14考)

回 前 衛 へ の 視 点

ドメスティック、 アヴアンギヤノレド・ ・・・・ ¥34予| オ、工法、形態など

による前衛への視点。 (かのう ただまさ)

「不確かなもの達」の悲鳴

柏 木 浩 一

竹中工務庖設計部部長

田 松村正恒の日土小学校

120世主医色築J が見失ったものに 11'. 会える。

回 片寄った二元的世界観の産物

二元的世界観は、ソーロアスター教の「光と |者uの対立に始まる 。

プラトンの「イテ、アとすよ家主J で理論化され、デカノレトの阿弥111と物

体J の二元官耐苦学として完成。ガリレオ、 ニュートンらが生み出し

た認識方法である、いわゆる「科学的アプローチ( 定盆的なものだ

けを研ヲりす象とし、そうでないものは切り捨てる )J の敷延とあいま

って西洋人の世界観を、より解りやすいものへの偏愛へと導いた。

二元的世界観は笑に明解である 。反而、理論化て3 ないもの、計iJli J

しづらし、ものは界放なく切り拾てられる ー " 0  20世紀挫築も、この

片寄った二元的世界観の産物とみると解りやすいのではないか。機

能主義建築、合理主義建築、インターナショナノレスタイノレ・… 。20

世紀建築を代表するどのキーワードにも、その哀に切り捨てられた

「不確かなもの達」の悲鳴が聞こえるではないか。



建築への証言 '98- 21t!1だに均ゲで

回回 非二元的世界観でみた建築価値

現在、私がもっとも関心ぞも っている :i: J対丙てあり、 21世紀建築へ

舟び新たな一石を投じるであろうと忠われるのは、非二元的世界観

てーみた建築1111i 値である 。例えば娃築の「余白J の部分。二元的世保

組てや「余白 j をみると、対立する 「有と無」の単なる「無Jo Mの1111I

値もない。だが非二元的世界観でみると、そ こはあらゆる有を生み

出 す源 。 ｾ ｬ 棋があるから有が生きる 。無 が有ｊ，Ｚ ｬｬ の Ｑｩｬｦｩ 値をもっ 。

ｆ ｉ 本 ｬ 百 ｼ で ｌ 、うと こ ろの、 ｉ ｉ ｾ ｉ 紙 ｊ も附景の内なれば心にてふさく吋

し 。 能で Ｑ ま「せね ｴ こ ろ ｊ が百 ｉ ｾ ｉ し 。 雅楽の ＱＱ 日 ｊｊ 。 いずれも、非 二元

的世界観てみて初めて「価f直j が際立つてくる 。( かしわぎ こういち)

「モダン」の中に秘む虚無

貴 志 雅 樹

貴志雅樹環境企画室

凹. 虚無

; ; ; 舛半を受けたと言うより、私にとって「モダン」を象徴するもの

として、 ウィトゲ、ンシュタインの「マノレカ、、レーテ・ストンボ! ロウ凶SJ

を挙げます。彼は論理学を専攻しますが、 エーケツレマン t 共同して、

この建築一作にだけ関わります。その結果、建築を論理的( ?  ) に

つきつめればつめるほど、その先に属現在が見えたのではないかと思

います。 そして、 言葉で表引できない何かがある事を見極めるため

に、論理学の方而に進んだと思います。

回. 補填

私自身、今世紀から建築の設計を始め、まだその中にし、ますので、

乱含 ｴｾ 号する司王は困肌です。ただ、回て。書きましたように 「モ ダン ｊ の

'l' に秘む) . i I'dl¥f ; ! e 梢岐する作業として、多様な建築のム ーヴメン 卜が

生まれましたし、私自身、 このスタンスで設計してきたようにjι い

ます 。このf周到列として、ガラスの表而にハイテクノ ロジーによって

生み山されたアラベスクf必隊の装飾( 機能的にサン ・ノレーノf ー) のつ

いたジ、ヤン ・ヌーベノレの 「アラブ初旬，tJifrJ は高〈評価しています。

モダニズム+ 地域| 生+ 装飾+エ コロジーの融合として。

回. 地域性

自分の身の廻りの環.!:;zを兄つめ、 |士|分のJ合性に基っーいて、何かを

かl りIJ '，せたらと考えています。私、 一11百|人の人間 としての尺度を基

準にする事しか、ち故考えられません。 シザ、ズン卜 一、ヘルツオ

ーグの作品の 'r にある空間の構成素材の使い方、ランド ・スケープ

との関わり方等 には興味を引かれます。

アラブ研究所( ヌーベル)

回. 身体性

何が正解かは解りませんが、高度情報化社会の到来とともに、人

I/¥Jの感党( 特に視党) は拡大されてヴア ーチヤノレな体験が人川の感

性をますます刺激する ことでしょう 。反面、リアノレな経験をするとい

う機会が減少し 、柏村'[1旬、身体的な疎外感 l式市まると 思 います。ムt築

の概念は拡大していくと思いますが、建築が人I/¥J のねの総である |出り

身体性に裏打ちされた建築ぞ考えていきたいと 思 います。( きしまさき)

20世紀的思考の終罵

岸 和 郎

京都工芸繊維大学助教授

田. 20世紀の建築 家

想像し得るすべての20-111 : 紀の娃築作品、建築家、処築也、gi}]のii 開平

を受けている 。あるいは受けていたいと考えています。111J，1j文なら、

円分は 20世紀の建築家であると考えているからてす。

回. 現在

「呪在」とし、う ことでしょうか。通常、歴史の本て' ' J ，t'. ると modern

の後に contemporary が来る訳ですが、 この二つの迫いは今のと

ころ定義不能ではないか、 と考えているのですが。

回. 境界条件

境界粂件の設定の泣いによって、まったく異なったM答を導き得

るのが、建築設計 t いうものなのだというのが、ょうやくわヵ、って

きつつあります。従って自分にとっての現症の記W，illL: l : 、境界条1'1ニの

正しい設定の仕方を女11 りたいという ことにつきるような気が します。

回. 終罵の作法

田で答えましたが、初、は !とi分向身を 20世紀の娃築家と考えてお

り、 21世紀が、あるいは これからの桂築がどうなるかにつ いてはほ

とんど考えていません。20世紀的思考の終潟の迎え fj の1H去につい

てむしろ考えねばならないと，E っています。 (きし わろう)

希望なき輝かしさの時代

田 建 築 + 美 術

/->.伊

豆 j畢 富

IA T  Sl udi o 

日沖 ｊｾ い、えるのかは別として、建築家として 当然、 処築にふま
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建 築 へ の 証 言98- 21t!l :だに舟げで

ダンスシア 7 ー( コールハース )

た、現代美術にも多くの刺激を受けました。 もちろんそれぞれ刺激

の内容も作用点も違いますが、思いつくままいくつかあげれば、

ノレ ・コノレピュジエ、 ミース・ファン ・デノレ ・ローエ、 ジ、エームス ・

スタ ーリ ング、レム ・コーノレハース、石山修武、バーナー ド・チュ

ミ、クリスチャン ・ド・ポノレザ、ンノ f ノレク、 ロノf ート ・ヴェンチュ -

ｾ，＠ ｲ ｾ ｊＱｩ ｨ 奇 新、グレン ・マーカット、コーリン ・ロウ、カ ジミ ーノレ ・

マレピッチ、マイケノレ ・フリ ー ド、 ドナノレド ・ジ、ヤッド、 リチヤ ー

ド・セラ等々、機々な作品や論考。

回 希望なき輝かしさの時代

資11ける未来に対する希望に満ちたH寺代の建築と、その後の建築の

修辞のソアイスティケーション。 もしくは、 二十一世紀に未fご希望

をみいだせないでいる希望なき輝かしさ引時代の建築。

四回 建築の自律性の追求

具体的な事柄や建築の将来について語ることができないので、私

個人のことを述べれば、建築の自待| 生を追求すること、そのこ t が

逆説的に建築の自律の不可能性を主主呈 させるであろうし、建築家と

いう職能の問題にまで発展するでしょう 。

その状況での中て、いくつかの美的判断を保留する ことや建築の

概念の拡張や原理的な こととの格闘か ら、あ る程の可能性が見えて

くるのではないカ、と思います。たとえそうでなくとも私達世代は希

望のない刻iかしさを楽しめる所作を持ち合わせていると思いますが。

( きむ たくふ)

風土性への回帰

久 保 清 一

アルキ ー ビ総合計画事務所

囚 も の づくり

学生時代はI ! 糊締frの 「建築の解体」ゃ篠原一男の 「批評としての

住宅」、また卒業したての頃は渡辺盟和と丹下健三の「ポスト モダン

論争j や「野武士達の活動j などが刺激となって、 とにかく「自己

の内部に宿る建築がどのようなものか」を発見するしかないという

気持ちにさせられた。 そして私の場合 、 仰であ る高ｾ清光ーの最多幸 ＱＱ を

強〈受けていることもあ って、必然的にモタeニズムとポストモタ守ニ

ズムの両者を横断ーする 問題について其剣に取り組む必要に迫られた。

そんな状況下、私に勇気を与えたのが、明日捨己でもある 。特に分

間防Rのことばとしてよく号開される「過去様式圏より分離する」は、

その活字よりもは るかにものづくりの姿勢を教えられた。

38 

回 装 飾

私にとって 20世紀を理解することは、 「装飾J とい う命題を実践的

に解明する ことて、あった。周知のように 20世抗己の建築は、「装飾をお1;

した建築様式J 1 : して出現した。 この歴史の切断行為によって失っ

たものを一つ ひと って いねいに整理し拾し、集めな い限り 、「何 もない

箱J は、本当に単なる 「退屈な箱」にな ってしまう 。ウ。エンチュー

リにh:処 iされたわけてやはい、が、建築の内なる世界だけに目を向け

ていても新しいものは何も生まれないという危犠感が常にあ ったし、

それは今も変わらない。

私にと って2侃跡己の建築とは、「装官iji を羽| 絶した建築J から「装飾

しか残らなし、 j をどう椛築していくかの! 被いであ ったような気がす

る。アロイス ・リークツレ、アウグス卜 ・シュマノレゾ一、ヴィノレへノレ

ム ・ヴォリンガー らの論述を、まずは建築の実践を通して再考しよ

うと試みた。

回 ネオ ・ヴ‘ァナキュラー

え、オ ・ヴアナキュラ 一、ニュー リージョナリズムといった建築の

方向性について考えている 。地形、地勢、自然素材、 気候、そして

流通、省エネ、 リサイ クノレ、さらに 日本文化、伝統技術、 等々に非

常に興味をもっている 。日度情報社会の中でそれらがどう建築に125

響していくのか、変革が期待される 。特にエオ、ノレギー依存ーからの脱

却をめざす現代的な合理主語邸前中を基本とする自国文化、風土|企へ

の回帰い、うテーゼ、をデザ、インプロセスに取り入れ実践したし、。

回 サスティナブルデザイン

この20tl. t%問 ミにお ける建築デ、ザインのi毘吉凶- 況が、 このまま しば

らくは続くと考えられる 。 それは建築い、う制度自体を否定しよう

とする動きであり、すでに何人かの建築家がこの反乱を企てている 。

しかし、 今の ところこの反逆の主旨が 「近代主義の否定」にあるだ

けで、その後21世紀をリ ードする新理念とし て好日; しているわけでー

はなし 、。

21断己は環境の時代、あるいは生命の時代と 言われる 。地羽t環境

問題をはじめ生命倫理カ丸、かなる方向にシフ卜していくかが注目 さ

れる 。サスティナフツレデ、イベロップメントの共通認識は深まり、モ

ダニズムを越えてさらにグローパノレに拡張するサスティナフツレデザ、

インの世界が展開されるだろう 。 しかし、それはかつての建築がめ

ざした普通的な形式でなく、高度なコンピューター技術に支えられ

たリ ージ、 ヨナノレな特|主を多分に含む 「環境の器」として、 どう歴史

的、 美学的に定位するかが問われる 。 (  (1. 1: ' せ L丸、ち)



建築への証言 '98一 一 21tJUeに 舟げで

オ、ットワークの構築

小 林 一 成

鴻 池 組 大 阪 本 底 設 計 部 部 長

回. 近代建築の原点

めまぐるしく変化する現代社会。建築にたずさわる毎日 。私の建

築 紘 tf: 志決定の底に流れているのは、やはり建築を志し最初に学

んだ近代建築の原点 t も言 える下記の 3 つの作品や思潮て叫す。

OL . H . サリヴアン「形態は機能にしたがう」

近年建築の原点であり、今日でも解答を見いだすヒント t なっている。

O ノレ ・コノレビュジ、エ「 ドミノ J [ " 近代建築の 5原)! I JJ

過去の歴史や様式に頼る ことなく構築し建築を造ろうとする桁ネ11
1
。

0 ミース ・ファン ・デノレ ・ローエ「カ、ラスのスカイスクレイパ一家j

近代建築の姿、 ユニバーサルスペースのイメ ージを見せた こと。

回. 技術革新によるデザインの変革

科学技術の驚異的発展により、盟かな生活をつくりあげ℃時代。

建築の世界においても鉄 ・カ。ラス ・コンクリ ー 卜をはじめ各種建築

材料、そして!JI昼休 ・内外装の工業化等の建設技術の到制約な向上が

あった。お先進的には コンピュータWM)I' が進み、 リミットデザ、イン、

経済設計い、う概念が生まれ、設備的にも環境問節技術等の進歩に

より、 A I 的に環境をつくり出す考えが主流になった。

デザイン的には 19世紀の様式建築から装飾と歴史を排除し、令理

主義に基づく機能美を追求したモダニズムの|時代。 そしてユニノf ー

サノレで、均質な空間に対し、人間性、地域性、歴史性、自然とのかか

わりが問われつづけた。設計者として これらの諜阻に対応した新し

いベース含っくり出す こと、また構造、設備から材料 ・工法まて" 幅

広く技術的な知識が求められた時代い、える 。

回. プロフェッショナルとしての日々の精進

建設業界だけでなく日本中不況感が剤耐している現底、挫折感だ

けでは好転しない。いつの時代にも建築は必要 t される 。顧客や社

会に対し、今まで建設業の中の設計部1J : デザインだけでなく企何|、

品質保証カ、ら コスト、メンテナンスまで一括して責任を持つ ことカ f

期待され応えてきた。 しかし規制緩和が進み外国企業を始め、興業

程から特色をもったプロフェッショナノレが参入し、生き残り競争が

激しくなっている。自社内に多くの人材をかかえる余祁がゆるきれ

い、今、独立採算庁雌t として繊細長態、業務内容、装備の変革と、

外部とのオ、ッ卜ワ ークの構築カTいそがれて L' J.>。 その巾で設計者は

プロフェッショナノレとして本質を読みとる力や先見性が問われ、社

母の家( ヴェンチュ リ)

会が必要とする優れたデザ、インをつくりだしていく日々の精進が一

層求められている 。

回. 環境を守る建築技術

201:!! 元己文明社会は豊かな生活をつくりあげたが、大詰生産による

大孟消費と大量の廃棄物を生む社会構造は環境や自然の生態系への

自己慮なしてい成り立ってきた。少子化が進み、人 口が減少する 21世紀

の日本において、山を削り i毎を: 埋め立て市谷知弘を拡大するのではな

く、空洞化した市街地のリ ニューアノレや、建物のリフォ ームといっ

た開発型から再開発型へ、 iit から質への流れカ可支持zllm埋から考えて

も避けられない方向fごと思う 。新しい開発、大規挟建築は海外がえ

流という こと仁なるのでは。 これヵ、らの日本て辺、要なのは環境を守

るための建築技術、設計能力であり、細やかな国町長; である 。 このプ

ロセスで得られたノウハウは21世紀には全世界が: 必要とするであ

ろう 。
( ニばやし かずしげ)

空間に翻訳された時代の意志

小 林 恒

小林恒建築研究所

田 コルビュシ、工とミース

19t1!: 紀末、 u寺代背景は科学技術万能のl時代に入っていたにもかか

わらず、建築やその他デザ、イン界は相変らずの歴史主義の rl -Iにあり、

その表現は時代との聞に大きな矛盾を含んでL、た。 まずグラスゴー

やウィ ーン、ブリュッセノレて、羽三をI次いたア ーノレ ・ヌーヴォーはヨ ー

ロッパの各都市て急、成長し、 20世紀を迎える頃には束臥・からロシ

ア、そしてアメリカ、円本までも広まっていったが、 1910年頃には

すでに衰退してしまった。 その後、堰を切ったように l噴出したテ、、ザ

インの糊荒は表現主義、キュピズム、デ ・ステイノレ、ア ーノレ ・デコ、

構成主義そしてパウハウスい、う多種多様な形ぞ生み、 1930年前後

のインタ ーナ ショナノレ ・スタイノレの原理カ市はするまでの僅か40年

の聞に同時に花開き、共通性の薄いものが同H寺に存在したのである 。

長い建築の歴史の中でしかも近代建築の形成は一11秀での出来事であ

り、また一つの時代が一つの形を生み出したような|長! 係もなく特典

にさえ感じる 。 そしてそれらとの品舛平関係が不明なと ころにアメリ

カのフランク ・ロイド ・ライ トやスペインのアントニオ ・カーウデイ

等も同H寺に存在したのである 。

この様に短期間に l噴出した様々な建築表宅息その作品に接すると

多くのものに感動するが、私にはその時代背景を含めて IU融合カf読め
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バルセロナ・パピリオン( ミース)

ないものも少なくない。一方、1930年以後の建築家の作品について

は情報としては感知するものの、インタ ーナショナノレ ・スタイルの

創世紀に感ずる様な活! 屈なしに心おどる何かが欠如|している。その

様なこの設問について私はまず、ノレ ・コノレビュジ、エ と作品 「エスプ

リ・ヌーボー 館J。そして、 その後のf&: の- )ili の住宅作品、次にミー

ス ・ファン ・テツレ ・ローエ と作品 「パノレセロ ナ ・パビリオンJ と答

えます。

その理[1:1は、 コノレピュジ、エについては、彼の生みだす感動的て1問

人的な形態が好きであり、 エスプリ ・ヌーボー館には彼が駆使する

娃築的ボ、キャブラリ ーが館められているからである 。 フラットノレー

フでシンプノレな平而計画、大きな間 11 に開放的なテラス、 そして|次

抜。ユニ ッ ト家具やア ー ト作品までも含まれている 。

ミースのパノレセロナ ・ノf ピリオンはね、が最も感動し、興味を持っ

た作品であり、今も事庁最下である。形式主義の完全な排除、面の構成

のみによる内外昔日の浸透 ｼ 生、非実在性、ｾＡ性限性、均質性 。 「デ ・ ステ

イノレの思想j が普遍的でかつ抽象的な空1mの中に H所在に表現されて

し、る 。

この 2 つの作品は近代化の動きの li1で20世紀のその後の建築の

方向をもた定的にしたと 言っても過言てないと私は思っている。

回 時 代 の 意 志

19世紀末から 1930年に至る約40年川が、，建築表現あるいはデザ、イ

ンにおける近代化の異常却! 寺ftであった ことは前述の t おりである 。

アール ・ヌーヴォ ーに発した新しい表引の試みは、そのモデルを

自然界に求め、建築は歴史的段式から解放された。 しかし、脱宗教

化と廃止: 的な様式からくる連想性や固有性の崩壊は、一方でア ー

ノレ ・ヌーヴオ ーを短命にしてしまった。

その後20世紀のH寺代精神は、機械をモデノレにする ことによって拡

が聞かれた。 それは過去の歴史の"-1ではなく、同11寺代の rll からのモ

デノレの発見であり、 20世紀の独自性と 芦える 。機械の持つ要素は機

能 ・緋造 ・普通性てあり、 この理念はそっくり「住むための機械」

としてコノレピュジエに受継がれ、 1928年の CIAM( 近代建築国際会

調 て ゆ 宣言 となった。 そしてその運動は都市までも樹成として分

析する思考( アテオ、定立1933) としてインタ ーナショナノレに広カ言っ

てい った。

しかし、機械そのものが人間や社会を支配するに宅り、また樹減

が令 ｉ ｾ ｉ (I {J ななl床だけで成立した古い概念がなくなった現代、機械は

ね、迷に様々な不安さえ与えるものとなり、近代のモデノレとしての機

械の美学はそのカを失ってしまった。 また、 20世紀の後半、社会そ

のものも 201止紀前半とは大きく変化し、樹成に代表される文明の影
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斡が大きく、環境r: :H垣が一気にク ローズアップされはじめた。

そのような状況の中、ポス トモダンの概念( チャ ーノレズ ・ジ、エン

クス 1977) が建築の領域から提唱され、それはH殉l寺にして他のすべ

ての領域にまで、拡大していった。建築は歴史的連想、性を改めて内包

し、機能主義から新しし 、可能性を見出 し新次元へ と進んでいった。

そして、複雑に多次元化 した社会の '1-1てや、建築そのものが榔械に代

って|断切前、11
1
のモデノレとなっていくように忠われる 。 しかし、 この

ポスト モダニズムは当の挫築の領域に於いでさえ、非常に誤解され

やすく、特にパブノレ経済の社会的背景と重なりあった 日本では表層

的かつ場述いの表現の，建築が数多く出引し、戸惑いを隠せなヵ、った

のは私だけではないであろう 。|時代が控築をモデノレに求めるとき建

築家は重大な危機を迎えているのである 。

寸
度、 ミ ー スが 言 った 「 建築は空 ｉｉ｜ｊ に翻初てされた ｉｉ ｾｊＺ 代の色、志で

ある J (1924) を思い 山さね l. : f ならない。 そして、花、にとっての20世

紀はやはりミ ー スがインタ ー ナショナノレ ・ スタイノレの ｍｾｾｍ 的な存在

であり、それを超えるものが目撃されなヵ、った11寺ftであった。

四 人に感動を与える

建築の表現に於いては激動の20世紀に私自身もその一部期間に

同時に身を置き、実際に数多くの作品に按し、思潮についての書物

を読んだりもした。 その様な休験から、やはり 「建築は人に感動を

与えるものである 。J ということが最も重要であると私なりに品市命づ

けている 。建築を設計する日的についてはその時の立場とか、| 刻わ

りもあり、人により様々であろうが、 仙のもの作りの領域も合め、

終局的には こう言 うことであると思う 。ですから、建築家は人に感

動を与えるためにどの様に作ればよいかを模索する職能である t 言

っても良いだろう 。 また社会や環境が急激に変化 し、あらゆる情報

が同時的に溢れる現代、! & 築家は環境問題への責任とすて。に成熟し

た情平 ｉｾ 化 社会に ｅ の様に ｼ 立 ｬ わるかカ ｾ ｉＺＺｊ われている。

その様な状況の III、建築家て在り続けるためには、ずっと同じ手

法て、建築を作っていてはだめである 。社会や環境の変化 と共に自ら

も変化せねばならなし、。 また、建築は集干，¥'[ された' 情報や知識の量に

よって作られるものではなくて、自身の巾に流れるイメ ー ジをいか

につかまえて、それをよ ＧＪ Ｑ 本的な ｾ ｉ ヲにするかという こ とであると思う 。

そして、それは 201止紀とし、う時代を経て育まれた近代建築の表現に

逆行する ことなく、インタ ーナショナノレ ・スタイノレでありながらも、

自身の民族性やその美芯識に根づいたものでありた し、。

と言 うことで、未だにバソコンを操作て3 ない|時代おくれの私の

最大の関心事t J : . 以前より 111本人の美怠織J とそのオ、タの収集であ

る。
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回 環 境への責任

20"1止* ' 己の世紀末に突然降って湧いたようなポストモダニズム。H寺

イ明前11
1のモテツレてあった「機械J 制撤らし、再び歴史的述想性を?

と言 うが、概念的には了解するものの、当の建築の領域に於てはそ

の表現については非常に多くの1::1組を含んたす出発であった。特に孜

匡| に於ては民族性や地域性、宗教や歴史の而てE俗択とは大きく呉な

るが、パフツレ車封斉の背景とそれに1 ' 1" う何でもありの若手建築家の台

頭が重なり、ポストモダンの表引そのものをパフツレ経済の象徴にし

てしまった。

2年後に 21世紀を迎えよう t している今王j 故、建築家達は作りな

がら考えており、最近の建築表現の流れは激しく動きつつある 。か

つての 19世品E末からの40年1mがそうで‘ あったように、 この先がどう

なってゆくかは誰にも分からな L、。 しかし、そのような '1' にもごく

ii訟Zではあるが、モダニズムカ司社三えた頃のような、それでいて当

H寺とは呉なったコンセプトを持つ新鮮な表現がヨ ーロッパと 11本の

' 1' て生まれつつある。その思潮をどの様に呼べばいいのか分からな

いが、新しい「モダンJ であり、それは統一された様式ではなく、

むしろ非統一J 性を本質 t している様ーに見える 。 その表現は l明るく、

透明感があり、解放的な空間がかつてのモダニズムの梯相とどこか

で重なり令っている。

業イヒJ社会から情報化社会に移り、さらに成抑制を迎えた今、複

雑に多次元化した社会に建築することは、そ こに様々なものの「関

係つntJ を問われて "' ; ' 0 ! &築とお11市との関係、建築と建築の関係、

さらにそこに人が関わる 。 コミュニケーションの空間づくりがより

大きな課題となってゆく 。 また、モノからココロに移行してゆくで

あろう成熟情報化社会のrl' では、砂性盟かなメッセ ージを空/ i 1J や形

に表現することを求められるてやあろう 。 そして、科学技術と建築の

|司時的な共振を伴う この新しい流れは、互いの歴史文化的背景に共

j必点がない 日本出刃択の怨築をテクノロジーを共通項 t して、同時

に同極化してゆくであろう 。

また、かつて機械ぞ ＱＱ 寺代の象徴としていた ＱＱ 寺代の文明の Ａｩｾ 斡は全

地球(I{J なものとなり、人類カ明境が無限でい、 こと を知ったり説、

建築家が「環境j に対して何がV' ，来るのか、どう関われるのかい、

うことが責任も含めて非';. j{;に大きなけ起となる時代を迎えて L泊 。

( こばやし ひさし)

ンド二一 ・オベラハウス( ウッツオン)

新しい風景の中へ

佐 野 吉 彦

安井建築設計事務所取締役社長

田

1970年の衝撃

70年の大阪万関心は強烈なインパクトがあった。そこには楽観的

な未来があり、素朴なノ f ナキュラ ーがあり、地1:1' に納められて姿の

見えない建築があったりした。つ まると ころ、万博は今 nの都市の

刺激と i昆舌しを予言 していたのだ。

時代を転換させるもの

風土や経済は建築の姿ヵ、たちを決めるが、大きな流れを変えるこ

とはできない。風土に反逆し、総i斉的Hiilff . のをつ制民したものが、初め

て光と力を持つ。たとえば、シドニーオペラハウス、ポンピドーセ

ンタ 一、 そしてピノレパオのグッゲンハイム美事附官のように。

モダニズムとリージョナリズム

普遍的てある こU: 、地域性を持つ こt はほとん E のケースで矛

盾してし、る 。ただし、すぐ、れた兄識を持つ建築家だけがそれをしな

やかに乗り越える 。たとえば、厳文彦の代官山ヒノレサイドテラスの

よう lこ。

回.

何でもない。

191立紀後半の名作と 言 えば、クリスタノレパレス ・エッフエノレ燐 ・

ブノレツクリンブリッジ。それらは都市の輝きを象徴した。( たぶん今

でも) 20世紀の建築家のした こと はそれらの補足でしかなかった?

何でもあり。

20世紀は理論を発lリj したH寺代。パウハウス、デ ・スティーノレ、ロ

シア構成主義、デコン。人と違うことを考えつくと商売になるわけ

ていす。

何でも来い。

20世紀最後の建築家は、何でも こなせる ことて割引Hされた。 自分

のスタイノレを見いだそうとしているうちに、そうなってしまったの

だ。たとえば丹下側三。皮肉ではありません。割放してし、ます。

回.

変換能力

自分( もしくはd雌部) の、保有する知識と技術。それらと刻僚の

設計行為やプレゼ、ンテーションとのあいだにどのような変換がお こ

なわれているのだろうか。変換の技量い 、う ものが建築家の能力を
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香川県庁舎 (丹下健三)

決めているような気がする 。

自在なるもの

ひろがってゆく環、あるいはコラボ、レーション。 自在なありょう

が{ 咋き放たれた建築と都市を生み出す。あなたと私のあいだに、さ

まざまな可能性がある 。

ペリフェリ一

都市のペリフェリ ー。すなわち 「はざま J の地、もしくはへタ地。

誰もが併決できないポイン卜を昨決してみせることの、大いなるイ

ンノ f ク卜 。

回.

都市をどう体現できるか

20-1止紀はスピードアップの歴史。高まるスピー ドをどう表現する

かにデザインは腐心 してきたが、 2幻1"1世且

市カがf 内包する奥なるスピ一 ド感党をどう刊仰併i十牟有存存-させるカか、fだごご、。未来派が

やりかけ、 いま コーノレハースカ汗士投トけていることて" すね。

期待しましょう。

作山家 ・湯浅譲二は「見たことのない新しい風景の中へ連れてい

ってくれる語り口が音楽の新しい世界だと思うんですJ t 言ってい

る。建築家にそれがて3 ますか。 まずはあなたの一本の線( いやク

リック? ) からはじまる 。 (きの よしひこ)

生命体のー細胞

笹 木 篤

建築都市設計インタースタデ イオ

囚. 歴史の断続

私の過去の建築 t のつき合い方は、超古代の者11市叫がから、現代

に到るまで二見境なくつまみ食いするというもので、これまで特に

20世紀として特別な見方そした ことはなし、。

H寺11司、空間、社会体制の中てや、建築家や建築に携わる人々が、ど

ういう解答 をしてきたか、 ぃ、う点においては、速い過去も近い過

去も同様の杭VII を与えてくれる 。 このような、多数の建築活動の総

体が、 設計行為の艦とな っているように思う 。

特にtJ対立は古代、古典に関心が向いていて、例えば、メンチュホ

テプ 1世とハトシエプス ー トの葬祭千11搬や、ローマのパンテオンな

どは、革新性、象徴性、附潔 ｾ ， 1生、構成力、構法における革新性、そ

して後世へ与えた貢献度等、 E れをと っても秀でていると思う 。

かつての日本建築の素晴らしさも、強〈意識させられる 。作者不
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詳の建築が群をなして、 l つのt桜砂J を織りなすような美 しさを生み

出す。時代や地域における差異はあるものの、これ1 . 1どまでに統一

的なスタイノレで、つい五対丘まてい国土全域が覆われていたのである 。

1戸の住居のスタイルは、 生活様式と密着した形て手慣して、洗練

の極致まで辿りついてい ったとも 言 える 。 それが群をなしていたの

だ。国土全体がほとんど芸術作品だった。 そんな気さえする 。例え

ば、有l明地方の「くど造り J、「じようご造り」な1: : - I . : J : 、地域の大工さ

んに任せておけば、自然にこの特異なスタイノレの家が出来上がった

そうである 。今から 40年ほど前の ことである 。

このような現象は現在でもいたる所て予16々ながら起こ っている 。

こう考えてみると、結果的には、個人の枠を越えて、地域やJI寺代を

代表するような作品を、私は自分てや名作fごと考えているようである 。

20断己において も、 地域性の概念は少し緩やかになったものの、和、

の考える名作はたくさんある 。 lやでも、ノレイス ・カーンの一連の作

品については、時代の枠す ら1話也してしま ったような、歴史の苦手買

を感じてしまう 。

回. 20世紀の両面性一一個と全体

いろいろな角度から、いろいろな見方ができると思うが、そ の一

面として言 えるのは、佃人の生活綴式から国家の存在のあり方まで、

種々の段階において新しいスタイルカ稲庭立された世紀だと思う 。 し

かしながらM庄のスピードが、環境の変貌のスピード に追いつかず、

あわや悲劇的キ掛ミを迎えようとしているのかもしれない。産業、政

治、生活水込久人口増加、 とい った、これらの諸要素の変化が、相

互関係を決裂させた格好て議定し、相応の生活スタイル( = 住居ス

タイ ノレ) の石定立が間に合わない情況にあるかのように見える 。 その

反面、 一万年五U二の歴史を持つ人類の都市生活( 空間) におし、て、

根本的な部分l. i 何も変わ っていないようにも思える 。 いや、むしろ、

fあ呈しているように見えることさえある 。

20也元己の建築も、このような両国性を抱え込んでいると思う 。話

をスケーノレダウンすることになるかもしれないが、 1つだけ言 える

ことは、面としての建築群に対してどのようなストラテジーがあり

うるのか、 という点で、今世紀での収穫は、余り多くはなヵ、ったよ

うに思う 。個体としての建築の意味論は、 4孟スピー ドで変貌してゆ

く環境の中で、次第に空J;!t:な墾11きとなり つつあるのだろう 。

回. 木材のこと、居住環境のこと

関心や好みは毎年変わっているけれども、アンケ一 卜11寺のタイミ

ングで答える t すれば、我が国の森林に関する ことと、屑住環境に

関すること、である 。

日本に限れば、森林を育て、 ｉ Ｎｌ ｉ ｾ 管迎する為にも、本材の消費ぞ
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もっと増大させねばならない。 その為には、国産材の流通革命、生

産の合理化、そして材喋全体の政策の充実をはかる必要がある 。 と

同時にオ寸4そのものの安全性ぞ向上させる技術開発も重要となる 。

法規制の緩和は、輸入材を想定したものばかりが目につき、申請の

現場においては、木材い、うだけで毛嫌いされる傾向が強L、。 その

一方で¥ 一般消費者のいわゆる「建材j に対しての不満の戸は日い。

かといって、木材に不ttt れな人が増えているせいか、オ寸4の多用に

は、あら dユ不安がつきまとってくる 。 このあたりの松吃念の整備を行

い、需要 t 供給と規HilJ t の問の互いの振れを解消させなければなら

ないと思っている 。 目下、コーポラティブ集合住宅で匡l産材の多用

を試みているが、これがシステムとしてT 1'(lli される様、力を注いで

いきたいと考えている 。

もう l つの関心事である居住環境に関して言 えば、現在、産業

Onl y の都市計画や道路計画がなされており、「住むj という永続的

行為を中心にした計画にする為の、根本的な変更をすべきだと思う 。

道路工事は絶え聞なく行われているが、その内容は、 112村地，貯の広

域農道や、都市密集地幣を分断する都市内幹事お董路、及びそれらに

伴う区l酉陛理い、ったものばかりである 。 このような場合、 11: 干地や

郊外における集落の居住地域内に、また都市の住宅密集エリア内に、

地域の車村民草路を作り、通過交通を呼び込む ことになっている 。本

来、兵先に取り組むべきノ刈パス路の整備は、まだまだ立ち遅れて

いる 。

また、ここ 10年IH- 、円本の大都市密集地域の人口密度は、I . t ぼ

横ばいあるいは減少傾向にあり、その人口密度の上限も、動物本能

の為せる技か、おおよその数字で一致をみることができる 。 しかし、

公営、民間に拘わらず、大別挟なマンション建設は、不必要な人工

過密を招くものが多く、当然ながら、道路、公園、学校といったイ

ンフラとのちぐはぐさが生ずる 。

j昆苦しとスラムイヒを招〈人口密度のアンノ f ランスが、 どういう都市

計画の下になされているのか、まったく不明である状態だ。 これら

の根本的な問題を解決して、初めて建築的提案が成立しうる答て" あ

る。

回. 相互依存の関係性

古代てがはネ11椎 (ξ 主権) が、中世西欧及び中近東地域では宗教が、

近世近代にかけては軍 Ｚ ｊｽＮ Ｚｉｊ ｾｉ 蛮力の象 ｦ 汝であり、 これ らが建築行為を

支えてきた 。 ＲＰ 世紀に入ると、 ｉ ｾ ｉｉ 劃と民主主義のパワ ー が建築行為

そ支えるかに見えたが、実際に国力をf回受するのは国の経済力とな

り、商業シ f ワーが建築行為を支えているように思える 。資本主義と

商業のパワーが、国家の中てどう位置づけされてゆくかによって、

キンベ J レ美術館( カーン)

建築の方向づけも左右されるだろう 。 その前兆はもう垣間兄えてい

るようにも思える 。

1個の人聞が、 l 生命体の l 剤則包の如く、人聞の集団の巾でしか

生きられず、その関係も予想J ; ) _ ヒに緊密で、 t脚少なバランス の上に

成り立っていることが、少しずつ悟られている 。

この関係、はさ らに拡がって、産業、政治、経済、自然、 人口( 密

度) 等の相互関係にもあてはめ られる ことだろう 。建築も耳切出では

スタイルが成立せず、より大きなクツレープの中の l 剤師j包としての位

置づけをum在にする 必要ーがある 。 これは、都市部においても、出村-

部においても同様で‘ ある 。ただし、 この方向は、 20世況のI/l J に堵わ

れて来た、我々の快適なな識とは、まったく逆方向の印象を与える 。

(現実には同一方向の一過程なのだろうが。)

所有形態とは相反する価値観を、個々の建築に対して、 Iリ卸値に導

入してゆく必要性も出てくると思う 。( 過去においては、 当然のご と

くなされていたことかもしれないが) ( ささき あっし)

神戸で描〈素晴しい街のイメージ

瀬 戸 本 淳

瀬戸本，享建築研究室

田. 神戸の建築家たち

私が景建1qを受けている建築家の中て、も特に述べておきたいのは、

神戸の建築家たちです。彼らは、他者とのつながりが一番大事だと

考えています。 その作品は、依しくも品があり、歴史性、地域性を

ふまえたデザインは刺激的でさえあります。同時に和音を奏でなが

ら生きて いくこと の楽しき、すばらしさを教えてくれています。

自然環境と有機的な結合を示す建築の原点い、えばやはり、古く

から各地に存在している永遠不変のリズムをもっ共同集落でしょう 。

それは、まるで地中から出てきたような独特の! 暖かさがあり、素直

に生活理念が表現されています。細部における芸術性と、内部空間

の豊かさ、平等、対比と調和、光の充満、苔むすような回匿1( 1官寺情、

多層な空間による和措生活の追求。生気がみなぎり、ネIj I が街ります。

幸い、 こんな理想郷のお手本は世界の各地でまだ体l験することが

できます。

回. 街に対しての加害者

20-1:11 : 紀の中でも五組Zについて言 えば、みんなと 生きている実在! 惑

をもった建築を創るのに苦しんl，j l 寺代、何かのl凡締から転ずるのに、

苦しみもがいているため、キ11
1型なものと して創 られなヵ、った多くの
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マジ ョリカハウス ( オッ トー ・ワグナー)

建築州止にあふれでいる| 時代と 言 えるかも知れません。心を充分に

聞ききるこ t カfて3 なかったからです。

そのために、多椴な楽しみはうすれ、本物の生活のにおし、も、物

語もうすれ、芸術的思想の表現しポエティックな雰囲気がすっか

り色あせてきました。心と切り離されたものを創ってもまったく仕

方がないことに気がつヵ、なかった建築家は、街に対して力I噌王者にな

っている H寺代なのかもしれません。

回. 愛しい輝きに満ちた街

今、建築家の士 Ｑ Ｚ ＴＱｾ の意義は、社会との相互関係に重点が移りつつ

あります。人 t 人、人 t 空1 ' M1 、人と街との関係は、苦しい時代から

の反動で多くの人々が強〈認識するようになってきました。

キ ＱＱ Ｑ 戸 でも震災から Ｓ 年たった今、手 ｾｊ 主ｾ住民の人々や事業 主 自身が、

すばらしい街のイメ ージを描< :場而に山会う こと があります。 その

イメ ージは、誰でも完全に魅了されるだろう理想の街です。子供も

お年寄りも安心して楽しく生きることができ、自然もいっぱL、で、

愉快な情景がただよい、街が成長していくシステムさえも内蔵して

います。

事11ヰ11
1
の中心軸は芸術的効果も高ま って、そんな場カ芳子きでみんな

が集ま ってきます。計り知れないほど
111かで、なつかしくて、愛 し

い制きにir. i:l ちた街、建築を人々はイメ ー ジする こと ができるのです。

そんな市民 L きっちり会3汗できる建築家 IJ t' デザインのカがある

と言われるような、面白 し、11射t に入ろうとしているように感じます。

団. コミュニケーションの時代

21世紀は何でもイメ ージがて3 ると同H寺に、相手の心が見える コ

ごユニケーションの時代fごと 言われています。お互いが、心のくも

りをとってはじめて対話がはじまります。 そして感じる心 t 考える

心の副! 令から安心立命的な安らまが訪れます。本来心の中にある、

「こうすると一番良いとわカヨっていること J を表に出して仕事をす

るだけなので二かなり楽になります。

人々がまちづくりのプロになっていくうちに、みんなで美 の基準

をぶつけ令っていく こt になるでしょう 。惑かったものはみんなで

認めて変えていき、高い理想をも って気心を合わせながら創ってい

く作業の中から、念減とのような心のつながりをも った、生命の息づ

く街が姿を現してきます。 これを人々は“ 奇蹟のまち" と呼びます

が、 笑は人々の心 自身が奇蹟なのです。 自l却を愛し、理不尽には屈

しない自己表現のお手本みたいな街があちら こちらに生まれてきま

すo ｾ ま い人達が今、「きっと こ うなる ｊ と私に 言 ってくれるのですか

ら、|則違いないと思います。 (せともと じゅん)
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名作は時代を超越する

田 中 英 一

大成建設関西支庖設計部長

凹. オッ卜一・ワグナー

建築設計を将来自分の職業にしようと決心す る前、立ち寄った書

庖の雑誌で見た丹-1';"健三の広島平和l記念会館。 ピロティーとマリオ

ンの軽快さとプロポー ションの美 しき。 そのときの感動が今も忘れ

られない。建築学生の頃慈かれたのはフランク ・ロイド ・ライトと

マノレセノレ ・ブロイヤ一。ノf
イトした金て賀った建築家の作品集も こ

の二人のもので、今のところ一品初て" - Lik後のものである 。 ライトの作

1171では落7 ) < 荘やタ リアセンのア トリエなど、環境とよく 司?i日11 したキ

ヤンチレノ f
ーや荒削りのデザインの美 しき、 しか も温かさ 。一方、

マノレセノレ ・ブロイヤーに見る光と協のコントラスト、 シンプノレで
1
リT

解なデザイン。彼の迎論、建築は関手[1か対立か。 いまだ自分の li' で

は結論を得ない。 しかし、僕が一番悲かれるのはオッ卜ー ・ワグナ

一。 ワィ ーン郵使J ! ヂ金局やマジョリカハウスなど、古い大木に芽を

出し たす撲のような抑1さを感じる 。美 しく樹¥111な表現、材料の使

い方な ど現代でも 立派に通用する 。20世紀初期とは思えない作品で

ある 。 名作は Ｑ Ｑ ｾ ￮Ｑ Ｍ ｴ を超えて美しい 。

回. 走馬灯

建築はH寺f- t を伝える文化であり、 この20世紀、多くの名建築カ可年

られた。が、 しかし、建築とは何か。建築から受ける感動とは何か。

機能性、技術力、環境との調和、 美 しさ、経済性など建築に求めら

れるものは判りやすく明解である 。 これは建築に求められる普通性

でもあるがそれだけでは感動となりえない。 100年 t 言 えば僅か人

の一生に過ゴないのに、その1111余りにも多くの考えや級式が提案さ

れた。古典主義の長い時代から、 一気に近代合理主義の "，へ猛スピ

ードで 突入し、未だその ｉｾｾ から脱却する こ とが出来ないでいる 。 建

築に関する全ての事象が巨大な走馬灯のように映る。市品質を得た

fl!!. 韮業に比ペて、建築はまだまだ原始的で実験的要素を11見する こと

が出来ない。名建築と 言われるものはほんの一部で、大方は短絡的

に少し乱作をし過ぎたようだ。よく 言 えばこれは21世紀へのエ スキ

ースとならん事を期待したい。

回. 特他技術

兼業の立場て今一番関心をも ってやらなければならない こと は次

の 4 つです。

1. コスト競争力のある設計
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2. 顧客の満足を得る設計

3. 環境面白を: 設計

4 . 差別化技術

特命工事て顧客とじっくり仕込んで清くならともかく、競争物刑二で

この 4 つを満たすことは大変困難です 。しかし、 これらの目標を少し

でも実現しないとゼヌ、コン訴↑ 郁の将来はあり得ないと思っています。

回. アイデンティティー

ｾ築が人の生活を支えている ιｕ 二 、人の生活システムが大きく変

わらない限り建築もまた大きく変わることはない t 思います。2幻1"宇. ，

車紀己も資本主義社会の自由な競争カがf続〈てで帆しようカかB ら、 アイデンティ

ティ ーを求めてますます個性盟かな建築カf作られるでしょう 。 しか

しその前に、不μ童は群としての建築、即 ち街造りについて考えなけ

ればなりません。 そのためには土地政策を但木的に見直さなければ

なりませんし、幼少の頃からのコミュニティ ーに対する教育も必要

になるでしょう 。 この 2 つを実現しない限り、日本の群としての建

築は美しくならないと思います。単体としての建築は11見モダニズム

を十日向しながら、 よリシンフ。ノレてv より品名イヒされたものになるでし ょ

うが、歴史はまた繰り返し古典主義に新鮮さを感じることがあるか

も知れません。 (たなか えいいち)

抑制の思想

高 口 恭 行

造家建築研究所

田. 都市デザイン

都市テ、、ザ、インと 言 うキーワー ドのもとに作られた作品 ・提案のす

べてに詰縄陪受けたと忠われる 。丹下位三の代々木体育館は都市デ

ザインと 言 う行為の実在を示唆したカ、に思えた。つり析を笑現した

マクロエンジ. ニアリングの応mや、歩草分1411 : 、屋根のスカイライン

をシンボライズして見せた点などが、明快なテキス卜として示され

ていた。

モシェ ・サフテ川のアピタ 67 ( モントリオ ーノレ) は30年後に手町ょ

して瓦て、私に大きなｽｾ滞空をもたらしたもの ｴ 再不信悲した 。 集令住

宅をナユニ ッ トに分解し、モデノレ化して、再挑築すると 言 う手法が、

者11市デザ、インのテキス トと して妥当と 思 われた。

ローレンス ・ハノレプリンの( サンフランシス コ) ギラデリ ースク

エアは iJ 日長わいJ をテ可、インする方法を示した点て建築における都

市デザ、インの弱点を補壊するものである 。

アビ 767(モシェ ・サフディ)

工業生産を前提とする機能主義は必然の流れとして正当て、あ った

が、っくり出された空間に魅力がとばしく思われたのだが、「都市デ

ザインJ は、まさに機能主義のもつ最大の魅力あるビジョンであり

得たと考えている 。

回. 便利で健康的な建築

便利で健康的な娃築の全体像伝構築したと 言 う点てや20世紀の建

築家が果した役割j りは大きいと思ってし、る 。

身辺的にみれば1950年代に私が住んだ家 ・IIIJ . 都市は一 円て、、いっ

て不便で不倒友な空間であったか ら、何はともあれ使利て1期;R的な

究開を構想、し、 実現した ことはすばらしい ことて、あ ったと 言 える 。

しかし、便利と仙J t の追求が個別的に進行し、課題の全体を展望

する視点が欠けていたと 言 えるだろう 。 その結果、今円の「使不IJJ

1: ￭ｾ 釦 棄 ｪ に は不必要 ・ 不適切な行きすぎの便 利、 行きす ｙ の健康 ー

が多々含まれており自然、資源、歴史、 コミュニ ティ、宗教・・・そう

いう複雑な 「系J のネ見慌が欠けていた。

回. 環境デザイン

相変らず都市デザ、インこそ最重要課題であると考えているが、、

れまでの反省に立てば、 m詩的には「環境デザインJ とすべきであ

ろう 。

具体的な対象として私の住む一心寺界隈を興味深〈注視している 。

その場所は上IIIT古地 と言 う地形と天王寺七坂、天王寺七名ノドと言 う

場所性があり、「夕陽J を展望する場所 t 言 う歴史があ ったが、今は

そのすべてが埋没している 。寺IIIT 1: 言 うコミュ ニティと風景とイベ

ン卜 。台地の斜面を覆う緑なども埋没している 。 それらは今 FI、す

でに掘り起すことが不可能なのか、掘り起しでも生き返らないのか。

しかし再生の可能性が伐されているのではないか. . . 。 その可能性を

環境デザ、インと 呼ぶとして、 この ことに最も関心がある 。

回. 多元的価値観

近代建築の二元論的な単純な発想、はそれゆえの普及力を持ってい

たのだが、その単純さゆえに都市デザイン、環境デ、ザイン (I {J であり

にくい。 めざすべき方向は科目別の設計思想 ・地域毎の計画思想、

と言った 「多元的仰Ii 値本: l l J 。便ヰIJ 1 : 健康の評価iに関する多元的チェツ

クシステムなど、 一 口で言 えば 「抑制の思想」と 言っ たことになる

と考えている 。 (たか〈ぜち やすゆ き)
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ブリオン家墓地( スカルバ)

原型としてのミリマリズム建築

高 砂 正 弘

高砂建築事務所

凹. ミースとスカルパ

20世紀の建築を純粋な形で表現しているノ f ノレセ ロナ ・パピリオ

ン。 この伸びやかな造形と、それを支えるハンドクラフ卜な技術に

影響を受けました。 また、イタリアのヴェオ、ッ卜地方てや匙綿と受け

継がれてきた伝統と風土を駆使して、時にシャ ープに、ある時には

鈍重に空聞を表現するカノレロ ・スカノレパの建築ヵ、らも多くを学びま

した。

回. スタンダード

私にとって 20t!b妃の建築は、普くも悪くもスタンダー ドであるよ

うに思います。無意識に建築を考えるときの原器にしています。

回. ミリマリズム建築

自然の1:1' から生れた民家な E の索中卜な空間てやす。現代建築では少

し恋意的ですが、 ミリマリズム建築が、その延長線上にあります。

その単純で多くを語らない空間カ司刷吃の Ａｾ ｉ 企にシンク ロ していると

思います。 その寡黙な空間カ刈、さな流れをつくる可能性があります。

求める要求に対して、いかに少ない要素て空間をつくるかという H寺

代にふさわしい建築の原型がそ こにはあります。

しっかりしたフ。ログラムに合わせて建築をつくるという方法では

なく、必要なことだけを最小限の言葉で諮る 。建築的に対話したい

という 11寺代の要請に対して、民家あるいはミリマリズムのような怨

聞があると思います。

回. 自然な建築

品互のj醐 jを見て いると、強烈な自己主張よりも、ささやかな楽

しみが主流と いう気が します。流れはつくったり、つくられたりす

るものではなく、自然に「なる J ものだとは、 この前読んfご新聞の

論説文です。 そうすると、建築が人をコントロ ールする時は過ぎ、

人が自然に建築をつくるようになりつつあるのかもしれません。21

世紀は自給自足的な建築になるといった予測も 出てきます。

19世紀末がそうで、あったように、今世紀未にも建築を取りまく

色々な要素が急速に変化し ています。例えば素材の思い もよらない

新 しい使い方や多様な構造形などです。また設計の進め方も少しず

つ変化 しています。近 い将来、そう した小 さな歯車が噛み合って大

きく建築が動き、今 とはまったく違った建築が現れる予感もありま

す。 ( たかさご まさひろ)
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J  apan the beautiful 

清B 光 夫

瀧光夫建築 ・都市設計事務所

答えにくい設問ばかりですので、まず回 にかかわる駄言 を少々 。

岩田' e2000年は、20世紀か、 2HJ t 紀か。

A. D . 1年から 100年までが l 世紀、 101年から 200年までが 2 世

紀ですから、 2000年の暮れのあけた 2001年の正月からが21也1紀、に

なる筈です。 なんとなく 1年分、勘違いしている人々がおられるの

ではないか、 という気がします。本来 「年の流れー J には区切りが

なく、人の五感てやはとらえにくいので、生活の便宜上. 、 |時 ・分 ・秒、

日 ・月 ・年などの 「区切り」を案出 して、それを目安に暮らしてい

ます。it!t%c. :  centuryJ は、キリスト生誕をはじまりとして 100年を

単位にした西暦の考え方です。歴史を考えるには便利ですが、私た

ちの日常生活にはほとんどかかわりがありません。初、が小学生の|侍

は、第 2 次τ大戦中て。、 「紀元は二千六百年. ..J と歌わされました。一

|時的にせよ、日本流の「紀元」の考え方もあったわけです。 また、

「元号J なる年の数え方もあって、 これは現在も使われています。

私自身が、 「時代J というものにを也惑なのかも知れませんが、 1900

年代が2000年代に変わっても、 「昭和IJ が 「平成J になった平担支の こ

とで1まないか、 と思っています。 i 20.1止詰己のJ !: かi 2lt !t出己へむけて」

などに答えにくし、次第です。 その不自支の予感を前提にして答えます。

凹 影響を受けた建築作品

あえてあげれば、 まずはノレ ・コノレピュジ、エ、 ミース・V. D . ロー

エ、 F . L .  ライ ト、アノレヴア ・アアルト、ノレイス ・カーン、諸氏の

作品l洋、 また、 アノレオ、 ・ヤコブセン、 K +H ・シレン、 ヨノレゲン ・

ボ、ー ( ノレイジア ナ美仲間官) 、アーサー・エリ クソン( カナタフはじめ

多くの国内外の作家、作品、毎月手にする数多くの斜信志などにあら

われるおびただしい写兵 ・図版類にもがの関山受けてし、ます。

5郊ii を受けな いように心がけているのは、 c. ムーア、 M. グレイ

ブス、 F .O. ゲ、ー リ一、P. アイセ、、ンマンなどいわゆるポスト モタや

ンの作家や作品群。なお、ギリシア ・ローマなど西洋の古典から、

桂 ・修学院離宮ーなどに代議される、 20世紀以前のものから多くを学

んでし、て、その区5J I] がつけにくい ことは、 前言のとおりです。

固 有史以来の建築的愚挙

わが国に限っていえば、 i  ) 第二次大戦で、都市部の建物はほ t

んど失われました。 ii ) その後に、復興の名のもとに乱開発が行わ

れ、 これは地方 ・田舎 ・山地にまで及びました。結果として都市美
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も自然美もない固になってしまっています。 ここ 半世紀の建築は、

ーレ木と相まって、視党的にも物理的にも環境破壊そのものの集積を

形成してきました。国際的レベノレの 「名作」と 言 える建築もつくら

れては米ましたが、それらは盆的には 「例外j 的て二 低質の ピノレ群

の中に埋没してしまって います。今世紀は有史以来の 「建築的J忠挙J

が行われた11寺代、 と言 えるのではな L、かと思います。

回 現代のジャパニーズ・デザイン

「これが現代の日本の“ 建築" であり“ にわ" である J t 言 える

ような場所を創り出したい、そうでないものはつくらないようにす

る、 こt を心がけているつもりです。「スカンテ川 ナヴィア ・デザ、イ

ン」と呼ばれるものがあります。知るかぎりでは、街並みから日常

生活用具に至るまで、古いものと新い、ものが、ほど良〈調和して

実に良〈出来ていて、うらやましい思いをする ことしばしばです。

そういう質をもった、ど この国の人がやって来ても、 これが 「現代

のジ‘ ヤノ f ニーズ ・デザ、インJ ｕ Ｈｉｾ を張っていえる場月 ト一一 点てーはな

くひろがりとしてのー ーをなんとかして生み出して行くべきと思い

ます 。その気になれば、つくる能力も技術も充分にあります。歴史的

菩積も充分にあります。そうしなし士、 この国は建築い、う名の粗大

ゴミにあふれた、きたならしい品でしかなくなる( 既にそうなって

いる) 、 という事に人々も建築界も早〈気がつく ことだと思います。

回 L18 p 8 n - t h e be8ut i f ul  

121世紀に向けてJ などと 言わず、今すぐにでも手をつけるべき

「方向性j は明白で、 1  ) 既存の醜悪な建築物は、改修 ・改変して

美しい建築に変身させる 。 2) これからつくるものは、上記固の方

向を目指す。 3) 少なくとも周辺の景観 ・環境に寄与しないものは

つくらないようにする、 ことです。 それで、もっと、 「美しい日本 :

a  

J  apan- - t he  beautiful J と再び言 えるような固にしてゆくほか

はないと思います。50年、ある いは100年、ひょっ t したらもっとか

かるかも知れませんが。 ( たき みつお)

ｾ ＿ｾ 川端康也若 、 ｅ Ｎ G. サ イデ ンステ ッカー 訳、「美しい円本と私J i  J apan， T he 

Beaut i ful ， and Mysel f J ー講談社ー より 。

建築と環境の融合

竹 原 義 二

田 影 響を受けた建築 家

Oアノレパァ ・アアル ト

無有建築工房

セイナッツア ロの役場( アアルト)

0 ヴィラ ・マイレア

回 目 世 紀 の 建 築

O環境破壊。

O建築の短命。

回 エネルギーの行方

内聞の裏側におかれてい る目 に見 えな い設備の今後の動向。 とく

に、 エオ、ノレギーのゆくえ。

固 めざすべき方向性

建築と聡克の融合。 ( たけはら よしじ)

環境の力を発揮できる建築

塚 口 明 洋

塚口明 j羊建築研究室

凹. 建築家、 建築 作品

1. F. L. ライトのユー ソニアンハウス

近代の家族像に合わせた ローコ スト住宅をシステマチックに

展開した。

2. 丹下健三の香川県庁

コノレ ピュ ジエ風の打放しの建築をベースにしながらも、 日本

的プロポーションの美しさをつくり出した。

3. 磯崎新の大分県立図書館

ダフツレウオ ーノレによる新し L、空間構成システムの発見。空|問、

光の手五見。

4 . 篠原一男の白の家

「住宅は美しくなければいけない。空間 には響きがなければ

いけな い。J

5. ノレイス ・カーンのキンベノレ美神? 館

単位空間、空間構成システム、素材、光。美しい コンクリ ー

卜打放し。

6. アノレド ・ロツシのガララテーゼ集合住宅

鷲 < ｉｾ＠ t : ' に何もない詩的な空間。語りかける建築。

7.  ノーマン ・フォスタ ーのロンドン事務所

具体的な問題解決から、素材を組み合わせる ことで、詩的な

建築がで きる。

8.  リカノレ ド・ボフ ィーノレの ウオーノレデン7

集合住宅の中てやは、住戸ユニ ットシス テムから都市的スケー

ノレま て表現された建築。
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セントラル ・ヒ'へーア( へ J レツベ Jレハー)

9. 安藤忠雄のロ ーズ方、ーデン

建築における外部空間の発凡。敷地環境を生かす。空間のシ

ークエンス。

10. 棋文彦の立正大学

建築の ｉ Ｚ ｉ ｾ ｉ の都市 。ア ー バンデザインの手法を月 Ｑ いた群造形の

魅力。

11. 室伏次郎の上の家、下の家

アジア的肌触りのある原初的空I 1 ¥J。

12. 伊東豊雄のシノレバーハット

アジア的広がりのあるシンプルな住宅。

13. 象設計集団の名護市庁舎

白然を取り込んだ主主築架構システム。地域性の表すι

14. 高松イヰlのキリンプラザ

都市のシンボノレとしての建築。 そして高松11j 1の世界を表現す

る建築。

15. 谷 rl 吉生の土門挙記念議官

幾何学構成による平面計画し制御された空間のシークエン

ス。

16. 山本理顕の緑園都市

挫築のr . ll に者11市を組み込む試み。

17. スチーブン ・ホーノレのオ、クサス集合住宅

知党される空聞を明確に意識した建築。詩的表現。

18. へノレマン ・ヘルツベノレハーのセントラノレ ・ビへーア

オフィス空間システムの提案。プレハブリケーションシステ

L、。

19.  レム ・コーノレハースのダラウ、、ア邸

透明性、透過性を立識した新い、空間構成システム。

20. コノレ ピュジエの繊維業会飴

確かに現 ｦ 怯主築の空間構成システムの ｩＩｾｾ は、コノレビュジ‘ エ に

ある 。

21 . ゴー ドン ・カレンの「都市の景ねU

アーバンデザインの方法論として、領域形成 ・シークエンス

の概念を取り入れる。

22. ケビン ・リ ンチの「都市のイメ ージj

者11市のイメ ージを構成する要素制山出。ii コカ、りやすさ」とい

う百科 ｾｬｩ 基当主。

23. クリストファ ー・ア レグザ、ンダーの 「パタ ーン・ラ ンゲージ」

設計条件の具体化と、それを向午、決すると忠われる「パタ ーンJ

の提案。
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24. ロパー ト・ヴェンチュー リの「建築の複合と対立」

建築デザインの評価基準を知党される空間に限定し、倫理性、

機能性等から狙UL したものであることを言明。

回. 空間

いつの|時代も同じだと思うんですが、新しい素材、新しし、h明去、

新しい技術によって、新しい社会に対応した「空間」を抗l随してき

たことではないでしょうか。

回. 都市の建築、建築の中の都市、透過性と関係性

五L上の 3つのキーワードにもとづき、自然の力、周辺の環境の力

を発見できる建築をつくり出す ことです。

回. 方向性

建築は、その時々に、伊 ｼ 月 ｊｊ の向 ｲｾ 答を発見することだと思いますの

で、答えられません。 ( っか<- ち あきひろ)

環境問題をマクロな視点で

寺 地 洋 之

寺地j羊之 + 寺地建築設計事務所

田. 建築家、建築作晶、建築思潮

数多くありますが、記述するにはスペースが足りません。

回. 技術、形態、合理、消費、欲望、排除、メディア

20世紀 t は幅広いカテゴリ ーなので、 20世紀= 近代化の時代と置

き換えます。近代の建築は、合理性い、うテーゼのもとで近代以前

の慣習、宗教な E様々な|慶l床な ことカ明: 除され、貨幣経済をパック

仁消費を喚起し、欲望封筒たし、技術のための技術を追求し、メデ

ィアをな識した新しし、形態を追求をしたものと考えます。

回. 環境問題、生物技術

エオ、ノレギーや産調亮葉物、政境逃伝子などの環境問題。込伝子操

作やクローン技術など、人川の存在を相本から問いかける生物技術

の問題。

回. モラル、マクロな思考、調和、コミュニケーション

キリスト 生誕を起源とした年数の境目を意識する こt は全< ｾｾｾ ｊ 床

がな ｌ 、と考えます 。 ただ、歩ｾ庄は近代ヵヰ ＱＱ Ｑ し進めてきた理問を客観

視て》る 11制' t にあるとは思います。近代の悪の部分てや| 僚たる Il IW! は

自然の摂理を大きく越えた開発に伴う環尉問題てす。 この問題は、

人間の無知と倣慢の問題てあります。

建築は、膨大な自然より得られる資源をもとに完成され、その後

は膨大なエオ、ノレギーを消費してし、〈様です。建築は、エオ、ノレギーを
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含め、経済、流通、政治、法手弘芸術、教育など様々な領域が交錯

する分野で、それゆえ、現在の地球が抱えている問題に風穴をあけ

ていく可能性が高い領域と 言 えます。

私も含め建築に携わる人々が、まず自分自身の無知、倣I誌を r: :]，、

直し、次世代の人々に対して責任ある行動をとるべきと考えます。

技術による様々な恩恵を受けた人類が、ア ー ミッシュのような質素

な生活に戻るのは不可能に近し、でしょう 。環境問題担割義的なモラ

ルの問題と片つV ず、新しい技術の問題 t してとらえていく必要が

あります。ただし、 この際、建築界はミクロな思考で満足しがちで

す。例えば、郊外にソ ーラーノ旬、ノレを備え、高断熱な住宅を建てた

とします。 しかし、日々の移動に車を使っていたのでは、決してエ

え、ノレギーの節約にはなりません. これはマクロな思考が欠けている

例です。地球ガ甘美のモラノレのお1座のもと、マクロな思考とミクロな

忠考を調和させ、人と社会に長〈愛され、必要とされ続ける建築を

創る ことが今後の流れと考えます。

また、建築に携わる人々は、閉じた建築界だけではなく、建築界

の外に意識を向け、様々な分野の人とコミュ ニケーションを重ね、

建築主? とりまく *1] 度やシステムなどに言及し、それらを改普すべ〈

行動する必要があると考えます。 ( て らちひろゆき)

建築における祝祭的要素

遠 松 展 弘

日建設計大阪本社設計室長

田 コ ル ビ、ユジ‘工

本当の芸術 υ乎ばれるものは人々に生きる 喜びを与え、元気づけ

てくれるものと定義していた人がいます。 その意味て剤、はノレ ・コノレ

ヒc ュジ、エのマノレセイユにある ユニ テ ・タ守ビタシオンが好きです。 コ

ノレ ヒ、、ュジエの凄さは これまでになカヨった美的規範と体系に基つe いた

20世紀の建築様式計fはしたことだと思います。ユニ テ ・ダビタシ

オンはその集大成であり、現代の都市住宅の可能性に挑戦した作品

です。失敗作と 言 うひともいますが私にとっては コノレピュジエの作

品の中でも最も力強く 、見る度に新鮮て、、元気つぞけられ勇気っーけられ

る作品です。

回 祝祭性と共同体意識の希薄化

120世紀の建築J が語れるほ E の知識も見識も正直の t ころ持ち

合わせていません。1:.1:' 現代化= 西区大化であった日本て近世以前の

伝統的生活様式や風景と断絶して日本の建築家が独自性やオリジナ

マルセイユのユ ニテ ・ダピタシオン ( コルヒ' ュジ エ)

リテイを何百E していく難しさと空しさをJ惑じてます。

むしろ問題は20 - 世紀後半になり建築を作る ことが一般化 ・大衆化

したため、 その祝祭[1'-] 要素ヵ噺¥"WJ. になった ことだと思います。大衆

化 した こと自体惑いことではなく、何より このH寺代に生きる設計者

としてその恩恵に預かっているわけですが、一方でわt然的要素が稀

薄になった分、建築と者11市や地域との関係も稀薄になり n本の建築

がますます自己完結的で、内向きになっていると感じます。近頃よ

く建築の透明性等 という 言葉を聞きますが、 このことへの反行てあ

ってほしいと，思います。

回 耐 久 設 計

都市 t 建築の文化的側而も合めて、その耐久性を E う考えて現| 寺

点て而す久設計ーをするべきかに悩みつつ、 また大きな諒! 坦として興味

があります。建築は都市の主要な要素てあり部分 ・部品と 言 うfwm; o

もあり、者11市が活力を持ち続けるためには、都市経営から者Ili li ・建

築のデザ、インやエンジ、ニヤリングまで幅広い分野てや総令的に取り組

むべき 21世紀の建築に残された宿題fごと思います。

回サレド「ハコモノJ

建築には「用」だけではない祝祭的要素や文化 ・芸術的要素があ

ることを再認識し、社会にねばり強〈訴え、その成果を有{ み t げる

という当たり前のことしか思い浮かびません。回て下干し、たように、

本当の建築は人々に生きる 喜び. や元気を与 えてくれるも のと信 じて、

間違っても「ハコモノ」 等 t 呼ばれないそ ノ作りの気概と熱なだけ

は失ってほしくないと思います。 ( と お ま つ の ぶ ひ ろ )

21世紀の新しし、建築ピジ、ヨン

徳 、 岡 昌 克

徳間昌克建築設計事務所代表取締役

田 建築家、建築作品、建築思潮

Ｑ ＹＵ Ｑ Ｍ Ｑ ＹＶＵ 年 Ｚ 所属先竹 ｉ ｾ ｝ ｾ ｉ 工務Ａ古岩本博行師の国主Ｚｊ ｾｉｊ 場、天キ ＱＱ Ｑ ピ

ノレ、自邸等の寸阜の作品と、“ 日本の建築の美しさ ・

風土のもつ情J惑に ついての主張一 日本にはその風土

に合った建築を自IJ るべきとする" 思潮lに共感してい

た。当時、建築設計をアン ヒc シャスな試みとは捉え

ず、身近なE出身世備のi随時にあるとの示l疫を得て L、

た。

1965- 1967年 : 所 属 先 ムーア建築事務所( ワシントン D. C. ) 及び

C. F . マーフイ ー建築事務所( シカゴ、現マ ーフィ
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デイア・カンパニー ( サーリネン)

一・ ヤーン) での20世紀の材料、技術の実1初本l検と

サー リオ、ン、 ミース、ライト、コノレビュジ、エ、アア

ノレトの作品の観察。特にイェー ロ ・サー リオ、ンのダ

レス空港、テ叶ア co. 等「車の作品には類似造形

が無〈、現代建築家の中で当時異端視されていたが、

私は1 1 I i 句作品に流れる共通点、即ち人間の感情を捉

える造形力に強〈惹かれている 。米国諸都市と帰国

l昨に 12カ国、 20者11市の景観に接して、現代建築とそ

の地域の関わり方について観察した。 この 2年間で

建築設計がアンビシャスな試みて‘ ある ことに気づい

た。

1967- 1983年 : 復職後、竹中工務屈での設計活動中、大阪万↑ 非

(1970) てやの西ドイツ官官、カナタ守 ・オンタリオ館、

ポノレトガノレ館の co-ARCHI T E CT としてそれぞ

れの独自性、共通点を観察。今までの経験を通じて

私自身が感じとったことを基本に地道な設計活動に

携わる 。

1983- 1998年: 世界中の地域に担ざしたアノニマス建築作品に流

れる愛着のもてる建築を目指して、設計活動中てあ

る。

回 様式建築

私は 1930年の生まれて、学校て. は特に様式建築を習ったことはあ

りません。 5歳上の兄はアカンサスのデッサンを残していましたか

ら、また守主が国ではそういう教育の時代だったのでしょう。 1922年

にミースは既にガラスの超高層を発表し、 1938年に、アメリカに渡

ってからその夢を実現させていますが、 1965年頃のミ ースは、建築

を文明の尺度としていましたので、そのデザインがそんなに固まぐ

るしく変わるものて、あってはならないとしていたようです。彼は素

晴しい教育者でもありましたが、私自身は本紙建築を現業を通じて

学ぶと同H寺に、現代建築の材料や技術を修得し、地域に根ざした建

築を創ろうとしてきました。様式建築に頼ったH寺代から考えると、

この 100年間には固まぐるしい変化がありました。単に建築だけで

なく、そうした11寺代て、何もかも混沌としているように見えますが、

この世出e * をロマンチシズムと見ると分かり易いように思えます。

20世紀の材料と技術で、夢みる建築を創りたいものと思います。未

だ見ぬ建築へのウォ ー ミングアップのようにも思います。

回 目世紀の建築のピジ‘ヨン

①20世紀の材料と技術をも って、我が国の伝統的な建築や世界株プ

建築が人々を惹ちつけている郷愁やふれあいの場を創ること、官11
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造的なデザ、インをも って人々の原風景に応えること 。

②21- 1止紀の新 しL、材料を発見し、それにふさわしい建築のビジョン

を追い求めること 。特に建築のもつアンビシヤスな夢に向かつて

活動する こと。

回 質 の 時 代

環境問題と地方分権の認識の2111 まり、市場の開放、こうした|時代

背去が我が国の建築環境をより良い方向に導くものと期待していま

す。私にとっては、改めて建築のもつロマンチシズムやビジョンを

夢見るチャンスとなるので、 21i : ! t %己の人々 の願望や感動を建築環境

に具現するこ t を目指したいと考えています。ょうやく我が国の建

築も質のl制t に入ろうとしています。盆より質の|時代、イメ ージと

して残っていく 1' 1 1 : ，現実の建築としての質があると思いますが、

私は後者ぞ目指します。 ( とくおか まさかっ)

歴史の試練に耐えうる建築

中 嶋 龍 彦

中島能彦建築事務所

田. ライト、力一ン、ウッツオン

o  F . L ライト、ノレイス ・カーン

建築の創作活動において、前者はその建築思想、を多くの4記在への

指導と集団生活によりその思潮lを広め、建築の創作を一つの宗教活

動に近い形で実践し、ライト教を信じる建築家を世界にばらまいた

こと 。後者は創作を通じ、また違った形てや自分の中に一つの宗教を

感じ、深〈、静かに思考を繰り返し、その創作において執助なまで

の追求を した こと。

0 ヨノレン ・ウッツオン

ギーテV オンをして今世紀最大の傑作といわしめた大胆な造形力

とそのひたむきな創作意欲、自然への観諜から生み出された造形手

法、そして何よりもその建築の優美なこと 。

回. 創り続ける

歴史的経過ならびに建築物からの怠見はあるが、私にとって 20世

紀は特に意味のないものかも知れなし、。何んとならば21世紀にな っ

てもまだ建築を創り続けるであろうから。

回. 時間と流れ

時|閣と流れを塑上すること 。建築の物性的耐用年数と社会的耐周

年数について。

回. 歴史の試練
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常に有る、今流行の建築、 一部のジ. ヤ 一ナノレが自1) り出すーっの流

行について建築の経験の浅い人達に何んらかの刺激を与えつつ、洗

脳しているようで問題があるように思う 。最今の学生の作品は顕著

にそれを表わしている 。建築が技祁π司り、芸体? であり統ける限り

に置いて、それは避けて通れない現象と思われるが、建築がl 1 i 1) り得

るであろう本源的な空 Ｉ Ｇｉｬ ｬ 、歴史いづ時間のｾ｜練に耐え得るものが

つの理想 t して追求されても良い。 ( なかじま たつひこ)

ミリマリズム+ ラショナリズム

中 村 勇 大

中村勇大アトリエ

凹 ミリマリズム+ ラショナリズム

ファイアッ卜 ・リンゴット工場( 1921) 一 一ジ、ヤコモ ・マッテ ・卜

ノレツ コ

ロンドン動物固ペンギンプーノレ ( 1936) 一 一ノf ーソルト ・ノレベトキン

フラックトクノレム ( 1942-44) 一一一フー ドリッヒ ・タムス

スペースフレーム ( 1950-53) 一一一コ ンラッド ・ワックスマン

ニコ レッ トモール (1962) 一一一ローレンス ・ハルプリン

自制木組立ピノレ N AB (1967) 一一一N A S A

セキスイ ・ハイム M 1 (1971) 一 一大野勝彦

スーノf ーカミオカンデ (1996) 一 一日建設計

インタ ーナショナノレ ・スペース ・ステ ーション ( 1998- 2003) 一一-

N A S A  

これも建築なんだと、閉ざされた界からできるだけ遠くにはおり

投けてしまえる、勇気 t 可能性を示唆してくれる 。

回 戦 争 と 技 術 革 新

戦争と技術革新をえ、ガティブに支えてきたもの

回 アフォーダンス

重力に対峠するうえで、の身f本性と、アフオ ーダンス。

回 枠組みからの超越

社会の状況を把握し、より聞かれた関係性をたもちながら、カテ

ゴライズされた建築の枠組みから一歩でも踏み外す行為そのものに

{ilU値があり、建築そのものにはもはや意味がない。

( なかむら いさむ)

ロン ドン動物園ペンギンプール ( Jレベトキ ン)

大地に生きる建築を

新 居 照 和

新居建築研究所

田

建築作晶

多くの建築に関心があるし、 学びたいと思っている 。 とりわけ身

体の一部になるような象徴的な建築は以下の作品があけ、られる 。イ

ンドの作品については、インドて暮らした生活の中からの空間経験

に基づいてし、る 。

Oノレ ・コノレビュジ、エ いレイス ・カーンのインドのづ車の作品。

ショ ーダン邸、 サラパイ邸、続伸J工J掛壬営者協会やチャンディガ

ーノレの首都コンプレックスの建築など( ノレ ・コノレビュジエ) 。

インド経芭大学 I .  I  . M.  ( ノレイス ・カーン) 。

建築家

Oカーノレ ・マルクス ・ホーフ( カ ーノレ ・エー ン) 。

ノレイス ・カーンとノレ ・コノレピュジ、エ、 絶えず存夜感のある建築家

である 。

建築思潮等

O住居や都市をテ ーマとした近代主義の建築思想。

。近代建築興隆時に ヨー ロッパ各地で展開された近代建築の多機な

方向性。

0 アノレヴア ・アアノレトが展開したような地域主義的思索。

回 新しい市民社会の空間像

歴史ヒ始めて、労働者階級の居住環境や都市問題が建築の主要テ

ーマとなり、近代建築は新しい市開土会の空間像を現出 し、その思

想や美意識が高い普通性をもった こと。

一方、建築の理解においては、世界の様々な民衆がっくりあげて

きた多様な集落や建築の蓄積とその空間、場所のもつ回有の芯芯!;I昧床や

{何価H而耐U{I値直カがfクググ、守、 ロ一ノf勺ノルレな視野野，て

回 大 地 に 生 き る

0 建築を通して大地 に生きている ことを感じる こと。 自然の営みの

声をよく 聞 きたい。

0 建築空間営介して地域て弓主らす ことの喜びが得られ、人 t 地域や

自然との|禁!係、が意識の上て、再怖築されていくような建築になる こ

し 個々の地域が、元気で自律的な精神性を獲得できるような居

住空間になっていく こと。

0 多種多様な生命が生きるい、う原理に対応するような多様な空間
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京都会館 (前川国男)

n"Y杭造を構築していくこと 。

回 多様な文化の共生

O建築カ明11 り出す環境や建築生産が、 I也前拡: 境の再生と維持、 そし

て持続 ￯￯ｦ￭ ￬ ｾ な社会に向けていかに応えていくかが 、 一層間われる

ことになる 。地球の物質循環や自然のメカ ニズムを認識した建築

づくりが求められる 。デジ、タノレ化社会になる中てやは、建築空間に

自然に対する J母性の党首里の儲I j がますます求められるだろう。

0 グローパリゼーション I二l' で、地域から実体感のある建築を生み、

個性ある文化が、発信て3 ていく ことをめざしたし、。建築の存在

は、 l'EI.tJl の枠を越える刺激的もので、かつ多様な文化が共生でき

る忠恕のもとに位置づけた L、。 (にL 、 てるかず)

初期近代建築の見直しを

西 村 征 一 郎

京都工芸繊維大学教授

田. コルビ、ユジ‘工、前川国男、村野藤吾

O近代娃築の巨匠であったノレ ・コノレビュジ、エには、私達の| 時代、関

述する↑ ｬＧ ￬ �Ｎ ｬｾ が最も得やすかった こ とと、実際の建築作品を見る機

会にめぐまれた ことで、長j均一にわたって人並みに、 lj郊 Fをうけて

いるはずである 。

0 学生時代に竣工した京都会館は、ち挫でも最も好きな建築てや、 こ

れを機会に、前川国勢の建築の考え方( 建築の前夜 前川国男文

集他) に忙tじんできたと思う 。

0 村野I議再には関西を巾心に数多くの作品があるが、 これらの作品

を通じて、設計行為のあり方( 執念のようなもの) を学んだと思

う。村野の);t舛平は結果的に関西の建築界に幅広く広まって いると

考えている 。

回. 強者のもの

|仮キ'1

'

大U64の後、誰のため、何のために建築に関わってきたかと

いう娃川に悩まされた。少なくとも私の経路実では、建築は' ，!i t; に強者

のものでしかなカ冶ったし、 それも臥オをのリ ーダーにより設定された

道を何の疑いもなく歩んでしまったい、う実感が残る 。

建築やまちなみの価値判断が、何らかの権力をもっ者、あるいは

経済社会の悩者によるものにより、市民の( 弱者の) 住まい等は仮

設住宅や羽生のブ封去にいたるまで、単に偽普(1句に付加されたもので

あったと 言 えよう 。

国. 国際化、地域性、高齢社会、集まって住む
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建築の国際化 L それぞ利用する人々と、それが存在する風景が

もっ地域性の関連について( 古くて新しい問題) 。人々が“ 集まって

住む" こ との現庄の意l床。我が国の高齢社会 と “地域性" がもたら

す建築のあり方、考え方。( 恒匡国l民の4/九1の高齢者者」のため“ 安心"ててで、

φ
、

る建築をぞ? つ〈る法整備 も不可欠)

回. 持続可能、近代建築の初期、見直し

地 域に お ける建築の流れＨ歴史Ｉの再 石 儲 ｅ 、と、広い ｾｾＺ ｉ 床てや社会資

本に足る、持続可能な建築のあり様を研究し続けていきたし、。バブ

ルに踊らされた建築の後追症 (0 0主義の建築デザインを含め) を

払拭するため、公共性の熱意に燃えていた我が国近代建築の初期( 前

川、坂倉、吉腕時代) を見直してみる必要を感じている 。

( にしむら せL
、
t 、ちろう)

地球規模の視点を持った設計

堀 田 正

清水建設大阪支庖建築設計部部長

田. 人の暖かさを感じる建築

建築設計を志すきっかけになった建物は、香川県高松市内にある

匙*J1洋であった。当H寺の県知事の考え方もあり 、地方にしては有名

建築家の建物が市内に散在していた. とりわけ高校のキャンパスか

らいつも見ていた丹下健三設計の香川県庁舎は、私にとって「建築」

の原風景である。ガウテV のサグラダ ・ファミリア教会の造形は、

それまで彫刻の三次元の美にあ こがれていた私仁、建築の魅力を教

えてくれた{宇品てーある 。

建築の美しき、建築の技術、建築の本胞になど建築にかかわる事を

教え て くれる作品はその後たくさん現れる。

建築が社会との関わ りの中で、 いろいろな1Ii 11約を受けながら生ま

れてくるものである ことを学ぶにつれ、 lI ilJ 約を受けな い道を選択し

たパオ ロ ・ソレリの作品( アノレ コ ・サンティ) と生き方は、 kf l織 設

計の道を進んだものにとって刺激の強いものであった。

環境との訴刑に関してm郊怜受けたのは、 エ ミリオ ・アンパース

のランドスケープ t 建築を→本に言十i 1! f1した作品( サンアン卜ニオ植

物園、ヴィラ ・ コ ノレドノｾＧＩである。

建築の中に人の温かさを感じたのはケ ビン ・ローテである 。 フォ

ー ド財団、ナイツオブコロンパス、 ユニオンカ ーバイド本ヰ土ピノレな

E彼の多くの作品は、それを利用する 人達に満足していただけるよ

う真心を込めた設計をしている 。D N タワ ー21 (第一 ・K!J: rl' ヒツレ)
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で共同設計してわカ、った「人のl暖かさを感じる建築J の重要さであ

る。

回. 歴史は繰り返す

201! t - t 己の建物といってもかなり l隔がある 。全体を通してみると「歴

史は繰り返すJ のJ惑が強い。建築のブームは経済の手町畏に従って起

こっている . 経済の発展は商業主義偏重のブームを生み、建築関係

のマスコミもその原理のr - I"に組み込まれた。従って建築手法とか建

築作品の傾向は、建物完成後、出来るだけ早いH抑月に確実に詞ヰ聞を

受けるものの数が多くなり、建築作品の傾向も詮済の大きなうねり

の中に呑み込まれてしまった感がある。

20世紀末にお こったパフツレ期の建築1洋は、本質的には 19世紀に起

こった円止紀末j 、現象に似ている 。社会の余ったエオ、ノレギーをあた

かも「資源の消化作業J のようにやってきたように思える作品があ

まりに多い。

回. 力レーズ

中圏西部砂漠地待の巾にトノレファンという IIITがある 。開] の市民は

地下水を利用しなが ら生活すると共に、町の農作物や街路樹も地下

水てやj住{ 慨する事によって緑をA樹寺している 。水はIIITの主主カイ可ートキロ

後方に議える天山山脈から砂漠にしみ こんだ地下水を 「カレーズJ

によって集めたものである 。「カレーズ、」は地下の水脈に沿って水平

に手て、掘り進んだ横穴と、 20- 30メー トノレ毎に土砂の運ぴ出しのた

めに掘られた縦穴によって杭成される 。「カレーズ1は1500本、長さ

延べ、5000kmに及ぶ。表面には見えない、かすかな水資源、を人聞の英

知によって上手に利用している 。 自然を壊さないようにしながら、

快 L、自然を新たに作り上げている好事例である 。

建築の設計も同じ考え方て、進められないかと考えている 。

「限 られた資源を有効に活用 しながら、快適に安全に生活できるシ

ェノレタ ー、環境づくり」を設計活動のililll としている 。

限られた資源の有効活用として建防の保存、活用、 リニューアノレ

のように現在あるものの活用 と共に、グロ ーパノレな視点て。世界各地

の資材、技術の活用をはかつて し、る 。建物を長寿命化する 事ゃ そう

した寿命の巾て冶理的な建築設計を行う ことも重要と考えてし、る 。

快適に安全に生活て冶るシェノレタ ーづ くりとは五感( 見る、聞く、

l県( "， I味わう、 ffJ 9! る) に優しいものにすると共に、自然 (風、水、

二l二、光) を活用しながら地震、君、火事等の災害から 心身 t 財産を

確実に守る建物を造る ことだと考えている .

回. ロングレンジ

人々 の生活は産業革命以来、勇経WJ 1 的に生活が豊かになってきた。

しかし、 この 「豊かなJ い 、われる生活の代i 1l として地T必環境を破

アルコ ・サンティ( ソレリ)

壊してきたのも 産業革命以来である 。二律背反の この現実を見る と、

これからは産業を発展させる こと一辺倒てや、生活を豊かにする こと

が出来ないのは自明の理である 。建築も経済効率一辺倒の設計の進

め方は止めなければならない。長 いレン ジ(50年、 100年、あるいは

もっと長< ) と地球規挟の視点をもって、人に優しし、l暖かい心追い

をした建物を一つでも多〈造っていくことが重要だと思っている 。

( はりた たTごし)

建築家の新たな職能

本 多 友 常

和歌山大学環境システム学科教授

白. 自然 発生的建築

現代建築史だけが建築の歴史ではない。 自然多住主的な建築 /:11乎ば

れる世界の民家は、大昔からあったように忠われているが、 実はそ

れほど古くないものも多い。生活の本音と対応している日反説でし

かないが) はずの住居が、 この20世紀において私たちの想像力を上

回る環境を作り上げていることに、いつも 心動かされてきた。

地球上て¥千11
1を持たない民族は し、なし、。 円本人は心の奥底では、

宗教心に触れる心性を有してし、る 。 しかし自分はネ11
1を持つ こt がで

きなかったという空洞感が、心の哀のどこかに漂っている 。振り返

ると、建築世界にたいしても同じような3tt 齢
f
ターンをもって捉え

てきたように思う 。20世紀以降の建築家とその作品を通して、多く

のｾを 学 び、それぞれに感動を受けた 。 しかし、特 定の信奉すべき

対象をもつ こと 自体に、懐疑的な思いが持ち上がってくる 。世界の

建築i制斑の寄せては来る波の一過性に、知 らずに; 拶斡を受けている

こt に対しては、むしろ野戒心 を持つべきだと思っている 。

回. 情報としての建築

20世ff: 己の建築は、情報そのものて‘ あ った。グローパノレな視野に立

たせてくれるフィ ーノレ ドであり、自分のおかれている H寺代 t 地域を

羽鶴忍するための 「地J であ った。激動する潮流に垣間見えるそれぞ

れのイズムやアイテ、アは、誘惑の磁力であるとともに、参照すべき

対象として私の外部に存在 し( それなりに功罪は別にして) 、大いな

るスプリングボー ドて、あ った と思う 。 それは、社会にと っても同じ

意味合いを持っていたはずであり、その事が、作品活動の一動機を下

支え していたように思う 。

しかし この1U e 7 択を迎え、予想していたとは言 え、外部化されて

いたはずの出来事と、自分の作品活動との1M']に、屯位差 を失いつつ
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アッカー・ハウス( ゥ・エンチューリ )

あることを感じている 。 これは個人の問題だけでなく、時代全体が

自己参照化を加速させつつあるとも 言 える 。 しかし、その貯| 生や思

考法自体、あるいは20世紀が肥大化させた側面てあり、一方にイン

ターナショナリズムを据えつつ、創造性li 佃に属すると L、う強迫観

念を醸成したのも 20世紀の時代性て、あったといえる 。

回. 創造性

あらためて、個性という言葉が気になっている。ひねり出すよう

にして、個性を発見していく ことも出来るし、語るこ t も可能だろ

う。 しかし複数の個性が生み出す創造性というものがあるのではな

いか。 これはt鵬言命ではない。生命体として環卵診成に向かう こと

は、原理的には個のレベノレを超えた営みがあり、個々の創造カカ ｻＧ ｬ ｾ Ｑ

会った痕跡、 t して、新たな可能性が聞ける ことを待つ勇気が必要に

なると思っている。またその仕掛けが設計にとっての重要な要素に

なるのではないか。 また、その内界においては、 材喋にリンクした

生態系との関係において、自然との按し方について、様々なプロジ

ェクトを通して試みていきたいと考えている 。

回. 建築家の新たな職能

その点では、建築における If寺代の最先端はプレハフ。住宅て、あると

いえるかもしれな し、。建築家はそ こに目を背けるべきではなく、介

入していく努力をすべきだろう 。 また都市居住者の側 も、高密度に

居住する ことの意識改革が必要となる 。

また、建築家は新たな職能として開境全体を配慮する ことが求め

られるようになる 。いわば生態系、 リサイクノレ、 エオ、ノレギー消費に

対しでも見識をもっ こt が: 的頁粂何ニとなってきており、場合によっ

ては既得権に立ち向かう局面に対し、社会的なノ" - y クアップが保証

される必要が増えてくるだろう。これを官庁の規制強化に振り向け

ではならず、建築家のよき定、昧てゆ胸戒として町長立強化する方向を

探るべきだろう 。 ( ほんfご とむつね)

場所性の反映

三 谷 幸 司

大林組本庖建築設計部長

田. コルピュジ、工の著 作と作目群

建築の多様性と対立性一口パート・ヴ‘工ンチューリ

両者は近代建築を諮る上て¥視点を全〈異にしながら相互に捕し、

令っている 。 前者は近代建築の幕開けを、後者 ｬ まし、きすぎ、 ｴｾ 近代建

築の見直しの役割lを果たした t 理解してし、る 。
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回. ポストモダン

ポスト モダンい、われる近代建築社開lの動きは、行き過ぎた合理

主義、機能主義に対する警告であろうか。

一方てす皮躍的な技術革新、圧倒的な建築の力、建設のスピー ド時

代の中で、建築がややもすると失いがちな自然や社会、文化 に対す

る謙虚さを再び取り戻す必要性を痛感する。

回. 場所性の反映

グロ ーノカレ化tこ伴い、建築の普通性が進む中で、 その建築の建つ

場所性を的確に読み取り、設計に反映させる ことで、その建築の固

有性をいかに際立たせるかに関心がある 。

回. 地球を枠組みとした設計

有限な地対迂環境の中てや、環境に与える負のインパク卜を極力押 え

た省エネ、長寿命化 い、った建築づくりが不可欠となる 。

( みたに こうじ)

設計とは思想、主義、発見

三 宗 司 郎

昭和設計代表取締役社長

田 思想 ・主義 ・発見

1. フランク ・ロイド ・ライド ー ー タリア セン・ウエス 卜: 有機的

建築、自然環境とのマッチングの良さ 。

2. ノレイス ・カーン ー ー キ ンベノレ美仰官、ソ ーク・インスティテュ

ー ト: 明快な空間構成。

3. イェーロ・サー リえ、ン 一 一 一辿の作 プノレアラノレ( 多元的な)

作風と力量。

4 . I . K. ブノレオ、ノレ 一 一 寸主の作品: アイデアに富む先見的な技術

的発想、の素晴らしさ 。

5.  B. M フラ 一 一 一 一連の発明 : 技術の天才的ひらめき 。

6. 鳥田家弘 一 一 設計プロセス論 . 空間概念の捉え方とその操作

性の明快さ 。

7.  )11 口街 一 一 寸 坐の構造的発想: 柔軟カ 3 つ構成論としての本質

的正しき 。

以上の方々から与えられたEl邦初結果、設計とは“ 思想であり、

L 義てあり 、発見である " という考え方に至IJ ったと思っている 。

回 インターナショナルスタイルからの脱却

20世紀は産業革命をふまえて、工業化の方向性の Itlてやl床けないイ

ンタ ーナショナノレスタイノレという機能主義ベースの思想からの脱却
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努力の世紀てあるし、かつまた、建築から実際的な都市デザインの

スケーノレまで、日常的に行われるようになった世紀 t いえる 。計画・

設計という視点から捉えると“ 経済" の占めるウエイ卜が市くなり、

結果的に事業企画い、うステップが重要になったはじめての時代と

いえる。同時に、“ ハー ドからソフト" へ、そして“ もの" カか、ら“ こ

ころ" へのH

に到達し fたJ い、えるι 。それとともに‘ “ ‘ 唱自然" の重要さi 、“ 人間カがf 自然

の一環" でで、あることの認識カがf明芳三主生え出した時f代t い、えるι 。 その認識

カがf計計占l匝画亙菌l ' 設計の中で具現化されつつあった時伏であると捉えている 。

回 ブ口 ジ、ェクト・マネジメント

まず、環境問題と建築の関わりに注意し、地球環境の時代の" ，で

建築の為すべき事柄を模索していきたいと思って l' Q 。仔IJ えば、建

築のライフスタイノレの捉え方、省エえ、ノレギー・エコ ロジカルテ、、ザイ

ン、サスティナブノレデザイン、緑化計画等々 。 次に建築を単に ｾｉ ヲを

イt=る fごけてやなく、フ。ロジ‘ ェク卜全f本としてf足えるフ。ロジェク卜マオ、

ジメン卜の主児点を関心の中心においている 。 その中から C M ( コン

ストラクションマオ、ジメン卜) についても追求していきたし、。 そし

て内容については、建築と建築を取巻く状況の中で精づくり、村お

こしに関心を持ってし、る 。設計方法論の中では、常に新しし、コンセ

プ卜( そのプロジ、エク 卜に相応、しいと いう芯 ｾｉ じめを打ち出すために、

新 しい展|片!と 新しい発見を模索していきたい。

団 地 球 環 境 の 時 代

1 . 地球環境の! 時代に相応しし、建築。

2. 建築の表層のみを捉える ことなく、本質的な内容を? 満たす方向

'性。

3. 建築のプロの間だけでなく、 ーで般の人々に開かれたあり方。

4 . 建築デザ、インのみでなく、企画とプロデユース機能含もっこし

5. 改めて“ 公共" を中心に据える方向性。

121世紀に向って如何なる方向を志向するか」という 11:1l 、への答

えは簡単ではなし、。社会の動きが即ち建築の変化となる故に、未来

当てゲームのように占うわけには行かない。私は20世紀に芽生えた

思潮が、より発展的に結実しながら理想社会に向って、新しし、問題

提起をする時代が21也1紀であると捉えたいし、建築もしかり、そうあ

って欲い吐息う。強きも、弱きも皆平等で、少数派を先制する こ

となく、差別のない聞かれた社会のrt' で、運命共同体のこのまたい愛

ぃ、地E蹴境を美しく守り育ててし、〈、そういう国土、都市、挫築

の空間宮IJ りに励みた L、。 それは、建築家というプロ集団のサロン意

識から抜け出し、旧来の建築概念にこだわる ことなし人間として、

世界へ、社会へ、責任を負った空間プロデューサー として、より探

緩和銀行本底( 白井良一)

い意味てや“ 公共" 概念を念頭において歩むべき時代であると思う 。

それ故、幅も奥行も i楽さも変化に富み、空間価値もより多線化し、

計画、設計面においても、多元化の方向に向いていると考える 。

(みつむね しろう)

芸術としての建築

山 崎 泰 孝

A  Z 環境計画研究所

田 建 築 家 と 作 昂

ノレ ・コノレピュジ、エとその作品及びモデュローノレ、フランク ・ロイ

ド・ライトとブルース ・カヲ及びその作品、ノレイス ・パラカンとリ

ゴレツタ及びその作品、板倉隼三、丹下健三、西沢文隆とその作品、

ニコ ラス ・ぺプスナーの「西洋建築史序i削( 本) 。

回 建 築 の 機 能 ・ 技 術

むの

物としての「建築の機能 ・技術J の学習。

回 建 築 の 芸 術 性

建築の芸術性= 人I/¥J の心の風景への影響について。

回 芸術としての建築

21世紀の新しい芸術 ・文化の創造に対し“ 力" のある 「芸術とし

ての建築J のあり方を考えてゆきたい。特に伝統= 暦史的事積 U 也

域性= 地域の固有性に核析した芸術と文化との関係の巾て一一。

( やまざき やすたか)

VAVAモタタニズム

山 田 フじ

鹿 島 関 西 支 庖 設 計 部 副 部 長

凹 印 象 深 い 3つの建物

国立西洋近代美何＿断一一大 学 Ｓ 年が終った春、東京 ｬ こｊ，ｾ学旅行に

出かけました。雪の朝 2 FI 酔 L、で上野に出かけて兄た建物のイメ ー

ジは今は何も残っていません。ただホーノレに入って立ち縮んてしま

った記憶だけカT鮮明に伐っています。 トップライト、 l次抜け、彫刻

群、空間の拡カ司、これが，建築家の倉IJ った空11¥1か t

親和銀行本庖 ー「 羽Ａ百街の 一 角に建つ建物は写英でな ｾ ｉ る圧倒的な

力とはまるて、英なったやさし L、石の塊の様に見えました。宮古箆に

入って印象は変わりました。石のボーダー と青い主主Y物の壁、アーノレ

のついた石の眠オ又格子f必僚の天井、大きな吹抜けのドIJ¥々 にまで" 設

55 



建築への証言 ' 98- - 211!!:Ji1I:: ，舟ゲで

ンユレーダー邸( リートフェルト)

青| 者の| 恨と手の跡、が残っていました。今までの建築観とまるで、契っ

た空 ｉｾ 日がありました 。

パンテオン一一 人の流れに逆って改修のための足場を通り抜けて

入った空川にはひんやりとした空気がj巣っていました。ただ内部の

l情さになれていない眼に、天井の小さなBf. 1口から差し込んだ光の帯

が薄暗がりのドームの空聞を斜めに走り床に小さな光の輸を作って

いました。 その周りには天井を仰ぎ見ている見学者の姿がぼんやり

浮んで;兄えます。千rlr をもイ言じたくなる空間でした。

回 モ ダニズム

20世紀はモダニズムという美の形式が定着した時代のようです。

モダニズムとは理性が見た美の形式と言えます。美は論じるより JS

じるものの様に思いますが、耳目! 性は生れ出 t.:31ヲ( システム) に説明

を求めます。千子lJJ l ' I 企い、うより分かり易い4剖処が必要となります。

建築カf好き紛れ、を越えて、「芸術」いづ難解な音11分 t は異なる場てや

も議論されうるようになった、設計い、う行為が、建築家い、う大

先生のブラックボ、ツクスから対初場へと引出された t も言 えます。

表相としてのモダニズムも確かにあります。手法が異なることに

拠って表相も変化します。 しかし表相には流行があり、移ろい易い

表相はこ の情報化された社会の 1-j1で変化 を早めます。異った表相を

求めて手法のアレンジカZ行われるのは当然の結果てA す 。 し か し そ

の基本的な考え方、方向性は誤っていない様に，官、われます。物には

2而性があります。問題点を|明らかにしていくブ刀去もあるのでしょ

うが、私にはその ｾ ｉ Ｍ ｉ から大きくはずれられそうにありません 。

回 居心地のよい建築

近年 ｉｊｦｾｊ を売りにしない建物を多〈兄かけます 。 厳格なフレー

ムを持たない空II ¥" J がし、かにも心地良さそうに凡えます。特有のおお

らかさや| 暖| 床きがすべてを包んでくれるとも思いませんし、心地良

ければ良い建築かとの議論もありますが、その心地良さはどうしよ

うもない魅力に思えます。 設計とはゲームのようなものです。数学

かもしれません。見事に解ければ気持ち良いものですがそれに酔っ

ている訳には L、きません。 もとより悪戦苦悶した跡、が美い、訳ていも

ありません。空間という 言葉はもう古いのだそうです。確かにモノ

トーンに拡がる場はもはや空IIIl i : もI f 乎ぺない様にも思われます。 し

かし ｲｬｬｾｊ でもなく機能でもなくシステムでもない、ただ心地良い

き ｾＱＱ｜ Ｚ ｈ ｪＺ建築家しか作りえないものです 。 「心地良 ｾｊ てい建築が組み立

てられるとも J41いませんカキ|守iII iすることは可能です。初心に戻 りた

いと思っています。

団 よりオープンに

建築家は先を読むのが好きな人種のようですが、先々まで生き残
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る兵実な E そうはありません。さらばせめて時代の流れに釆り遅れ

まいと常に周りを見廻しているように見えます。今すべからく環境

が叫ばれています。言葉を求められている現代の建築家は常に円rlr

の言葉」を探して来ました。環境も円rlrの言葉j になりつつあるよ

うに思われます。もとより環境が犬切な問題であることに呉論はあ

りませんが問答無用の円rlr の言葉J はもっともらしさの中に不合理

を秘めています。建築設計は目標に合致した技術的説付けのある形

を提出する ことですが、同時に目標を生むためのfjHi値を創造する作

業でもあり ます。「建築の99%は施主が決め ます。私が決めるのは残

りの 1 %です。J とはや! 野先生の言葉です。 1 %のアイデンテ ィティ

の重要性が決して少なくなるとも忠えません。合理的建築い、う方

程式も変わるものでなし、五U二、その 1 %を信じて社会によりオープ

ンに、素直に、解り易い誠論をする こと が大切な こと だと思います。

( やま t: . はじめ)

モダニズムの熟成期

吉 羽 逸 郎

アイ ・エフ 建築設計研究所

田. 影 響を受けた建築家

自分の年齢 ｴ ともに ｬ［｜ 舛 ｊｾ を受けた人カ丸、ます 。 もちろん受け続け

る人もいます。近年のH寺点て巡んでみました。

0 アアノレ卜

理論ではなく、人間の求めている制中rlr、事、物に応答した自然流。

0 ライト( タリア セン ・ウエス卜)

流れるような光と空I l ¥'J。

0 リートフェルト( シユレー夕、、一邸)

壁の構成、表現において、日本人のJ野生に通じる 。

O ノ f ラカ、、ン

ー世界にi通じる I也1或{ 生にt艮ざしたアイテザンティティー。

o村野藤吾

筋を通した中での自由な作底」

回. モダニズムの熟成期

四臥;の合理主義に押し流された|時代で¥科学的い、われた分析的

手法に基づく、理論やデ、ザインがベースとなり、その組み合わせてー

部分も全体も構成されて来た。近年に至るまで東洋的思想が認めら

れなヵ、った。20 - 世紀は、物質的な盟かさを与えたが、我々の持って

いた犬切なものを失わせた。モダニズムの熟成期でもあ った。
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回. 時間の概念

時1mの概念を建築に取り込む こと 。速いスピー ドの時聞を使うこ

とから、ゆっくり t した時間を使う方への転換を建築においても考

えねばな らな いと思います。エオ、ノレギー使用を少なくし、自然と共

生する こと や、長い時間の中て。建築を考えたり、ゆったりと時聞を

過ごせる空間を考えたり .... 。

回. 身体性の回復

多様性の混在を認める こと、そ のことが混乱ではなく、緩い統合

へと向うこと 。心を遊ばせる空間や装飾、ヒダのある空間、ヴア ー

チヤノレていなくリアリティ ーのある空I: ¥j 等の身体性の回復を目指す こ

と。 ( よしlよ いつろう)

アジア的発想の必要性

吉 村 篤 ー

奈良女子大学生活環境学部教授

田 建 築 家 と 建 築 作 昂

Oノレ・コノレピュジ、エ一一ロンシャンの教会 (1954) / サボワ邸 (1931)

O F . L. ライト一一搭 水 荘 (1935) / ジ‘ ョンソンワックスビノレ (1944)

O アノレヴア ・アアルト 一 一セイナッツアロの役場( 1952) / カレー

邸 (1959)

。ノレイス ・カーンー ー リチャ ーズ研究所( 1961) / キンベノレ美刊号官官

(1972) 

O J V イス ・パラカ。ン一 一パラ pゲン邸 (1947)

0 カノレロ ・スカノレハヒーーカステノレベ、ッ キオ美事附官 (1964)

O ヨノレン ・ウッツオン一 一シド、ニーオ ペラノ、ウス (1973)

。 レンゾ ・ピアノ+ リチヤ ー ド・ロジ、ヤ ースー ーポンピドーセ ンタ

- (1977)  

O ノーマン ・フォスタ ー一一香港上海銀行 (1986)

11寺ftlWfll 1や場所| 生の表現において優れており、つねに脳装から離

れない存在となっている建築である。

回 モダニズムの限界

l' 1止紀初頭のア ーノレヌ ーボ、一、アーノレデコから始まり、近代合理

主義の発展と共にモダニズムが開花し、良くも悪くも現代建築の礎

を築いたといえる 。 しかしその花も 80年代頃からしぼみはじめ、線

，，1.コZな

香花火のようなポスト モダニズムい、う徒花を咲かせながら断問ミ

へと移行し、多末安性の海に漂っているかのようである 。

このように見てくると、 20世紀において、建築は合理性の追求に

ロンシャンの教会( コJ レヒ' ユジエ)

よって そタ守ニズム の限界カ習院見した|時代: てーあ ったといえよう。

回 人 間 と 自 然

多 様|企のなかで、人1m1 : . 自然との関係を如何に空間として表現で

きるカ、。

団 ア ジ ア 的 発 想

t也球環境的に見ると今までは建築することが“ 普" て、あったが、

21世紀は建築しないこと、または最小限につくることが“ 普" とな

るのではないか。 また、 21世出己はアジアの諸者I1市が注目される 7ごろ

う。 ( もうされ始めている) 特に東南アジア、東アジア諸都市の多民

族型、多宗教型のハイブリッドな都市空間が21世紀の都市 ・建築を

リー ドしてゆく可有国主を秘めている 。 わが国においてもアジア的発

f!:! が必要となるだろう 。 ( よしむら と( L 、ち)

アジアの膜想性

渡 辺 豊 和

渡辺隻和建築工 房

田 山 口 文 象

直接の師として山口文象の ｢ 凶 Ｚｬｾ が大なのはいうまでもなし、 。 特に

RIAI I制てにな ってからの「潟市IJ 作座J は、当時の画一的な「近代主

義J 1 : . は違い、劇団事庁11l lJ 作座の特典性もあろうか、芸事li剤三団として

の共同幻想、が建築に投影された傑作てあった。社会主義リアリズム

の退屈な表現に陥ることのない造形的にもレベノレの高 L、共同的幻想

表現体、または共同幻想空間であった。

世界レベノレて1立、 一見陳腐ではあるがやはり コノレピュジエに尽る。

回 滅 び の 予 兆

一九六0 年代までの近代主義は否定的対象。

それ以後は自分自身の表現 ｊｉ 郁 ｾ Ｚ ｉ と重なるため自分自身以外のもの

は言及の声- t 象にし日fh、が、あえて言 うなら二十世紀はn滅びの予兆」

として建築は構想されていたであろう 。

回 瀕 死 の 都 市 風 景

滋庇の都市風景を如何に救出するかと 言 うことか。

団 アジアの隈想性

ノレえ、ッ サンスから今世紀までのヨ ー ロッパ主導の「人I: ¥j 'j "1心主義j

文明は崩壊し、人1mの概念が異なる、新たな 「人間主義」の文明が

構築されるであろう 。 その軸をなすのが、東は日本から、西はイス

タンブ ー ノレまで広汎なアジアの ｮｾ 想 ｊ 性 ｊ であり、これを建築空間

化するこ t こそ、 21世紀のあ也に違いない。 ( わたなべ、 とよかず)
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20世紀の建築は語られ、そして21世紀の建築は描かれたか

一一一 ア ン ケ ー 卜 の ま と め に 代 え て 一一一

佐 藤 不 二 男

編集委員 ・大阪大学大学院環境工学専攻助手

過去の歴史を振り返る時、 100年い、う単位が来たして適切であ

るのか。例えば円本では この100年の聞に、明治、大正、 H百平[ 1、平成

と4 代も元号が代わる一方、大きな節U としては、第二次世界大戦

のJ酬を境に、建築や都市の樹; 目はそれ以前の50年とはよ搬になら

ないほど劇的な変貌を遂け‘ た。 その後、 70年代の市度経済成長、 80

年代のパプノレ経済とその崩壊へ、 と社会はめまく守るしく揺れ動き、

ここ数年の高度情報化の動きは、過去数十年の変化に匹敵すると 言

われるくら L、のスピー ドて1副主し、さらに加迦支を強めながら一気

に21"1止紀へなだれ込もう t している 。

建築はその社会や人々の心を映す鏡てある、 t も言われ、建築を

語ることはある意味でその社会を諮ることである。一方、建築のみ

でその社会のありょうを語り 、さらに予測する ことは、ややもする

とー而的な見方に陥る危険性を苧んでいる 。

このようなある程の矛盾や限界があることを知りつつ、あえて今、

r20世紀の建築を総折して、 21世紀の建築像を牒る」というテーマ

を設定したのは、決して大t 段に構えるのではなく、剤師己の建築

デザインの果たした役割とその限界を素直に受けとめ、その教訓を

次世紀の建築 ・者11市デザインへ活かそういづ謙l阪で具撃な姿勢で

ある 。

20世紀の建築は何だったのか、という総体 としての評価は別稿に

譲り、 ここ で" は実際の設計者ひとりひとりの言葉てY のように 20世

紀の挫築を語りうるのか、いわば、個人の建築史の創立を通して 20

世紀のム! ! 築像を浮かび上がらせようと L、う試みてある 。

このような試みに対し、主に関西で活動する 43名の設計者の方々

から果敢な回答が寄せられた。 それぞ、れの年代、所属にも大きな l隔

があり、 これらの回答から統計的な兄)i てや一つのが市命が書訴守される

はずもなく、むしろ、 このような生きた立見の|陥の拡がり こそが、

201断: 己そして 21世紀の多様な建築像を端的に物語っている、とも 言

えよう 。

と1;1: ｾ＠ 、え、 このような大胆な矢を放った編集側の責任の一端を多

少なり t も果たすため、若干の私兄を重ねながら! 浪られた紙面のrll

で寄せられた貴重な意見の解説を試みたし、。

20世紀の建築とは

20世紀引先に過ぎ去りつつある過去と凡るか、いやまさに明北そ

のもの( 岸) と見るか、ひとつの大きな分かれ目であろうが、 20世

紀は、 ｬ 当 ｛Ｑ｝ 主義、合理主義、平等な市民社会、資本主義、大量 ￬ｾ￭ｐｊ 、

技術革新、などのH寺代であり、 このような社会を背景にした建築は、
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ずばり近代建築( 太問) と 言われる。

産業革命によって生み13ゆれた新しい素材、構法、技術な E によ

って、新しい社会に対応した空聞を創造した( 塚口) こt は論を持た

ないであろう 。平等な場 ・消費される空間( 池上) 、それまでの建

築や都市に比ぺ、はるカ、に便利てや健j素的な空間( 市口) を実現し、

普遍的な市関上会の空 ｉＺｾｊ 像Ｈ新居Ｉ 、 などを提示した こ とは 間 違いなし、。

その結果、生まれたデザ、インの状況は、百1日| 新 し( 浅井、」ニ杉、問

問、佐野) 、巨大な走馬灯( 凹 I-t
l
) としか言いようのない多様なスタ

イルの建築を生んだ。 その大半は、 1射止紀末の歴史様式などに対し

て機能主義に基づく単純な形態として出発し、70年代のポス トモダ

ンの動きも - J I 寺はあったが、基本的には装飾を排 した建築様式( 小林

一、久保) とし て定着し、資本主義を象徴する機械( 遠藤) として、

H寺にはl政争をネガティブに支えながら ( 111村) 、合理性と普遍性の世

界的主財英てやの様式化 (上 IJI ) が行われた。 まさ に理性が見た美の世

界 (LLJ 凹) のf槻 化である 。 このような建築の大衆化が岡支に進ん

だ結果、建築の持つ祝祭的要素がfお足し( 迷松) 、建築からポエティ

ックな雰囲気が消え( 瀬戸木) 、都市や社会との関係が希薄になった

という見方もできょう 。

しかし、本当に 20-1:[ 1:: *己の建築は市民社会に対 して平等てあり、 人々

を守り、 心 の豊かさを捉 イ ｾ ｴ し えたのか。その答えは図らずも先の阪

キ11
1・泌路大浜災てい露呈 し、結局は資本主義の経済原理に基づく 強者

の論理が支配的ではなかったのか( 西村) 、 といった率直な反省を生

んだ。物理的には生活の盟かさが実現されたかのようにみえた一方、

自然や伝統 ・文化 に対する謙鹿さを見失い、西欧の合型主義、機能

主義に対してあまりに官目的ではなカ
B

ったのか( 三谷、吉羽) 、 とい

った疑問 も出され、20世紀のが時包であった西|孜の二元論的世界観

( 歌、柏木) 、合理主義やモダニズムの限界( 斜野、吉村) カf指摘さ

れる。ガ時E としての西洋の 「建築なるもの」への信頼が解体された

( 加藤) とも 言 えよう 。

その結果、建築の知見である都市や環境に対し、大いなる負の造

産を生み出した ことも zl 玉' 夫であろう 。昨今指摘される様々な開境破

壊( 竹原) を生み、群としての建築の構成原理に対するストラテジ

ーを欠 L、た( 笹木) ため、今 nの都市景観の混乱を招〈結来となっ

た。 いや、むしろ、 20世紀の建築はそのような環境破換を? 押 し進め

た張本人ではな いか (1雨Jl 3: i 、瀧) 、 とい った厳 しし寸旨摘が必ず‘ しも誇

張した表現 t は思われないのは、私たちのl恨の前にある混乱 した都

市の様相である 。 その先に ri ，威びの予兆J t しての建築( 渡辺) を

感じ取るのは果たして悲観的過ぎるであろうか。
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21 世紀の建築の主題は

21世紀は地羽迂環境問題への対応( 池上、金、小林一、寺地、新属、

= 谷、 三宗) を重要課題として指摘する戸 li 多L、。 この問題はライ

フスタイノレのあり方な ｅ カ苛獄 ｉｦ ｾに給み、決してハ ー ドな器としての

建築だげで市決の有効な処方筆が見つかるわけではな いが、果たし

て、 サ ステイナブノレデザ、イン( 久保) 、人にやさしい、自然にやさし

い(1前JII I、収 [R) 、 い う 締 鹿 な言葉を裏付けるどれほどの実行可能

性のある具体的な提 言 が建築界から ｉｾ しうるのか 。

ヂiエオ、ノレギ一、 リサイクノレ、長寿命化、など個別の課題に対して

は今後の技術開発に期待する向きもあるが、大掛具、超高! 胃の建築

は作らない( 石井) 、あるいは建築しない こと( または最小! 浪につく

る) が汗となる( 吉村) 、 ぃ、った、 これまでの建築の経済問主jj-一辺

倒のスタンスを少しでもシフトさせよう( 羽目) という tl 守摘が社会

に対してどれほ E のリアリティを持ちうるか。 まさに、建築家のよ

き意味での村白波のn mＨ木多Ｉカ ｾ ｉ ｕｊ われる時代である 。 いわば、 こ

のような地羽詰環境問題への対応も含め、 211止紀は社会のパラダイム

そのものの問ぃ直しが必要であろう 。

これまでの二者択一的な西駄の二元的世界観、人間中心主義、令

宅 ｪＡ 主義て、はなく、無 ｬ こ価 値を兄い ， ｌ ｉＧ ， す ｾ ｉ 三二 元的 価 値観Ｈ柏木Ｉ、様々

な考えやイf- 1l : ょを計二零する東洋(1旬、アジア的な思想、をベースに構築し

(i 刊 J 、波辺) 、 二元論的な単純な兄方てやは解きえなかった都市や環

境の複雑な課題に対し、むしろ、多様性の混在を認めながら( 六

51> 1 ) 、訴組ごとに対応した多元的制I i 値観( 市 mをつくる、 という考

えて‘ ある 。 その延長j段上に干111かれる 一つのモデルは、ハイブリッド

な［ｦ ｪｦｴ ｾ ［ ｬ､ 含 凡 せるアジアの諸者 Ｑ Ｑ ￯Ｇ ｬ￯ である 。

こうした背景には、その{砲を西臥-に求めた 日:本の近f怯主築とそれ

までの生活様式や伝統的空!I ¥J との大きな御前色という矛盾が慨に l臨界

，' ，'Xに述したという司l 実がある 。モ夕、、ンかポスト モタなンかという阿巨大

的文脈の '1-
'
て建築を語る ことにそろそろ終止符を打ち、平たく 予言え

ば「写 ｾｦ｜Ｚ のジ‘ャパ ニー ズ、デザ、イン ｊ (iftg) なE につい て地に足のつい

た議論がなされても良い ｈ 梨切ではないか 。 その ｊｾｾ 昧で、西臥 ［的モ ダ

ニズムの手法と円本の伝統的空!I ¥J 性の表現との相魁に果敢に取り組

んfご近代建築の繁明j切る? 見直す( 岡村) い、う姿勢は、最近の初期

モダ ニ ズムのイメ ー ジを ｦＱｊ￭ ｾ ｬｬ とさせる透 明 感、開放感あふれる長Ａｦ築

( 小林恒) にその萌2停を見る ことができる 。今後のテ。ジグノレ、ヴア

ーチヤノレ社会への対応として、 リアノレな空間としての身体性のwJ 復

u立志、 T刊ヰ) 、自然に対する! 音性の: 克明星( 新居) 、といった指摘もあ

るが、こ の身体性のある空11¥1についても こうした1現長から今後深〈

言指命される必要があろう 。

これまでの様に口棋や課題がlリ阿佐な|時代ならともかく、状況が複

雑に絡み合った これからの建築の諸相 を明快な主義や迎! 百合で解くに

は限界があろう。 21世紀は、 これまで‘ に幾度と な く繰 り返された様々

な流行に左右される ことなく、建築の ロマン ティシズム( 徳間) 、本

源的な空間( 中山( ¥) 、芸術としての建築 ( 111曲奇)、 ぃ、った建築の本質

を追及する姿勢も犬切にしながら、 人聞が建築全てを コン トローノレ

するという強い主義主張ではなく、対話や コミュ ニケー ションによ

る複数のまなざ‘ し( 瀬戸木) 、 人が向然に建築をつくる (ru砂) 、 とい

う柔らかな「静かな思考、弱い思考J が求められる H制t であるかも

しれなし、。

*  *  

今 I!.'] のアンケー 卜ては、各設計者に;il縄 冷 与 え た 20世紀の建築に

ついても語られている 。 ここ に挙げられた数多くの建築家および建

築作品は、 20世紀を代みするデザ、インの動向というより、むしろ、

それぞれの設計者と娃築との出会い、感動、想い入れ、などが厳々

に重なりあった桐々人の秘められた厄i歴てあろう 。

多くの設計三台が言及したライ ト、 コノレピュジエ、 ミース、カ ーン、

アアノレ 卜、そして村野藤有- やナJ'下位三 など、いわゆる 20世紀の巨匠

達とその作品は、 ＲＰ 世紀の時「に ｾｩ Ｇ ｩ キ ＱＱ Ｑ を ｦ 料 ｬｾ 化 した Ｑ ＱＱ 点として 、 ある

いは、 |時代を超えた始源的、件直的な空間として、今後も 引 き続き

諮られるであろう 。 しかし、私たちは彼等が獲得した地平 にL、つま

で。も留まって いるわけにはいかない。

ｾ築にはある ｊｾｾ Ｚｉ 味で ＱＱ Ｃ Ｇ 代ぞ先ＮＺ， ￲ するａ￭ Ｇ 昨年＿性が求められる 一 方、 ｈ 寺

代に jlli 底する411L遍性があるのも事実である 。歴1t は繰り返す、 と言

われるが 、 単 純 さと Ｑ Ｒ 躍さ、論迎 Ｚ ｉ ｾ ｴ と砂 ｼ 主 、 世 界的 特遍性と 地 域性

や伝統性、など、 ー兄相反する概念そのものを包折しながら、デザ

インの針 li 両者の II¥J を行きつ戻りつつ振れあsけ7てきた ことを過去の

建築は物語って L、る 。

21世紀の針は果たして E のような振れを見せるのか。残念なが

ら、 H寺は普Ilt' 私たちにあまり桝予を与えてくれない。

ここ に寄せられた多数の社重な立見が21世紀の建築デザインを

切り桁〈重要な鍵となる ことを願うものである 。(1;)<削品)

( さとう ふじお)
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素材と技術が生み出す desi gn

• • ‘

 
.

 

• • 
竹中工務庖満代

Mit suy。

板倉

レコ
雑 貨 か

素材 ・技術の源流へ、 Re - appr oach することにより新たなる創

造性にむかう ことを企画するシリーズ第 9 回は、素材「ゴムj をと

りあげる。

日常、実に申面玄い使われ方をしているゴムだが、建築材料におい

ては陽の 目を見ない「縁の下の力持ち」的存在である。そんな凝り

固まった概念に少しでも色づけできるよう、最近の雑貨事情を通し

てゴムの魅力的な建築素材としての可能性を探ってみたい。

(1素材と技術が生み出す des ignJ 幹事会)

ゴ
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と

技

術

透明なココ、製1111は、パスアクセサリ 一等、1 ' 1用斜ば5として街1:11に

nにやl くようになってきた。透明放に自在に色をつけることが可能

となったそれらは、 JU:. II I:.'. けでなく、手触りにおいても我々を楽

しませてくれる 。「ゴムの19'1! 感J 1: :Pi' l 、てもイ云わるまし、。ii 'i しゴムの

手触りを連想すべからず。今では「ラパータッチJ い づ 表 現 ま で

世の中を悶歩しているのだからー 。パックスキンのように十11 らかで、

ミクロな突起の集まりを持っそれは、 irt度さえも侍ってし、るかのよ

うなマットな手19'1! りのことをさす。 しかし、これだけがココ、の手触

りとは限らない。ゴムシートを作り 11"1す過程の 1-11て金型にf f : l 1I工をす

ることにより、へアライン状にも、布状にも、板; 犬にも表而加工す

ることができる 。

ｩ 必丘の対 ｈｾ に共通な特長「透 ｬ り Ｑ : スケノレトン」。刻凶Tに留まらず、

LI ｊｬ ｉ 品からウォークマン、衣服、 ｈＨｾｉ ＺＺ ｾ Ｎ Ｇ［ ｇＺ話やコンピュ ー タ ー な ｅ の

約十li 機総まてある 。夏だけのキーワードとは|彼らなくなってきた。

これらは、市強度のプラスチ ックやビニールや越紙wの加工技術が、

これまでの「隠すj という治イL的なJ J l ! Jモからの開放カD:j ; J ; 代の人々 の

感党にマッチしたあらわれと考える 。

このようにコ〉の削! 感が作り 11'，す知楽さは、また別の犬切な責務

を持つ。 それは、人に優しい ・安全であるということだ。

ところで、ココ、の分野においては、 これまでー令成コーム製品として、

タイヤや革似底、ウェットス ーツ、佐築|長l係では免i支ゴム等な ど、ノ、

ー ドな条件下てのの飽くなき欲望! に点、lする |井l発が進められてきた。frli

'Jrtl 材であるカーボ. ンブラック( すす) が、もっと強〈、も っ とl p( 、

もっ と いづ人間の紗留を ｾｉＺｉ 胤させ、それ故に祭の衣装刷版。わ

けにはいかなかった。 しかし、こ の分野に おいても透11) 1イヒのI皮は: t1] 1

し寄せ、多様な特長を持つ透11)1コームが出現しつつある 。

後治議五努

たJ': 広 k己Jl

、Ｎｾ機約約

;岱 明

仁J
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縁 の下からお陽 様の下へ

ゴムの歴史をたと' ってみると、その多様な性質が見えてくる。

人類のゴム使用の痕跡は 6世紀にさかのぼり、 16世紀インデイ

アンがゴムポールとして遊んでいたことが、 17世紀同じくイン

デイアンがゴムの樹液を衣服に塗り付けていたことや履き物と

して使用していたことが記録されている。 18世紀になるとレイ

ンコー 卜や消しゴムとして用途が拡大された。( ちなみにラパ-

rubber とは rubout  : 擦り消す、から派生したもの) しかしゴ

ムの樹はアマゾン流域のジャングルにしか点在していなかった

ためげ世紀に発明された加硫ゴム< ! V i t 賞、カーボンブラ ックと

の化合物。 期金や耐久性が増した) は「黒い黄金」と呼ばれ珍

重された。そして、植樹により生産が拡大した加硫ゴムは、 19

世紀後半自動車の発明により、タイヤとして自動車産業の担い

手となっ て発展していった。

20 " 世紀、天然ゴムの代用品として開発された合成ゴムは、多

様な性質を持つ捗| 金物質を総称してこう呼ばれた。天然ゴムに

負けずとも劣らないこの物性範囲は広〈、戦後の石油化学工業

の発展によって合成ゴムとプラスチックのま期IJ か難しくなると

同時に、ゴムを定義することも極めて困難になってきている。

広義とし ての合成ゴムとプラスチックの違いは、常温にて弾性

を持つものがゴム、塑性であるものがプラスチックと認識され

てもいる ようだ。

••••••••••• ゴム製品がカe ラス ・プラスチックにかわり台E頁してきている幸i主1'i:

の世界において、害I j れない、人制如、l けないという特長がクローズ

アップされてくる。それは、コームの ＺＱ，［Ｐ ミの特長 ｲｾｬｩｪＺ 性 ｪ に谷るとこ

ろが大きい。

ここ では主を貨によくみられる持|全をもたないプラスチック製

品よ りも、弾性をもつが故に色を持たなかったゴムに注目して

みた。なぜなら、コ.ムの魅力は弾性にあり、建物は不動と決め

付けている概念の中では不可能を可能にする唯一の材料 と恩わ

れるからだ。

ｾｉｩｪ 性とはカによる変形からも ｴ の姿に戻ろうとする復元 Ｉｊ のこと

をいい、いわゆる物質自身に固定した形を与えな L、。例えば、必と

しても害I j れないゴム製の花瓶 L上の写兵) は、イEによってあるいは

その円の気分によって姿を変えることができる。 またファッション

分! 釘'においては、人の動作、イ| 苛性によってフオノレムを白 rl l自在に変

化させることができるゴム素材のデザインが注目されたりしている

(1ごの写兵) 。 その商品に使われた「体と の対話J というコンセプト

を、そのまま建築分野に対応させることは可能かもしれな L、。いや、

もっと代初長って、ゴム t は「人r : IJ と牲? と1<1然 t の対話J をコンセプ

卜にあらゆる分野でテ。ザ、インされうる 2fひょとし、 L、きってしまおう 。

ゴムは、偉大なる功績にもかかわらず縁の下の力持ち的存在

であり 続けた。 しかしゴムの多様な性質と世の中の流れに目を

向けたならば、も っとちがった陽のあたる世界での活躍が見え

て くる。透明な皮膜は、内と外との気配を伝え、見せたい ・見

られたいという 人々の潜在的心理を突 し ソフトな触感は、人々

に安心と安全を与え、柔軟な物性は、人々に夢を与える。

さぎる jJ伊J

.J -.  I  _! . ，_ 
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ー一自己紹介及び今の仕事内容に ついて。

妹尾 幼い頃か ら人形の服を作るのに芸:' 11:1にな っていて、 fJ R!:. 1;): 限

らず布をいじっているのが楽しくて仕方がなかった思い出があり、

デザ、イナーとい別協般になろうと忠つてな ったのではなく、! 肢が好

きで自分の服も作っているうちに自然に現在につながったという感

じです。大阪モー ド学園ファ ッションデザ、イン学不十を卒業 して 1993

' F- 、テ、、ザイナーの茅野正彦 t ともに iHI COINPASSI ON， INC. J  

を設立一 “ HICO"というブラ ン ドでデ、ビュー し、その年に大阪 コレ

クションの新人ステージに参加しました。「今を呼吸し、| 時代の生

.丙・空間の感じるスタイノレをれIl j童福1ゆする j ことが HI COのブラン

ド ・ コンセプトですが、そのシーズンのテーマは ｩｬ Ｚ ｾ ｬ ｴ Ａｴの光と石 ｪ

でした。 これは、写よLてヨ己たフランスのノレ ・卜ロオ、修道院、アーチ

のi 臨'しするロマオ、スク建築ですが、そこに差 し込む光と ;i.4のう つろ

いに感動し、インスピレー ションを待て、服として表現してみたく

なったのです。美 しいと自分力可惑じ、感じたものを表現する、それ

は新しい形やデ、ず、インを考えるとき、日常の生活で目にする 芸や木

の葉か ら美術や彫刻、建築まで興味のわくすべてのものを意識する

感党を犬切にするようにしています。二人のデザイナーによって感

党を融合し一つのものを創造する形で仕事を進めていますが、もと

もと Jき性が近い こともあり、テV スカッションの積み重ねやスケッ

チのやりとりを繰り返すなかでイメ ージが共有でき、そ こからまた

がfたな発見や驚きに 出会い、そんな楽しさや新しし、ものへの探究心、

これらは幼い頃から今にずっ と続くものです。

川嶋 大阪コレクションは 1987年、コシノヒロコ氏の徒同で始まっ

たもので今年で12年目を迎えます。その年に| 品H13ジ、ャ 一ナノレ社に入

社して以来、同社が運営事務局を務めるｼ剣係、で本 長 ｾの編集の仕事に

加えて大阪コレクションを担当 しています。結以，ftのIIIT、大阪の活性

化と務手デザ、イナーの発姉、育成を目的とする催しですが、財界や

大 腕ff 、大| 阪市などの官民- 1 本主催のコレクションなので参加テ千

イナーには厳しい選考ヵマラわれます。 また、業界向けの招待方式と

l式典なりチケット販売方式で設でも見る ことがで冶るぶん、熱気の

あるショ ー となります。回を重ねるご u こ海外での評価も高まり、

昨年はベソレギ一、フランス、オランダから計 4名が参加を果してい

ます。新入部門は、今や大阪でデビュー し、そこから世界に羽ばた

く い づ 登竜門的存在になり、インキュベーション機能を果してい

ます。 また ここ 数年、若手デザイナーたちが商船場にJ古布I i やアトリ

エを附設する動きがあります。かつて若者文化の発信地てあったア

メリカ村が全国から修学旅行生らが集まるような観光地化し てしま

ったことで写rrたに隊同委する地域に移動しているのですが、これに伴

いトレンディ ーソεーンカ滴i として広がり、街の活性化をリ ー ドして

いる 。 この動きは南掘江や事ifrlllTにまで広がろうとしているそうです。

こうなるとまさにファッションが衡を変える、大阪コレクションが
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ファッション関係者に聞く

ー建築とデザインー

大阪のi舌性化につながった、 とし、うと ころでしょうか。実際のと こ

ろ、商船場あたりには今まで凡られなかったおしゃれな若者が悶歩

していたり、古いヒツレ1洋の川にレストランや底舗が目立ってきたり

しています。

有能な新人を次々輩

出してきた大阪コレ

クション

(写真は HI ∞の作品)

妹尾 テ、、ザイナーはコレクションを発表することでより多くの反響

や車 ｉｾｘ をダイレクトに 受 けることが出来、また、新しいテ ーマ や形

にり凶役する ことによりな欲をかりたてられるものです。 そういう発

表の場を大阪 コ レクションが拙ｾｾして下さ っ ています 。

川嶋 もともと「壁J = i日泥Ji J t の概念j を壊すのが関西のパワー。大

阪コレクションは既成のコレクションとは方式が呉なるし、 ｾｍ 調 ｩ

常サイドやテ、、ザ、イナー刊!IJ もL M手のどジえ、スライクな取り組みではな

いぶん、観客に伝わるものがあります。大|阪 コレクションを経て生

き残っているテーザ、イナーも独自性を持った人、つまり「壁J を打E皮

してをEき残っていると 言 えるのでは、 と. i 目、います。

一ーところでファ ッションと生活のイメ ージぞお聞かせください。

妹尾 ファッションと生前を個々で考えるので、はなく生活すらもフ

ァッションの一宮11てやあり、また、ファッションとしてた" I t のスタイ

ノレを意識しているのではなく釜山での一部として融令していること

が自?! : : ' 1ごと私Ws' ，います。 これは会社の コンセプトでもあるのです

が、そういう怠l床ては梓汗などインテリアはと っても興味がありま

す。“ 感党にマ、y チする" い、うこと、 これはデザ‘ イナーに限らず一

般の消費者にとっても大切なことで、身の回りには好きなものを置

きたいし、以前ならそれは'1童れfごけに終わ っていた こt が今は手に

届 < 1時代fごと思うのです。 それだけに選択もと っても厳しいです。

また、テ、、ザ、イナーは2与を与える仕事 t 言 えますが、消費者自身も夢

ぞ凡るのがうまくな っているし、願望をストレート に表現する様に

なって主ているい、う印象があります。キ1 J . 童のデザインも今の生活

形態をエイジ( 年齢) で分けたりするので。はなく、年齢を越えたス

タイリング= “ 感党がマ ッチする" 人が自然に集まってくれればい

いと考えています。

川嶋 実際の t ころ、あのデザ、イナーのfJ Rなら何でも若たい、そし

てコレクションの当日には、そのデザ、イナーのファ ッションて、身を



川嶋みほ子 妹尾裕恵

側関西ジャーナル社取締役社長室長 HI C Oデザイナ ー/ HI C O I N P A S S I ON.  I NC 取締役

1959年大阪生まれ. 同志社大学英文学科卒業後、貿易関

連の会社を経て、 1987年、関西ジャーナル社に入社。 イ

ベント企薗運営を中心に、新聞・. 籍の編集などに携わ

る. 同社が運営事務局を務める関西最大のファ ッシ ヨン

ショ ー 「大阪コレクション J ( 主催 ・大阪コレ? ション開

催委員会) には、第 l 回( ・87年川月) から参画、事業運

営や圏内・海外デザイナーのケアなどを含む事務全般を

I旦当してきた.

大阪モード学園ファ y ションデザイン学科在学中、エー

ルフランス主催のファッション? リエータ一新人賞、国

際 コ ン ? ール佳作入賞、日本ファ ' J ' : / ョンデザインコン

? ール他、多数入賞。卒業後、 1993年ファ ' j / ' ョンテザ

イナーの茅野正彦と r HI CO IN PASSI ON.  INC. J を設立、

同年 r HI COJ ブランド ・デヒ' ューとともに、 1994年 S &

S 大阪コレク γ ヨン新人ステージに参加。' 例年 4 月より

東京コレクションに参加し、辰野側とオフィスウェア ・

ブランド( ライセンス契約) の r VENUSOL J を手機け

る. 1997年セカンドブランド rma- qui - aJ を発表。現在、 企画/ 会員企画小委員会

メンズウヱア ・靴 ・パック等を展開予定。 Di rect orj MASAKO. TSUKAGUCHI  

固めて家を出るいづ若者も大勢います。提案されたライフスタイ

ノレすべてを「含めて共感しているし、さらにはテ。ザイナーを表現者 t

して自分遠のカリスマとして兄ている部分もあるようです。 ファッ

ションい、うのは南船場の例もあるように、特に若い人達に; ; 開11を

与えるパワ ーを持つものだと思いますが、その若者が生活空t: t J や街

の空気を変えているのです。一方、私自身、職業意識や勉強のため

に大阪コレクションのデザイナーのH院を: A 際に持てみる ことがあり

ますが、素敵なテーザ、インと思っても着ると妙に窮屈に感じるものや

逆に気持ち良〈者られるものもあります。意Ir しいものを提案するの

がデ、ザ、イナーの仕事ですが、既成概念を取っ払って新い、トレンド

を発信、 リー ドする傍らこうした祈心地への目U也や者ていて楽しく

ワクワクする気分を引き出してくれる、 そうし、うテマザ、イナーが中邸主

いファンを引きつけていると思います。

妹尾 HI CO は年に 2 - 3 @1 展示会を IJ トIL、ています。多くは専門

j苫 ・百貨胞のノ f イヤーが気に入って f. l って下さいますが、ダイレク

トに消費者への販売が出来、生の，11が聞ける直営庖を持ちたいと力

を入れています。着心地や着て楽い、気分などの反応、を直抜待られ

るのは、何にもまさり励みになりうれしいことです。

一一弘E築についてどのようにお考えでしょうか。

川嶋 ファッションに、優れたデザインでも者心地がいまひとつ、

い、うのがあるように建築にも、 ii 技庁の訟判や索H百らしい? 訴|ーと言

われる建物に入って、作JI，ごか落ち析かなかったり、冷たさを感じた

経験は誰にで、もあると思います。雄物を訪れる人やそこで働く入、

そして住む人がリッチな気分をl床わいながら違平[ 憾なく過ごせる、

優しさと 温もりをJVLで感じられるような従案をしていただ、ければと

思っています。 フアヅションと同じで予ifr しいものを耳足り入れながら 、

人の心に冶在する次なる ニー ズを具 ［ｩｾ 化して示してくれる、バラン

スよく次のステップを感じさせてくれる、これもクリ エイ ターとし

て求められる ことだ と感じます。

妹尾 ファッションの背景に「建築J というものがあるとするなら

その娃築物にもまた、背対があるのではないでしょうか。処物と 言

え1I 、E貝に浮かぶシーンがあります。 スペインのそンテフリーオ t

いう土地ですが、建物全部が白い、まさに集務て空がAっ背、人の

1998年 6 月 8 日 於本会会1控室

IIIH: t . 皆、黒一色というシーンです。 これが妙に印象的で. 、そのせい

か“ HI CO"の服は修造女っぽい t 言われる こともあります。 そんな

シーンに象徴されるように、姥物だけが目立つい、うのではなし

か t 言って風景に溶け込むというのでもなく、調和しながら独自性

を表現するようなそんな建築のイメージがあります。 ファッション

もそうですが、“ 周凶を尊重しながら個性を感じる" というこ t でし

ょうか。今思う仁、平ｾは気が多い性もありますが、ファッション

に限 らずジ、ヤンノレを問わずいろんなものに興味を抱く ことは、物rfill

りを行う上で、 とても犬切なことのように思います。様々な分野を

大きな視野で見ていただければと思います。 そして、建築家その人

のイ間性や人間性をも全而に出していただければ、よりその人の作品

に興味を持ち、楽しみと期待が広がる様な気がします。

オリエン' 9 ) レをイメージにドラゴンのプリ

ントをあしらった重ね婚のドレス

( HI CO S/ S コレクションより)

川嶋 活気づかせるのは“ スタ ー性" ということでしょうか。肯い

訂π恐縮ですが、かつてピエーノレ ・カノレダンが種々の司喋て‘ 大成功

していた ころ、世界"1' から大勢のデザ、イナーが彼に憧れて弟子入り

し、また巣立って行ったという訴をIlfl L、たことがあります。 スタ ー

がいれば、そ こに若い人が集まり、活性化するのではないかと思い

ます。新人育成をひとつの目的にした卒業に|拘わ ってきて焔切に思

うのは、才能のある粁い人達が育つには、その作品や人物! とl身に憧

れて目標にできるリ ーダーが必要だい、う ことです。主主築家という

と、クリエイタ 一、ア ーテイス卜というイメージはありますが、こ

の “ スタ ー性" というのもキーワードのひ t っかもしれません。
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工事院理についてはほとんど認識していない。下手をすると、竣工

後に見つかった不具合も行政の責任であると、誤解されることすら

ある 。工事監理が建築物の質を大きく左省するにもかかわらず、し

っかりと機能していないため、 "1' 間検査が制度化されたとい、える 。

今後、中間検査が通 らなければ、工事がストップされ、建築主は、

損害を被ることになりかねない。 そういうことを防止する意味から

も、工事監理の重要性が主士会的に認知される必要がある。 これには、

行政による啓発だけでなく、娃築関係団体との協力 ・述封切5不可欠

ていある 。

述J叉事例は、ほとんどがrl-' 前段| 併で工事盟主理者未定とされ、設計

者は工事に |刻与していないケースが多い。施工者が、建築主から工

事計百負い、設計者は制館主だけを代理申請すると いう パタ ーンが一

般的てあるが、これぞ設計及び工不監理優先の仕組みへと変えてい

く努力を建築士には期待したい。

工事監理がきちん t 行われることカ可受透すれば、 "I'lm検査は必要

のないものとなるので、あるから。

6月12日に公布された改正建築基当地は、国際化規制緩平日、行

政改革、地方分権な E の社会的要請に対応しつつ、 lli lJ定以来およそ

半世紀を経た基準法の枠組みを抜本的に変えるものである 。

改正のポイントは、建期i住吉忍 . ＪＭ館空の民間 ｉ ｾｦｬ 放、中間校査制度の

創設、性能規定化、そして述担建築物設言1- 1 制度の創設と按通4明91Jの

許可化などであるが、これらの改正内容を実効あるものとするため、

行政庁制! l Jの運用 t 建築業界の対応が、今まさに問われている 。

l中間検査の実施による安全性確保と違反防止

阪和1
1
・淡路大足災を契機として建築物の安全性が注目されたこと

を受け、建築物の純工段階で基準に迎合しているか E うかをチェッ

クし、安全で適法な建築ストックをつくり出すことに、中|i川先制，IJ

皮の目的がある 。

検査を必要とする工程( 特定工砲とそれにあ，' 1 ; <工程( ' ( ; 愛知:却

は、特定行政庁が区域、期間、構造、用途及び加美を限定した形で

指定するため、各行政庁の考え方を周映させることができる 。たと

えば、木造 3附建て住宅の違反が多い地区を重点的に指定し、一定

期間l内て違反防止に成果を上け‘ るといったことも考えられる。

法

令

コ

ー

ナ

ー

l
台帳整備とその活用

今回の改正では、特定行政庁は、ム! ; 築物に|刻する台l阪を箆倫する

ことが翻鮒けられ、設でもl J i J 箆できる制度が州立された。IJ[院 内

容は、建築主、設計者、施工者、建築物 概要、ｔｬ ｲｾ 認年月日 ・ 番号、

中間検査年月日 ・監理者、完了』銘間二月日 ・監理者などである 。 こ

れ自体f; J : f . 制との概要都' 端的はする程度で、大きな変更ではない。

しかし、今後、不動産の; ; ; ' e r : : i に際して、階認の有無に力Hλ て、
'1'

問検査や完了検査の有無もその許制に影響するい、うシステムが布

14捌lに作られ、消費者が、男知也や主! ; 築物の大きさだけをやl断基準と

するのではなく、建築物の安全性や迎出金にも着目することになれ

ば、台l
阪の閲覧制度が有効なものとなる。

制度のねらいと して、市場の原理! が適法でない建築物ぞ自 ら排除

する仕組みカサ切符されているわけである 。具体的には、検査済証の

メリットを基準法 t は別の1 J ! 聞でつくる こしたとえば、 i前日: がな

いと融資が受けられない、あるいは、火災ｻ尉 ｩｾ の料率に影響すると

いったことが、今後の ｴｾ 討ｬＮＡｲｵ ｩｬｬ といえる 。

l
要綱等の条例化

靴認 ・検査の民間| 甘l放に伴い、これまで迷築主事の判断とされて

いた按道義務の特'(91降カ沖寺定行政庁の許可とされた。中高層建築物

や共同住宅などにｼ測する指導［要綱等も、船長は階仇 ＱｾＡ せて行耐旨

導として行われたが、民f l I Jflrli 認ではそれができないため、主なもの

は条例化することが各行政斤で検討されている 。

l
民間確認・検査機関の活用

rl'IIJJ 枕査は、そ の対象に何を指定するかで行政庁の主{ 本性が問わ

れることになる一方で、増加する業務註に見合う人員確保カ咳 ｦｾ しい

いづ側面もある。行政改革の流れの中て行政の組織もスリム化が

求められているこ t から、いずれの行政庁にとっても大きな認姐と

なっている。

その対応策のーっ として、民間阿佐官. ・i舵 E機関の早期立ち上げに

よりある程度の業務をカバーしてもらうことが欠かせない。当面、

民間サイドて自発的に設立されるケースは稀であろうから、行政イJ ! IJ

から民間団付噂にfi ' T 極的に働きかけて、 7出 L 'e支援する必要がある。

l
確認重視力、ら検査重視へ

*  

す位、それぞれの行政庁が、改正法の施行に向けて準備を進めて

おり、並行して、近畿で1ま工事l紅型者の徹底や中間検査について統

ーした運用により高い効果を上げるべく、行政庁間て'1i : &: 論をすると

同H寺に、関係団{ 本との| ぷ誌を始めたところで会ある。

γ 回の法省敏正を実効|生あるものとするため、法の運用や体1 I l lJ づ

くりなど行政庁に謀せられた訪日直は大きいが、これに加えて、建築

業界の努力 t 市民の意識改革がうまくかみ合って こそ、そ の効果は

期待できると考えている。 ( す み さ き つt む)

新工ri 可の設計図舎の審査と竣工後の完了検査い、う現行のシステ

ムにあって、入口に当たる Tlraz，はほぼ100%申請されるが、出口に山

たる完了t畑山、全国平均て澗35%に過ぎないい、う実態がある 。

つまり、申請の65%は、検査を受けな いため、申請どおり建て られ

ているかどうかがわからない。にもかかわらず、行政は書類が合っ

ているかどうかを* 1 11かくチェックすることに労力をf史いすぎている

嫌いがある 。

1I' Il l J 枕査の実施に向けて、これまでの雌認段階の審査のやり方を

簡素化する方向て再点検することも必要である 。民問機関の活用と

併せて、行政の内部努力により、検査に充てる労力を生み出すべき

であろう 。

目的忍カ境整てあっても、実際に建つ建築物が適法でなげれば、結

果として法の実効全は石rt 保きれない。建築基当曾去が「ざる法J
い、

う汚名をi旦とするには、今回の改正を受けて、それぞれの行政庁が

石信Eから検査へ重点をシフトさせる体1111Jづく りを行う必要がある 。

たいていの建築主は、設計や施工という相党念は理1解しているカミ

建築と社会 ・1998. 9

l
工事監理の充実
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ぞ構造の頁

ラック等) ぞ知ることができることになる 。

材料中に入射した超音波は、材料中ｾ伝掃する聞に材料中の組対占

( コンクリ ー 卜材料では、骨材、気i包等) との相互作用によって、

散乱、滅表、速度分散等を生ずる 。図 2 は、材料 中での超音波伝婚

の様子を模式的に示したものである 。

ハ

γ
波射反

.. ..金二 4 ゐ

骨二。 Q  

散乱体が少ない場合 散乱 体 が多い場合

図 2 材料中の超音波伝婦の様子

構

造

の

頁

散乱、減衰の程度1;1:. 、品郎裁の状態によって特有のものとなり、 こ

れを解析する ことによ って“ 材料の内部を覗< " ことが可能となる 。

超音波信号から観測される情報は、超音波の音速、信号振幅の変化、

並びに超音波信号の周波数スペク トラ ムの変化等である 。 コン クリ

ー卜材料において も、 これら超音波情す民をもと に、水セメ ン 卜比、

骨材配合等の1部制犬態を材料を破域せずに推定する ことがで きると

考えられる 。

いずれの材料ても、広島知ま強度と密接な関係がある 。 コンクリ ー

卜材料では、* セメント上l 骨材界面の孝IJ 肉!t セメントペース卜 1:1:
1

クラック等が強度への封建11因子 となる 。強度を支配する五H織因子の

状態を超音波で推定することにより、コンクリ ー 卜強度を非磁波的

に高い精度で推定することが可能となる 。

l
超音波によるコンクリート圧縮強度測定

コンクリ ー ト強度詞引Hに対する上記の基本的な考え方に基づいた、

著者らの試験結果を図 3 に示す。

構造物が安全力、否かを詞if nfi するためには、どの程度の強l支を持っ

ているか、設計耐震制支封筒足しているか、 とし、うことを定量的に

求めるこ t が必要となる 。

コンクリ ート構造物は、われわれの生活に最も身近なありふれた

もの と言 えるが、それらがひと たび崩壊する t 多くの人命力
f
苦手われ

る可能性があるにもかかわらず、健全性割自rr技術は主主備されておら

ず、しかも実用性も乏しい。これは、“ コンクリ ー卜構造物は壊れな

い" との安全ネ
'1
'話が広〈浸透していた こと による 。阪村 ・淡路大震

災においては、設計強度を超える応力が作用して倒壊したものが多

数あるが、設計強度以下の作用応力であ ったにもかかわらず、それ

に耐えられなかったケースのあることも指摘されている 。

“ 安全とは限らない" コンクリー卜桃造物の安全性を担保するに

は、桃造物の各部位の強度制同皮康的に矧l百し、構造物の両‘ i震性能

を定量的に把握する ことが必要で、それが社会的な要請であろう 。

金属材料では、超音波' による物性詞ヰl同研 究が進んて、おり、 超音波

伝f樹寺性をもとにミクロンオ ーダのボ、イド、転位、 析出物の状況、

結晶粒径等の働問組織を把握て3 るようになってきている 。j ;tJ附'ij一

料のような多結晶体では、これらf蜘¥Is*-邸哉の状態が分かればV虫度を

推定することができる 。

コンクリ ートでは、 7H セメン トヵ可昆合して回イヒしたセ メン トペ

ース トを 母 相 ( マトリ ックス) として、その中に 1mm以下のものか

ら数十mmのものまで大小さま ざまの寸法の骨材( 似将IJ あるい は岩を

砕いた砕石) 、気泡( ボイド) 等カ号制L体として存在しており、超音

波による精度の高い測定は困難と 言われてきた。図 1 は、コンクリ

ー 卜及び宮対同材料の断面 を示したものである 。 コン クリ ー 卜中の散

乱休の大きさは、標準的な査対同材料の結晶粒( 超音波の目から見る

日開Lf本である) の大告さの数十イ音~数日音てあるものの、散乱f本

の大きさのバラツ キの平島支ては鉄鋼材料と同等であると見倣せる 。

l
コンクリート構造物の非破壊評価の必要性

l
超音波で何が分かるか
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ここでは種々配合の φ150mmX 300mm ]I S 規定コアサンフ勺け形状

の試
l

樹木を声叫に、コ ンクリ ー卜仁
1]

制云摘した超音波の音速、減衰

併汁生、周1皮数スペク トラ ム*，N生をもと に求めた コン クリ ー ト配合の

個々の情報より、圧縮強度を推定した結果を示 している 。出|攻して

いるのは従来式音速iWJ 定法による結果てあり、従来法に比べ精度が

大きく向上している 。

建築と 社会 ・1998. 9

としかっ)( よしあら

この ことは、散乱休の大きさに令わせて超音波の汲長を適切に選

ぺば、すなわち金属材料てや適用されている周波数、数 MHz - 数十

MHz の超音波の波長を コンクリ ー ト組織のスケ ーノレに合わせると、

コンク リー 卜材料では数十 kHz- 数百 k Hz の超音波を適用する

ことに より、金属材料て、研 究が進められて いる物|全評価技術を応用

し 、 コ ンクリ ー 卜中 の組緒ｾ ( 水セメン卜比、骨ー材配合、マイクロク



ビルの上に建つ観覧車の設備

=/111: 主主

日又V聞の頁
278 

ラ> 井上雅庸中野渡晴夫

附竹中工務居

このプロジ‘ ェク トは「者11心に遊| 弱地がほしし、J という粁才; の戸を

閃 ｬ 火させた、主 ｴｾ￐ 巨と建物とが→本となったアミュ ー ズ、メント七 ｬ ニ の

ＱＷｩ い彼合商業 ｊｪ 包設である 。 都心で制ｾＱｉ ＱＱ に釆るいづ新しい楽しみ

の創出と、若い人たちを中心に幅広い府主づ捕えにしたH寺I-tの先端を

行〈ファッション小売庖舗の集積カf相釆効果を生み、より高い集客

' 性をもたらす こt を4且っている 。

るかえ速機構を経てタイヤを駆動させる 。

また、 ｉｉｔｉｬ ｩｾ 愉や ゴ ン ドラ内へ の 屯ｩｊｪ ｪＡの ＱＳＱ 司会は、 ＢＱ Ｚ Ｑ 心 ， ｪｬｩｬｉｊ 昔 Ｑ ｉ と回 ｩｶ ￯［ ｩｬｩ 命

アーム音1I に設けた 2箇所のスリップリング、を介して行う 。

写真 2 に、ゴンドラの取り付け前の写兵を示す。 ゴンドラ定員は

4 人で、外径2. 25m、幅1. 20mとゆったりとした空間を引制呆してい

る。 ゴンドラには照明、 B G M放送、及び冷暖房設備を装備してい

木計画仙1J . 、大阪の北の玄関 rlである梅田の中心地に位置し、三 1-

ｩｩｬｬ ｩＺｬ 也周 辺には商業施設が期 Ｑｾ し、若者たちでにぎわっている 。 雄物

は、 地下 Ｑ 階から士 ｕＶ 階までが秒 ｾｊ 仮ｽ［ｧ舗、 Ｗ 階及び Ｕ ・ Ｖ ｊｬ＿Ｇｩの 一

昔11が飲食庄舗、地下 2 階及び 8 ・9 階がアミューズ、メン卜施設とし、

う構成に なっており、また 8 階の南棟には約200名収容のイベント

ホーノレを内包する 。 本計画の ｬｬｾ ＭＺｫ の特徴である直笹 Ｗ Ｕ ｭ の大観 ｅ 間 Ｑ ー

には、 7階に設けられたプラ ッ トホームから釆ることができる 。観

ｾＺｴｉ ｉｉ の対日部の高さは ｊ 止七五ワ ＱＰＶｭ に達し、 ゴ ンドラの ｉｪ ｬ から大阪

の者II{ ，仰を一望できる 。

l ピルの上に建つ観覧車

写 真 Ｑ に示すように、 ｲｾｾＱ 百ヒツレの上に大規棋な観 ｅ 制 ｚ が設置され

ることは、 これまで世界でも例がない。机造的にも建物と同等の耐

民 ・附風安全性を有悩呆するとともに、さらに来客の安全性向」のた

め、 52台の ゴ、ンドラそれぞれにパッシブ型制振装世を設置してい

る。

設

備

の

頁
取り付け前のゴンドラ写真 2

る。 なお、常設の観覧車 t しては冷房制niJのZK曹は初めててある 。

一 方 、 防災制百としては非常Ｇ［ｊ［Ｚ ￬ 原、 ｾ ｉ ￖ Ｇ， Ｚ ｬｦ［Ａ 照明、非常放送、及び消

火器を設置している 。非常電源は、ヒツレ用防災発む機と観覧車専朋

発割愛により 二重化を区|り、乗客の安全性を高めている 。

ゴンドラの冷房は、 図 1 に示すように座席背後及び下部に設置す

る空冷の冷専エアコンにより行っている 。 このエアコンは、限られ

たスペースの 1:1
1
に収納するため、今回の観覧車専用に設計した。tc

治それぞれの座席背後及び下部に 0. 75馬力相当のエ アコンを設; 置

し、冷風を座席背もたれ上部より吹き/ 1 ' 1し、座席足元より吸い込む

こ ｴ に よ っ てゴンドラ内全体制 ｉ ｪＡｪ ｾｩ させてし、る 。 また、暖房は御前

背もたれ泉とシート梨、及び床ノ叶、ノレ裂に取り付けたロードヒータ

による暖房方式としている 。設青|条件は、冷房H寺には ゴンドラ 内で

27"C  ( 外気出渡36.C 、温度53%) 、暖房 IIWーには座席表面で 36.C (外

気，ｾ，｜ｩＧｊｊｲ O.C 、温度50%) とした。

エアコンのも日直制御は逃気側に取り 付 けたサーモス タッ 卜によ る

圧縮機のオン/ オフて行ーっている 。 また、ヒ ータは自己制御型のも

のを採用し、サーモ スタットは使用していない。

換気は 3種換気 t し、座席下部に設置した排気 ファンにより常時

排気し、扉の忠信 L口から新鮮外気 を取り入れる 。

. 観覧車刷暖房能力

冷房 0. 75H Px  Ｒｾ＠ ( 1 ゴンドラ当たり)

3，700kcaI / H  (J IS) ( 1 ゴ、ンドラ 当たり )

lゴンドラの冷腰房設備

完成予惣写真

また、大 池 袋 ｦｉｾＧ Ｈ こ も 縦覧 Ｑ Ｑ Ｑ の駆動タイヤが駆動レ ー ノレから 外 れな

いように、駆動装置に追随機怖を設けている 。

その他の安全装置 t しては、釆附l寺のゴンドラの振れ防止用ダン

ノf ー とゴンドラの扉のラッチの|日JI 羽状態を検知し、印刷の状態で検

知部を通過すると瞥報の発報及びゴンドラの停止を? させる設備を共

{illl している 。

写真 1

1. 2 0 0 W 青l'

160WX  2本

275W x  2本

3 2 5 WX  1本

1 φ - 200V 

j却腕日

背もたれ部

床苦11

暖房

l観覧車の設備

続日臨 lJ. il 担圧により駆動される 。 ビノレ 7 階の樹戒室に設fE した il 1l

庄ポンプの電窃麟動力が油圧に変換され、各ii11庄市l1f tl! 機誌を経lli し

たのち駆動装置部にあ る油圧モータを作動させる 。駆動装置はilJi 圧

モータの出力をロ ー ラーチェーン含介し、スプロケット歯数比によ

建築 と社会 ・1998. 966 
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圧縮機

ロードヒータ( 背もたれ)

クーラファン

コンデンサファン

ロードヒータ( 座席)

ロードヒータ( 床)

図 1 ゴンドラの冷暖房設備

*  

設

備

の
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エアコンのドレン初氷は、発生したドレン水を周回分貯め、ゴン

ドラがプラットホーム上に帰着したときに排71'くする方法をとった。

これには、 図 2 に示すようにゴンドラ下部のリミットスイッチによ

り、ゴンドラがプラットホーム上に戻ってきた こt 針蝕日し、その

イ計士により配管車到各終端に設けた屯動パノレフーを開閉させるシステム

を導入した。 これにより縦覧司Tの凹転中、 ドレン水を上空へ司討放さ

せないようにしている。

エアコン使用H寺のゴンドラ内の騒音レベルについても、 一般釆m

ヰij f ; : みのレベソレを判的呆している 。

五U二制介させていただいた観日間1冷暖房設備は、株式会社サノヤ

ス ・ヒシノ ・明昌、ダイキンプラント析と式会社の両社 t の共同でIlfI

発した ことを付け加えておきた L 、。

ゴンドラ底 ーーーーー

町 本 「 つンドラ前 1

プラットホーム

図 2 ドレン排水システム図

. 建築概要

ill 築 地 大 阪 市北区角山IlI"f

ｩｬｬｾ 主 ｉ Ａ 瓦包、 不動 産 制ｾ会初、十和 ｴ 会 Ｑ Ｑ 阪包、ファイブ

;没 ;n 糾ミ式会社竹 'I' _c;r-m占

J.i1!i 工 竹 '1' _GJj I，!; '対将且・制且立l ! 設: 1
1
<1口l企業体

経 l而fl' 1 52. 755m'  

榊 造 5，R  C， 5 RC/ s 3. F IO、Pl

J: JUI  ' 96. 6-' 98. 11 ( 予定)

Ｎ 観覧 Ｑ 附ｾ

l在 筏 75m

，. 百さ G L + 105. 7m 

ゴ. ンドラ 52台( 定f l H，、 11わk: 4 ｾ ｘ ＵＲｩ 今 ］Ｒ ＰＸ 名Ｉ

総 .m:，t  606. 4t ('1' 心和h亙1k56t)

胸 Ur.! J式 illil 了版到j

民i ｾｖｊ 機 交櫛先導 Ｑ 凶 ｊ 機 Ｔ 則

釆りＮｴｊ，ｾ 7附

Jml 百Ii IS' Ii¥J 約15分

;設没 J川| 械匂吠え会社竹 '1ド:工J務紛先如!占 . 併ψ拭; 会4剖l サノヤス . ヒLン/ / 01明別昌

』胞匝 仁 f竹作削Iρ川'i口t也工I務初先如J占

十粍t会4札1 サ/ ヤス .  ヒｾ＠ / . 1川刊州11，仰 明1早別fl L'.E1  

i  

( なかのわたり はれお、いのうえ まきのぷ)
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岡田敏夫

東洋シャッター側取締役企画室長

コードレス押ボタンスイッチシステム

205 
災施工材料の頁

は、配管 ・ 配［ｪＧｾ＼ｉ ｚ ｉｾ カ苛ｾｾで、 しかも設置はシャッタ ー施工後です

ので、取やl場所をi l l ¥びません。また、 コー ドレスなので、使い勝手

により簡単に移動する こともできます。

受信機 1 台

3点字l' ボタン送信機からの無線電i&: 及びl主板スイッチ送信機からの

赤外光を受けて、シャッタ ーの重11きを llilJ 各11 します。

座板スイッチ送信機 1台

障害物との接触を赤外光によって受信機に伝え、降下中のシャッタ

ーを安全にイ手止させます。

受光部 1台

座板スイッチ送信機からの赤外光をキャッチし、それを7E気信号に

変換して受信機に伝達します。

3点押ボタン送信機 2台

屋内からシャッタ ーの|井11羽操作を行います。 2 台を標準装備として

いるので¥手持ち操作( リ モコ ン) i : 固定採作( ラックによる壁付

け) の両方が可能です。

アンテナ 1 台

3点抑ボ、タン送信他テンキ- ) 丞信機からのシャッタ ー|井II !i Hi A作の

ｾＡｉＮ ｆ，線屯 ｩ 皮をキャッチし、それを Ｇ［ｬＡＺ 気信号に変換して受信機・に伝達し

ます。

l仕様( 構成部材)

l使いやすさと安全性の向上をめざして

ぢｾ在、建築業界ては、バリアフリ 一 丸山商品に代表されるように

f更年IJ性、安全性の追求が大きなテーマとなっています。

業種は災なりますが、自動車の場令、 ドアロ ックに キーレスエント

リーシステム、さらに安全性を市める A B S ( アンチロック ・ブレー

キング・システム) 、 エアバッグが棋準装備されるようになってきま

した。

キーレスエントリ ー システムのf也にも、テレビ ・エアコン ・屯話な

ど、 目前生活をとりまく屯気製品の コー ドレス化が進んでいます。

このたび、束洋シャッタ ーが開発 ・発売した rCL P システムj

は、{ 足米の 3点判lボタンスイッチ( 布線式) に代わり、 コー ドレス

の抑ボ、タン送信機( 無品泉式) により ';G: il リj シャッタ ーの開閉を行う く

コー ドレス操作〉 とシャッタ ーによる挟まれ本放を未然に| 坊やく|咋

害物感知機能〉 をーイ本化したuE;f IJ で安全なシャッタ ー操作システム

です。

また、すべての操作スイッチを コー ドレス化した こと により、施工

而においても、従来のスイッチボックス及びその埋め込み作業 t そ

れに伴う配管 ・ 配紙よ事が不要となり、現場胞工の仰 ｍ ｲＮｩＺ ｾ築コ

ス トの削減が可能となります。

施

工

材

料

の

頁

lオプション

テンキー送信機

屋外から 0 - 9 の1 I f . 証ボタンにより 4桁のII t詰正番号を入力してシャ

ッタ ーの1m閉操作を行います( 固定操作) 。登録した暗証番号を正し

く入力しないとく上昇> < 下降〉のボ、タン操作を受けつけません。

その他、ヒツレ} 刊の鎚1.J きボ、ツクスも j刊誌しています。

( おかfご としお)

( 障害物感知機能)( コードレス操作)

機

↑ ↑  

I  I  

I  3 点 附 ン 送 信 機 | 円三 一送信機

信受

. フロ ーチャー卜

l特徴

便利なくコードレス操作〉

コンパクトな コードレスリモコ ンである 3 点字l ' ボ、タン送信機( 縦

80X 繍 35X 高さ 12mm) を2 台椋準装備しているので、手持ち操作と

国定操作の両方が可能です。

rcLP システムj で使用する屯波の周波数は、自動車用キー レスエ

ントリ ー システムて謝ｾｾのある信頼性の日 ぃ周波数，［告を選定してい

ます。 このため、アン テナを送信位置から 見通しのよい場所に設置

していれば〈受信しない> < 受信距離が短い〉等の不作動が発生する

こt は、まずありません。 また、誤作脚慌として、多くのデータ

を送信し、判断ミスを起 こさない誤り検出加法 ( CRC方式) を採

用。これはパソ コンのイ ーサオ、ッ卜 等の有線 L A Nにも採用されて

いる ｦｾ 拐な検出方式て二割伺 ｪ を起 こ さない信頼できる方式と 言 え

ます。 ( 部{ 乍到]の確立は通常粂i+下で l 兆分の1 )

安全なく障害物感知機能〉

シャッタ ー が降下 ｉ Ｚ ｉ ｾ に ｼ母 害 物などに接触すると、自動的に反 ｾｩ え ｬ オ ｻ ー

して停止し、挟まれ;>J:¥' 故やシヤ、y ターのm壊を未然に|坊さ「ます。

安心のく緊急開放機能〉

〈リ モコ ンがない〉などの緊急H寺でも、シャッタ ーを開放する こと

のできる く緊急開放機能〉を備えています。

施工の簡略化

従来の屯 ｩｦｩｪＩ シャッタ Ｍ Ｑ 血工に伴う配， ＱｾＺ . 配線工事やスイッチボヅク

スの埋め込みヵマミ要になります。 コード レスなので送信機などの設

置が容易で¥システム自体を既設シャッタ ーに取り付ける こともで

きます。{ } E 7 長品の場合、施工前にスイッチボックスの位置を決め、

配管 ・ 配線工事を行うので、実際に使い ｊｾ 汗が悪くても、容易に移

動する ことはできませんでした。

しかし、 rCL P システム』の 3点字l ' ボタン送信肱テンキー送信機
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建 築 電 気 設 備 編

建築技術者のための建築電気設備の要点目

谷本敏和

側きんでん妓術本部 F M'B Ml 量進部部長

ＡＡ ｾｉ リ ｬ 設備とは、屯気エオ、ノレギーを光エヰ、ノレギ ー に変換して、 その

光を人1mの生活に役立たせる ことを目的としています。

l照明設備の動向と照明計画の要点

(1) 照明設備の動向

Ｑ ＱＺぷ互の ＡＡ￭ｾｕｭＦ 哨は 、 ｬ 列枕性、快適性、安全性、高効率、 Ｇ ｾＺ ｉ ｬ 寅色性

など説部境、作業環境、生活環境についての質的向上および経済性

の而より、イ ニシヤノレコスト、ランニングコストの低j威力可怠〈求め

られています。

(2) 照明計函の要点

特に、主l! 築|服、の皆さんにとって、' ; 1 1 : 気制ihのうち一番身近に感

じられるのカ ｦｭ ｾ Ｑ 別であり、また照明の基木計画は建築設計担当の皆

さんが決められるケースが多いといえます。

さてー鳴生的には、事務所ヒツレに対する利問者のクレームの多い )1阪

l子は次のようにいわれています。

① エ ν ベータ 一 、笹注務院明、 ③， ＡＡｾｉ リ Ｑ 窃 Ｑｴ ｊｬ

一 方、建物の見栄えＨ芸術性Ｉとか快適性の自 ｉ ｊ ｉＮｉＺＧ ， には、ＮｉＡ ｾ ｉ ｾｾｾｪＩ 巣

が大きな役答1 ] を果たしているい、われています。

① ライフサイクノレコストに令致したtiぷ車m1n，月設fj 1lJ の採用

i両立のl滋し L 、経済げj勢下では合理! 性が強〈要望され、次の臥. '点'

l成也して青h百Imlげする必必、要があります。

- ti 組何度の採用- → m度基準 (J IS Z  Ｙ ＱＱ ＰＩ 参Ａｬｾ

. 目的に合った高効率光it;;l t  ＡＡＨｾ＠ ｲｾ ｬ 方式の係 ｊｔＱ

・イニシヤノレ コスト、ランニングコストのf邸成化

. メンテナンスの容易性

但法主物の芸事附句遊びのれIJ出と. 1m1リ]青|例

しかし、あまり経i斉性を追求しますと、芸事附句遊びがなくなり、

人々の楽しみがなくなります。

一見むfごに見える遊びへの投資が、人々を呼び寄せ、その施設に

大きな利益をもたらせるかも知れません。

胞設は合理性ばかりでなく、“ きらびやかさ " や “落ち話、、た雰凶

気" の演出 も必要です。さらに、夜間のライトアッフマm明て: 夜の

街並みの楽しさを、 III Tの人々に提供したいものです。

l光源の特性と照度

(1) 光源の特性

光源の特性を十分に 犯 悔し、 ＱＱＨＱ Ｇ ， Ｉ 物に適した光 ｩ ｊ ｪｾ を選択する 必 要

表 1 各種光源の特性( 概要)

があります。(表 1)  

(2)  照度

( ノレクス : 微少而に入射した光来を単位面積に換算ー した値をいう)

作業の効率 化 と安全性を確保するために、Ａｬｾ度基準 ｝ｉ ｓ Z  9100 

( 紙而の都合で省聞各) て決められており、 これに準拠して計画する

必要があります。

l照明方式の決定

良い照明計画をするためには、次のような点を考慮する 必要があ

ります。

ＨＱ Ｉ 光源の選定 一 Ｍ ｩ 寅色性 、 Ｎｾｾ度等より決定します 。

(2) 照明器具の選定

Ｍ 全自 ｬｴｭｾ 明か、局部照明か

・直接照明か、間接照明か

- 直付タイプか、埋込タイプ力、

(3) 主l!築イt!m明

天井や壁を! 照明兼j刊の仕上げと

する方式で、建物空間の演出に優

れたｾＩｊ来を発揮します 。 Ｈ 図 Ｑ )  

図 1 間接照明の例

(4) システム天井方式の照明

天井材と照明器具をーイ判ヒし、工場製作 t し、現場では組み立て

のみとし、作者続IJ 率化を図った方式です。

l省エネルギー化

約20年前

(1)  ［ｾＧ Ｚ淵ＧＩ［［唱恭兵の採用Ｈ蛍光灯 ＴＰｗ ｸ 2 灯用の例)

現在

照度 150%

インバータ (H f) I " 採用すると

. 省エヰ、一一30%省エオ、

Ｍ 明るさ 一一 Ｍ ＵＰＥｭｾ 度アップ

(2) センサーの採用

使PJ i- とか廊下て¥ 人I:IJの利用が附l欠的である場所では、 センサー

による照明の点滅を行ーい、省エオ、ノレギー化を図りま す。

(3) スケジ. ューノレ運転の採

用

施設には、休期待問、清

掃 l寺院11、準備I時間、 ml 期待

間帯があり、それらのl時間

帯に合わせた. l ! 日度決定を行

い、段階的な点滅ぞ行う方

式です。 中央鑑ヰ: fi tlilH向噂て

多〈採用 されています。

ＨｴｾＨ こもと t しかず)

l'Jl 11 II 熱; 1] : ])/( : l l i : 光ランプ 日l玉水銀ランプ メタlレ〆、ライドランプ ナトリウムランプ

dイト{. :hl 数Wー数kW 4  - 220W 40¥町一 2 k¥¥'  10 0 W- 2  kW 3 5 W- l  kW 

I日i 色tt i五i 色評価数100 60- 75 40- 60 60- 85 20- 30 

交)J Ｇ ｴ ｾ＠ 7  - 22 1111/¥可 50- 1001111/W 50- 60 1111/W 80- 88 1111/W 

ｾｊ 圧 ＱＳＰＭＱＶＰｉｭ Ｏ ｗ

低IEl 35-180 Im/W 

)，1¥ 命 1000-200011制 ¥1 3000- 1000011，¥"11¥1 6000- 12000ILH¥1  6000- 9000時 IHJ 9000-1200011;¥"1¥¥1 

比較的狭い場所での bl l勾、以外、令jJ 立m! l 灯当たり大光点が 1灯当たり大光点が 光質の特質を平'1川し

令市止!!(!'りj。アクセント 町j、I" j問l.l!(! 'リl。凡るこ 1*トられ、かつ長 N命 ねられ、長均命、 Hilii て、道路照明、トンネ

(I (JI"j 部!!(!I 別、気分を とをセとした品質問 11) 1  なので、 ｾＧＺｪ 天 Ｉ Ｑ 、役光 色性なので、五! i 五i 色 Jレ! 照明などに手'IJf I。

川 途 主とした効果をねや が車fi{'i(のに1Uらl1.る。 照明、道路! 日!J りiに述 性を )I :HI! HJ I . される苅

すい。大型のものは日 またlI i I 彼! 照明などにし する。 天井、屋外 ＡＡｾｊｙｉ に適

天)1' 、各種の投射! 照 てムード! 照明にも五UJ 来 する。

iりJ. を発拘fする。

(注)iiii 色性が良いほど、人1/11のはだ、 l長l、.((¥、見:ー物、.!X町l等の色の兄え ) i がHくなるといわれる。
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を聞く

第 E回ユニオン建築フォーラム

妹島和世「近作についてJ

仏.

4 9  

今 R E P OR T
一元ｾ ..... 寸 ' " ヨ「千「

林 田 百 五

竹中工務庖大阪本庖設計部

れはまさに天地の判りがt.: ，、スライドのように、それを l床わうオジ

サン迷には、故中刀新しい ｾＱ おに戸惑うような述年ｉｉＡ惑を党えさせてし

まう。しかしその不思議さも、案外単純な原則の単純な組み令わせ

によるものにしかすぎないのではないかというのカ苛: ムの考えfご。 そ

れが結果として複非 ｦｾ 性を生み ｉｊＧ ，す こ とがあったとしてもだ。

以下は「セジ‘ マJ い、う一見多元的 ・分裂的ミラクノレワーノレドは、

主に 3つの要素のパラレノレに併存する組み合わせからのみ紡ぎ山さ

れているだけなのだ、 という大法燃の一端である。

①原始的な快適さ ・IJ 常置き忘れがちなだ らしなさをめざしている。

⑫ !l l!特の距削指やスケーノレ! 惑を持ち、御三させてし、る。

③1J;，'li i象を用いたフ ァサード( 表私) てーヴィジ‘ ュアノレ(11，) な成功をめざ、す。

これら 3 つの項目は、プロジェク卜によ って、多少の強弱がつけ

られはす るが、彼女のプロジェク卜には必ず通底しているとい って

よい。特に感措fに」ゴ己の 3項目ヵサ剖克して併存しているプロジ‘ ェク

トには、岡山の住宅と、岐阜のマンションのプロジ. ェク卜を挙げる

1998正|三7 月23日( 木) 、建築附十Hシステム研吉田li .の馬場f車道氏

が企画連常する、 ＭＧ Ｍ Ｎ［ｾ￨ フォ ー ラムが大阪で Ｑ Ｉ 月俄された 。今 回の

諮問liは、今年「マノレチメテV ア工房j て" 建築学会' 民主? 受賞した

l床烏手1J 11 t 火史で、受n作をはじめ、コンペ案や計画案を含む 9

作品をスライドで放尿してくれた。参加者には概してオジ. サン

達が多かったのfごが、 と同時に女性参加者の姿が目立つたのも

印象的なフォ ー ラムfごった。

| セジマという分裂的統一体

スライドレクチャーの後、女性からの質問が制限fごったのとは対

照的に、オジサン達からはしつこいくらいの質問が多数繰り 11: ゆれ

ことが出来よう 。

実防i @1立、住宅の処j } j i s(I I，)ノ f ッフアースペースや、マンションのオ

ーフ。ンパノレコニ ー と→本になった共用廊下的スペースに見ることが

できる。つまり共に、 r. .  (II，)J なスペースてーはあっても、同11#( こ何

ものでもない不知床な保留空1mなのだ。 しかしそれは、彼女に犯附

の、名前の付けようもない一枝原始的な快適さを持つ空間違な のだ。

た。 しかし、妹ねさんからの、それぞれへの返答にt内得していたオ

ジサンは、結局 1 人も居なかったようだ。一見すると、全てがうま

くはぐらかされている様で、もあったのだ、が、初、には E うも、 l沫Lbさ

んが、五五割 ｬ 奇さんのように顕の ，ｾ， て吉 ＱＭ 詳した上でそうしている風には

とても見 λ なかった。何故なら、妹おさんの語り口 li 、彼女の建築

の持つ魅力と同様、オジサンj茎には述*11感を与える、 1州司しかねる

ものであったとはしでも( 馬場さんはそうした新人類的趨理解ジェ

② li 、住宅 l 附の個室スペース 1mのE問IU: 、それらと 2 階のリビン

グ、スペ ー ス間 ｴ の奇妙な距離や、マンションの単位個室併と［ＡｾｭｊＱｩ ￎｩ

下との織り成すやはり奇妙な距離の取り方のことである 。 こうした

通常ありえないようなプラニングの裳には、プライベー卜と パブリ

ック 聞と の 、彼女 ｉｊ 身 の身 体に刻まれた、ＡｦＮＧｩＭ奨な ｾｾｬｾ 似惑党カリ Ｔ て取

れる 。 そして③は、住宅のポリカ ーボ丸、イ卜 の泌阪に11央る、行灯の

ような Ｉｪｾ 絵的光や、マンションの Ｓ ;f'.x1i Uサッシと水平区iml のステン

レス銃砲に映る鋭像の移ろいてある。 これ らは常にパタ ーン化され

オ、 ν ー ションｾ第 Ｔ 止代とｾＪしていたがＩ、彼女の持っている感党は、

確実に身体化されている確悶としたも のに思えたからだ。

I 人の人間lの内て身f本化されているほど の感賞: であれば、同じ人

1mである限り、普通ある種の調和性を侍った、理解可能な( 分かり

合える) ものであろうと考 λ たくなるのが→ij ! i 的な心情だ。 ところ

が、{ 皮女 li 外部からは、十分確実に号 |き裂かれて いて、 とても確固

たるものなど持っていないかのように凡 λ てしまう 。 したがってポ

イン卜は この辺にこそ隠れているのではなかろうか。「つまり外部か

らは確実に分裂的に凡えるものが、' ぷI i f.皮・1Aのrl .'では確固たる統一

B

m
刀

0

2

↓

たテイストを持つ。

これら無理汐そ迎に ll i.車'U化した3つの工頁目は、 もちろんその 1つ1つ

を取り出しただけでも十分に而|とIl 、のだが、 これ ら力守旧工にバラレ

ノレな状態て、結びつき、結果不思議なセジ'. 7 ワーノレドを生ぜしめるのだ。

自身の身体的! 剖主に、J心' x なまでに誠実であること ・地て生きる

こと 。 それが多分「セシ、マJ のミラクノレワ ーノレドの魅力の源なのだ。

耐久性などの jil ll ，也は抑LI : : . げにされたままだ。 しかしJ.. 記の 3項目に

ついては、他のどのプロジェクトで‘ も 1 つ l つf日肉していくことが

可能なくらい、 '.l;f;に遵守されてし、る 。 しかもこれ ら3項 目は、 ー凡

引き裂かれなが らも、 同11寺に緊密に絡み令い、ど の l つにも包合さ

れてしまうことはありえない。つ まり、多織に及、イヒして見えている

のは結果 として の組み令わせてあったり しているだけで、根っこに

ある妹島さんは実は、Ｑｪ Ｑ 純で頑固て不変 ＨＱ Ｑ，Ｉ な、予定 ｾｉ ｾ 調手 ＱＱＨＱ Ｑ， Ｉ 統 一 イ Ｔ

性を持って存在しているのだい、うこと 。」一見オ盾するようなこの

考えをさえ素直に受け入れることカ ｾｬ ｩＧ Ｑ 来れば、オジサン遠の戸惑い

と、逆説N) に感じてしまう魅力の原閃とは、特易にうかびあがらせ

ることもできるはずだ。

ところで、」二記の分析が正しい t すれば、この l止にも不思議なギ

実( まさに不思議という 7三¥.iI!吟こそが妹ねさんを端的に表現するの に

ふさわし ｌ 、Ｉが産み ｕＧ ， す犯併 ｴ なイ ｬｾｴｬＱＱｩ 、平気でいくつもの切断 而 を

1つの作品の中にパ ラレノレにH! せ持つことがW71とるのだ。 そしてそ

!: ，、う こ とfご。

そう 言 え1 ; J " 、今阿のレクチャーて':llk も印象的fごったのは、故初、

伊東I1C務 所l寺(-1( の 「迫'f.I文民のパオ J ( こ触れ、 f此久ーの湖惑として、 そ

の押し付けがましい経さがうっとうしかったこ t を作|守したことだ。

これは、オジサン的予定調和感党への線源的災議I j l立てだと促えて

おいても良いので、はなかろうか。

( むりた まさひろ)

@t akenaka.  co.  j p e- mai b百ori ta. masahiroa 

講演する妹島和世氏と講演会風景
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岩波のシリ ーズ「日本の写よ4家j に山田 (1背

二が出ていると |昔!い て早速、目を過した。 <

日本料 > 一変容す る1970年代の光最ー とサ

ブタイトノレがついていて、樹氏には見党 λ の

ある来持 ｾｦ 宿西日 。 鵬完型ランプを埋めつく

したデモ隊と機動隊の Ｑ 出 Ｑ とを ｪｊＨ［ｾｉｊ 放する白黒写

兵力主飾られていた。

こ のタイトノレの ， ｾｾ ，ｪ坂 が示すように ＱＹＷＰ 年

代の初期において、すでに山田筒二の名は建

築 ・者11市の特典なカメラマンとしてよく知ら

れていた。 ところが10年ほどして 1&: は、市

然、 この名戸fを捨てて j炎i偽J日:j . ? 朝十へ移住し、

i時給700同の瓦峨人に転進したのである 。実

家の家業を継ぐ、必要があったのか、あるいは

彼自身力潜い頃にその術を習得していたのか。

何カ斗I怖があったらしく忠、われたのだが、そ

う言っ た一切 の 酎lはなく、彼自身の説明で

は「カメラマンカf カワラマンになったfごけの

ことで、メ t ワの一字泣いですから」と 言 う

禅問答のような転向てあった。 そう こうする

うちに象設計集団の用賀プロムナードや長谷

川逸子の湖南台文化センタ一、石山修武の伊

豆長八美符T館などを皮切りに、カワラマン山

|王1(1市二の名前が目立ち始めてきた。京都府の

大江町て鬼瓦祭や鬼瓦美祁鵡・と 言っ たIIIJ おこ

し運動の一値段占めているらい 、と 言 う情報

もあった 。 阪ネ ＱＱ Ｑ 大 ｨＮｾ災のあと、急、に家屋倒壊

の原凶扱いされ始めた「瓦ぶき j 守復興する

ために色々な由j きが伝えられていた。やはり

「一字違 L、J と言 うだけあって、大したもの

ｦ ごと思い始めたと こ ろへ今Ｍｦｻｾ， r瓦ぞ焼 くのを

やめて、炭を焼くことにした」と 言 う手紙を

いただいた。「もうすぐ泌膏の年齢になります

から、老化 した体力と気力を振り絞って、 こ

れからは瓦も炭も写涜も、スミからスミまで

焼ければ1最高ですj

この写真集も無論そう fごが、山田怖二の写

ｊｾ 出 ［ｉｾ ｬ 、 。 臼祭写真と 言 うが、彼の写ｾはス

ミからスミまで評議l写1 * のように見える 。人

物や空な E、本来、昇さくないはずの対象でも、

焼き こんでいるから黒〈見える 。1970年代を

象徴する大阪万博会場であっても、平新本が寿

司詰めの千羽合椅のへノレス センターであ って

も11主の絵は黒々としているのである 。 この黙

さにさえあきたりず、彼li 瓦のJ裂を目ざし、

今、それさえも放棄して、芯まで黒そのもの

である「炭J を焼き始めた 。カメラとカ

ワラ t 炭。 いずれもがt (  !: 言 う言葉づかい。

体力を振り「絞ってJ などと 言 う彼の説明は、

書 評

あくまでもネ! j ¥1問答ふうなので。ある 。

彼がア ート を修学した東京の桑沢テザイン

研究所の先輩に山田耕芸さんと 言 う10才上

の坊さんがし、て、 11支はその後、弟子入りして

大円と 言 う名前 をもらったと 聞いた。 レンズ、

は円い。心 も「円」てなりればいけない、と

言われて ...1:. 言 う話も IUi l 、た ことがある 。

そうしてみると、禅問答ふうに到組12する さl三き

方も考え方も根本は神なのかと JJ 、えなくもな

いのだが実はそうではないと私は思う。

山田怖二 と言 う人はH寺代の n引 を 追 っ て

いるのである 。何だか、語り口まで感化され

そうだが、 35・li 白黒写兵Tごと 言 うではないか。

彼が瓦に転進した 1982年はパブノレ、ポスト モ

ダンな E と言っ たことt 併せて、日本の伝統

文化や歴史的景観がようやく rl1尉往をもち始

めたl時期である 。彼はその原点とも 言 える瓦

の「夢J に迫ろうとした。 そして今、炭に象

徴される自然 ｾＡｴＧ ｮ 1 : . 人々 の主巳主の夢へ向って、

次なる事副主をはかろうとしている 。「夢j はこ

のI会長で語ろうとすると、常にいくばくかの

lf 心しさを伴なう 。彼の禅問答はそのための照

れ隠しのように思えてならな L 、。

こ の写 ｊｾ 集を見る ことは ＱＹＷＰ 年代 の日本

人が見たE手伝聞i臨Eすることだと 言っ てよい

fごろう 。ただ、その@，はたとえば70年万博や

船橋へノレス センタ ーなE がそうであったと こ

ろの「極彩色j 。 それに市邸主済成長や超高層

ビノレとい った 「前さ」によ って人々の目を11玄

ませるもので、あったとも 言 えるのであって、

山田怖二がヒツレに登り、ヘリに釆り、 地 を遣

って織っ た白黒の「黒々写 ｊｾ Ｎ ｊ はその多 Ｗ の弱

点と奇妙さを』目玉lこtUll l'，し ていると思われる

のである 。 そう思って見てゆくと、彼がこれ

からやると 言 う 「炭j において彼は自然環境

と人々の共生の夢をどのように把えてゆ〈 の

か。 まことに興味深い。

そう 言っ た「夢J のもついかがわしさし

にもかかわらず存在する何がしかの正当性を

識別する、山田怖二式鑑識法みたいなものが

この写兵集の中にみて t れるのである 。

( たかくやち やすゆき / 建築家 ・一心寺住職)

書

評
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サイパー スペースとは、デジタル

ネットワーク ・コ ンビュ ーティン

グが創り出す電子空間のことです。

本容は、電子メディア時代の可能

性について、研究者兼建築家の立

場 か ら 、 日 米 両 国 で の フ ィ ー ル

ド・スタディをもとに、具体的に

記述されている 。

その中て¥仕事や生活の場が実際

にどのように変わっていくのか、

また、その空間をどのようにデザ

インすればいいのかについて考察

されている 。

現代において、私たちはコンヒ. ユ

ーターを避けて、仕事も生活もで

きない。建築の歴史をふり返って

も、技術の革新が建築を変化させ

て来た。 コンビューターのもつ情

報ネットワ ー クの力、シミュレー

シヨンの力が、建築の可能性を広

げると思われる 。 ( A . T)  

本容の前半では、阪神 ・淡路大震

災における住宅室内被害の調査結

果が具体的に報告 8 れている 。室

内にあるさまさ. まな物品、また住

居 の タ イ プ ( 一戸建 ・集合住宅)

による被害の特徴が多くの写真や

図表とあわせてわかりやすく説明

されている 。 同時に地震波による

家具の挙動のしくみを原理から平

明に述べられ、その恐ろしさが伝

わってくる 。

後半では前半で報告された個喝の

被害に対して、どのような対策が

可能であり、その大半は住まい手

自身で十介に実行できるものであ

る事が丁寧に解説されている 。

広〈生活環境を研究する著者が、

一般への啓発と系統的な対策知識

の参考害の必要を感じてまとめた

本容は、誰もがなるほどと納得で

きる内容になっている 。 それだけ

でなく地震対策をきっかけとして

自分たちの住まいに関心を持ち、

積極的 に維持・ 管理を行う ことの

大切さ、ひいてはそれが家族の安

全で快適な生活につながる ことを

教えてくれる 。 ( A. K)  

ヨーロッパ建築史の基礎知識をコ

ンパク卜にまとめた一冊。構成は

ごく オー ソドックスな通史のかた

ちを取っていて、古代ギリシアか

ら近世の新古典主義、歴史主義ま

でを時代様式ごとに分け、それぞ

れの様式の特徴や代表的な事例な

どが解説されている 。大学での初

歩的な授業などを想定されて編ま

れたその内容はいかにも教科容的

て¥様式名や事例などの固有名詞

が列挙されていく文章に読み物的

な面白味は期待できないけれども、

逆 にそんな面白さは最低限こ の程

度のことを身に付けてからと、各

章末にある基本文献リストがしっ

かりと次のステップを用意してく

れている 。

これから建築を学ぽうとする学生

の方はもちろん、建築史の授業を

まともに受けずに社会に出てしま

った方にもお薦めの一冊。

( S .  T )  

21世紀に向け、建築の分野でも環

境問題は大きな課題の| つとなっ

ている 。しかし、「エコロジ- J  rエ

コJ r地球に優しいJ 等々、今や設

もが使う言葉のどれ程が本当に理

解されているだろう 。 そして、日

本ではあまり聞き慣れない「パウ

ピオロギーJ とは?

本容の中で、エコ ロジー思想が浸

透するヨーロッパ ・ドイツ語圏で

盛 ん に 用 い ら れ て い る 建 築 手 法

「ノてウビオロギーj を、スイス在

住の建築家が、現地での設計活動

を通じて体得したテク ニ ックを交

え、紹介している 。「パウピオロギ

- J とは、建築と生物の中間をロ

ゴスで繋げていこうとする行為 ・

努力、すなわち、人間と自然に適

合した理性ある建築と位置付け、

従来のエコロジー建築とは異なる

建築であることを強調する 。 そし

て、設計手法として、用地の選定 -

;l! IJ 定、材料選択、 エネルギ一計画、

リサイクル、緑化計画など最新事

例を取り上げなが ら、 解 りやすく

解説したマ ニュアル的一冊である 。

( Y.  0)  

印
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O

Z

担当: 会員企画小委員会/ 大谷由紀子 ・，可崎敦子 ・高岡イ申ー ・塚口明 i羊
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14:0ひ- 17: 00

会 場 工ルイン京都・1F会議室

* 京都駅南iftl l-1.走歩 1分

講 師 椎 名 信 義/ 元京都駅ビル開発

常務取締役建設部長

河瀬行生/ アトリ工・フ 7 イ

建築研究所設計チーフ

定 員 80人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 2，000円、一般 3，000円

* コ ヒー付、税込

申 込 9 月10日休) までに、ハガキ 、

F似 、電話でお申込み下さい。

D催 し名・話題建築を聞く

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 9 月11 日凶 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3ぞ100

TEL. 06- 348-0633 

F AX.06・348- 0634

〒530-0001

椎 名 信 義 ( しいなのぶよし)

1943年神奈川県生まれ

66 東京都立大学也祭料卒業

69 岡大学院修了、日本1]jJイ1鉄道入社

現 lf. 京: 1: 11駅ピノレl摘発{伸常務取締役を経て

本年 6 1 ' 1 より大鉄工業(附lil 務取締役

日本建 築 協 会 会 告 ( 再処}

河瀬行生 ( かわせゆきお)

1959年併岡県生まれ

76 Uni led  Worl d  Coll ege of tl ，e  AUantic留学

85 東京大学工学部述築学利卒業

87 "' 1大学院修士i課程修了( 原研究室)

lJI lf. アトリエ ＷＷ イ ｩｬｬｾ 高研Ｇ先所設計チーフ

主な作品 主な作品

ホテルメトロポリタン hll ft 、ホテルグランヴ 飯 山 市美術 ｾＡｉ 物館、第 Ｎｾ遊説 Ａ母、 刺 鉄文化会館、

イ Ｗ Ｑｾｪ ｩｊ ｬ 、金沢駅ピル、 ｊｒ 跡事オフ ィスピルＮ 椀! 日スカイピJ レ、マイアミリンカーンロード

J;rlffi 駅 ピJレ 1'1開発、 J;r X1l 駅ピJレ、 MtJ;r 大' 芋キャンパス J I匝!!i、

事L脱ドーム

京都駅ビルは、昨年 (1997年) 9 月11 目、 しいランドマークJ の創出を求めた設

事業についてから 15年余の歳月をかけ 計条件を 、きめ細かい洗練された感覚

てグランドオープン した。新駅ビルは、 と機能的なバランスに留意した原広司

地下 3 階 ・地上16階、延床面積23万 氏の作品が最優秀案に選ばれた。

8 千rri の日本でも最大級の駅ビルで、

東西約4 7 0 m、南北約90mの、細長い

郁也に駅 ・ホテル ・百貨底 ・文 倣 鍛 ・

駐車場に加え広場 ・通路が縦層して配

置されてある大規模な複合施設である。

平安建都1200年 を記念する 事業のー

っとして 、1990年11 月内外の著名な

建築家 7 名による国際的設計コンペを

実施し 、世界の歴史都市・京都という

特殊性を考慮しつつ、 「市民に親しま

れ、市民の誇りとなり 、世界の新名所

として通用する シンボリ y クな形状」

および「京都の南北軸上に位置する新

所 住 地 ｨｾ 郷市 ｆ 京区烏九通 ｴｾ 小路ＱＧＩレ

東』祖小路町

主張問途駅姥設、ホテル施設、尚J i h匝設、

文化施設、駐車場施設

主 主 築 主 西 日 本 旅 客 鉄 道1

) ; ( 1: 11駅ピル開発

J1i m詑 型 原 広 司 + ア ト リ ヱ ' 7 ァイ也築

研究所

施 工 大 林 組 ・鉄 ill l d ! 設大鉄( J i

ブルーアダニエJ レジャパン 公1主

主llJ 幻V

敷地而刷 38. 075.50m'  

ill 築而積 32.350.87m'  

経床前品 ｩｾ 237，689.  10m'  

榊造規模 SRC' S、B3' 16F .PI

l i ，l 向日さ 54. 3m 

設計IVIli H 1991年 6) ( - 1994年 6 I1 

工 IVJ 1993年 12rJ - I997年 71 J  

原氏は、この作品の設計主旨を次のよ

うに述べている。 r京都は 、歴史への

門である 。京都駅の建築全体は 、この

短文の形象化でありたい。平安京の都

市形態が、今 日にも鮮やかにその姿を

刻み込んでいるように、歴史はひとつ

に出呈学的である。ここでの提案では、

それ故、 <地理学的コンコース > なる

概念の具象化を門の表現の第一に据え

た。多くの人身が、この幅員27m、高

さ60 mのしかし 、長さにして4 7 0 mの

コンコ ースを通過して行くだろう 。」

開業以来約半年間で 、2，150万人と予

想を上回 る大勢のお客様にこ.利用いた

だき 、この建物は確実に京都の新しい

名所として定着しつつある。

今回の講演では、この駅ビルの誕生に

いたるさまざまな軌跡、すなわち京都

の新しい景観創造に対するリアクショ

ンとその対応、都市計画法 ・建築基準

法における諸問題解決に向けての苦閥、

事業採算性と良質な建築グレードを堅

持するための相克、そして京都の新し

いランドマークとな った当ビルの設計

の神髄についてお話ししたい。

(椎名 ・河瀬)
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[ お知らせ]

東西アス協組建築講演会

東西アスフアルト事業協同組合と田島ルーフィング附

の主催で日年目を迎えた建築講演会は、名古屋、大

阪、東京、札幌の全会場入場無礼

会場は先着順で、整型里券が必要。参加申し込みは各地

区の田島ルーフイング併ト〈各地の田島ルーフイング

鮒の電話番号問い合わせは、 03- 582 ト7720へ〉。

・名古屋会場 1998年10月 1 日開 18 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  30 

講師長谷川逸子氏「公共建築と都市J

会場今池ガスホール ( 358席)

名古屋市千種区今池 1- 8- 8 今池ガスピル

・大阪会場 1998年10月13日ω 1 8: 3ト 20 ・30

講師伊東豊雄氏「近作を語るJ

会場朝日生命ホール ( 368席)

大阪市中央区高麗橋4- 2- 16 朝日生命館

・東京会場 1998年10月30日働 18: ＳＰｾＲＰ Ｚ＠ 30 

講師妹島和世氏「自作について」

佐々木睦朗氏「スチールによるライトコンス卜

ラクション」

会場有楽町朝日ホール ( 776席)

東京都千代田区有楽町2- 5- 1 有楽町マリオン

・札幌会場 1999年 3 月4 日同 18: 3ト 20: 30 

講師内蕗康氏「建築にできること J

会場札幌市教育文化会館 ( 360席)

札幌市中央区北一条西 13丁目

L1I A 市民大学講座開講

他日本建築家協会近畿支部都市デザイン委員会主催の

ＱＲＱ 世紀の街づくり」セミナ ー が、今年も ＱＰ 月 ｾＱＲ 月

の加窪田 ＱＸＺＰＰｾＲＰ Ｚ ＰＰ に、言十 Ｖ 回開講される 。

10月8日 「者日市計画』は可能力、/ 白幡洋三郎氏( 国

際日本文化研究センタ 一事対受)

10月15日 まちづくりに文化をプロデユースする/

河内厚郎氏( 文芸 ・演劇評論家)

10月29 日 日本の空間のシークェンスー揃える空間

からの脱皮ー/ 材野博司氏(京都工芸繊維大学大学院事服)

11 月12日 中心市街地の空洞化と大l苫; 去後/ 矢作弘

氏( 日本経済新聞出肩集委員)

11 月初 日 ガーデニングとしてのまちづくり / 隈

研吾氏( 建築家)

12月10日 風景の中の建築/ 妹島和世氏( 建築家)

会場安田火災海上{ 剥食鮒安田火災ピル 12F

大阪市中央区瓦田J 4ート2 TEL 06- 227- 4430 

定 員 100名( 先着順 ・代理出席可)

受講貨 →宣2000円/ 回( 通し券 6 回 10000円)

学生 1000円/ 回( 通し券 6 回5000円)

申し込みは、事踊先・偏庁・電話番号を記入し、 FAX ま

たはハカ.キて制日本建築家協会近畿支部 (大阪市中央

区備後町2- 5- 8 干54 ト0051 TEL 06- 229- 3371、FAX

06- 229- 3374) へ。
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パブリックアート・フォーラム高岡で、交流を

行財旦当者、守官、市民地域住民が集い、地域の

環境づくりや公的施設におけるパブリックアー卜 の役

割を討議し、分野問、 I似或問の交流を行う第 5回フォ

ーラムは、銅 ・アルミ合金銭物の生産地で、ブロンズ

像や街路灯、車止め、橋梁高欄などアー ト街具類の生

産でも有名な富山県高岡市と、真宗寺院の門前町とし

て宮用分支術を生かした欄干や置物の木彫刻をつくり続

ける岡県井波町を舞台に目制佳8 れる。

会場高岡商工ピル、国宝瑞龍寺、井波五箇山

参 加 一般5000円、パブリックアー ト・フォーラム

会員3000円+ 報告讐進呈、学生2000円

申 込 ノ マフ' リック アー卜・フォーラム事務局 (〒 150

- 0001 東京都渋谷区神宮前5- 2也、 TEL 03-

3407- 9098、 FAX 03- 3407- 5247) へ。

・第 l 日/ 10月2日幽 9 :  ｏｏｾ＠

見学会 アルミ ・ブロンズ鋳物工場。r シヒ'ッ クロード

講演会 「文化革命としてのパブリックアー卜 J ( 13・

30) PUBLl C  ART REVIEW誌発行人/ ジヤツ

ク・ベッ力一氏

~日本建築の可能性~

(他大阪府建築士会の近代建築セミナーの 7回目は、ア

メリカ生まれの東京工業大学教授テ'ィヴィッド B. ス

チュワー卜氏が語る「日本建築の可能性J。

1975年から東京工業大学て淳史鞭をとるスチュワー卜

氏の、日本人とは違った視点による西洋の近代建築と

日本の近代建築の流れの話を通して、アジアにおける

これからの日本建築を探ろうとするセミナーである。

日 時 1998年10月 9 日悩 18 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  30 

会場イトーキクリスタルホール

TEL 06- 223- 3181 

大阪中央区淡路町 1- 6- 11

講 師 Davi d B. St ewart 氏( 東京工業大学事対受)

定 員 50名

参加費建築士会会員 1000円 、 →nooo円

申込先所要事項を記入し、ハガキか FAX て〈扮大阪府

建築士会( 干540- 001 1 大阪市中央区農人橋2-1

-1口、 TEL 06- 947- 1961 、FAX 06- 943- 7103) へ。

トーク 「アートと地崩土会と の新しい関係J (15:  15) 

高岡市長/ 佐蔵孝志氏、井波町長/ ; 脊都邦夫

氏、 アートフロン卜キ.ヤラリー代表ン〆北川フ

ラム氏、地域計画コンサルタント/ 長島キャ

サリン氏、コーディネータ/ 杉村荘吉氏

見学会国宝瑞龍寺 (17: 45)

懇親会瑞龍寺大庫裏にて( 別途3000円要)

・第 2 日/ 10月 3 日出 Ｙ ・ ＰＰｾＱＲ Ｚ 45 

介科会 ① 「アートを生かした地域のまちづくりと住

民参加」彫刻家/ 吉田昇氏ほか 3名

② 「アー卜と街具の可能出長野五輪聖火台

作家/ 菊竹清文氏ほか 3名

③ 「パブリツクアー卜の保守管理と市民の視

点」米国歴史芸術作品保存修復士/ グレン ・

ワ一トン氏ほか 3名

④「学校教育と生涯教育の現場で」武蔵野美

締I大学講師/ 林容子氏ほか 2 名

Ｎ 第 Ｓ 日 Ｏ ＱＰ 月 Ｓ 日仕 ｦｦ 後 ｾ Ｔ 日 Ｈ 日 Ｉ

イ云車，; t : ; t <: 彫刻の町井波と世界文イU盆産五箇山任意ツアー

東京芸大学生による椅子展

東京芸fホ扶学美都洋部建築科乾室は、家具申併という

課題を通じて、デジタルな表現力行巴監する建築分野に

あって諦見の原点に立ち戻り、身体性を持った創作活

動を続けていこうと、学部 l 年生による椅子展を開催

し、今年で 5 回目となる。

学生自身のユニークな発想による椅子展は、下記のと

おり開催される。

会 期 1998年 9 月21 日伺ト10月3 日出

一一平成 Ｙ 年度学部ｼ年生ｾ見 Ｒ 年生Ｉ

1998年10月12日(月ト10月24日出

一一平成 10年度学部 l 年生

時 間 1  ｏＺｏｏｾ＠ 17: 00 ( 最終入場 16:30、最終日 15:00)

会 場 東 京 芸 術f大学美神調 1 F ギャラリー

日曜日休館γ 入場無料

東京都台東区上野公園 12- 8

間合先東京芸締f大学美称I学部建築科黒川研究室

TEL 03- 5685- 7618、FAX 03- 5685- 7775 

20世紀のイタリア建築をたす、ねて一大阪府建築士会一

- 第 12回海外建築セミナー「イタリアの都市と生活」

日時 ＱＹＹＸ 年 ＱＰ 月 Ｒ 日 悩 ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰ ・ ＳＰ

会 場 YKKap会議室( 大阪市中央区谷町4- 8- 7)

講師井口勝文氏( 竹中工務l吉開発計画本部専門役)

古山正雄氏( 京都工芸樹監大学大学協蝦)

定 員 50名( 先着順)

参加費建築士会会員| ∞0円、ー骨nooo円

・第 12匹前十建築研修旅行

日 程 ＱＹＹＸ 年 ＱＱ 月 ＱＹ 日 同 ｾ ＲＹ 日 Ｈ 日 Ｉ の ＱＱ 日間

訪問先 アンテイコリ ・コロラード、オルヴィヱー 卜、

アッシジ、ク' ッピオ、シエナ、サン ・ジミニ

ャーノ、フィレンツ工、ポロ ーニャ、ウ' エネ

ツィア、 トレヴィーゾ、ボッサーニョ、ウ' エ

ローナ、 ミラノ

参加費 245000円( 害対日者30名の場合)

定 員 30名( 先着順、最少催行人員同名)

いずれも、問い合わせ ・申し込みは(他大阪府建築士会

( TEL 06- 947- 1961、FAX 06- 943- 7103) へ。
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タキロン・国際デサ‘インコンペティション'88公募 建設リサイクル推進一建設省一

第 10回タキロン ・国際デザインコンペテイション ' 98の

テーマは [者日市におけるアトラクターと記号場]。

名所旧凱L 記念的建築物等をくアトラクタ -attractor>

と呼ぴ、〈アトラクター〉が離散的に平面上に点在して

いる事煎或の状態を〈記号場〉とし、魅力的なくアトラ

クタ ー〉群を考慮し、それらを巧妙に配置して生き生

きと楽しいあるいは静かてオ憂美なく記号場〉をつくる

ことを、意識的に、建築や都市計画の方法的課題とし

ている。

建築設計事務所や建設会社設計昔広建築系の学生など

を士橡とし、広< i毎外からも作品を公募する。

課 題 [都市におけるアトラクタ ーと記号場]

登 録 官 製 ハ ガ キ ま た は FAX でタキロン ・国際デザ

インコンペディション ' 98係 ( 〒 113- 8501 東

京都文京区湯島日ト淵新建築社内、 FAX

03- 3818- 6742) へ、 10月 9 日悩までに。

応 募 応 募 作 品 は AI ケント紙あるいはそれに類す

る用紙 l 枚におC < める。表3見は自由。

郵送の場合は 10月26日明消印有効。持参の場

合は正午までとし、上記登録先へ。

審 査 員 原 広 司 氏 ( 建 築 家 ・東京大学名誉教授)

晶 金 |等 l 名 100万円、 2 等 l 名50万円など。

建設リサイクル推進計画'97に基づき各種施策の具体

化を図っている建設省は、「建設 リサイクルガイドライ

ンJ をとりまとめ、 この 8 月に、建設省所管の直轄事

業実施にあたって建設リサイクル行動計画の指針とす

るよう地方建設局等に通知した。

「設計プロポーザルの進め方J発刊

「チーフ・アーキテクトパージ、ヨン5.0Ll J 発売

プロポーザル方式実施検討委員会( 伊臨成委員長) を

設置、プロポーザル方式運用における諸課題を検討し

てきた(初公共建築協会は、プロポーザル方式による設

計者選定の普及を図るため設計プロポーサ.ルマニュア

ルを作成し、発売を始めた。

本マニュアル日宣言十プロポーザルの進め方j は、公共

建築の詰博選定に携わる人司への手引きとなること
建築諒十周 3次元プレゼンテーション ・ソフトウエア は、日本建築固有のライブラリを8唱加し、表現力を

「チーフ ・アーキテクト パージョン 5. 0J J が、アン も併せて強化している。製品価格は 128000円 を主眼に、設計プロポーザル作成委員会( 委員長: 橋

ドー)c捌から 6 月25日に発売された。 動作環境ベンティアム搭載パ、ノ コン、 32MB 以上の 本喬行) を設け、作成委員会の独自の提案という形で

目下秋発売の「チーフ ・アーキテクト J の、簡単な平面 メモリ、 100MB! ;入上のハー ドディスク空き とりまとめたもの。A4判、販売{ 耐各| 部6000円。

図入力による室内/ 屋外ノ Tース ・断面 ・立面 . 1.府撤 ・ 容量、 Wi ndows9: 人 Wi ndowsNT4. 0以上 問い合わせは、他公共建築協会 (T EL 03- 3234- 4945、

外観の自動生成に加え、この“ ノてージョン 5 .0J " で 問い合わせは、アンドール鮒 TEL 03- 3639- 1451へ。 FAX 03- 3234- 4967) へ。

TOF フ茂 樹 脂 積 層 被 欄 板 &COM耐酸被覆鋼板

中国電力三隅火力発電所 (T OF ご採用)

大 阜 胞 用 化 学 工 業 格 式 芸 柱

「耐酸被覆鋼板」のノTイオニアとし

て約半世紀の経験を生か し、新た

に「フッ素樹脂積層被覆鋼板」を製

品l洋に加えました 。

建築物の耐久性と、独創的な色彩

と外観を クリエイトします。

. フッ素樹脂積層被覆鋼板

T  0  F  ( タフフ ロー ル )

. 耐酸被覆鋼板

C  0  M ( ケミカラーオーシマメタ j レ)

E  B  M ( エパ ー ブライトメタル)

OS HIMA O H Y O  

本 社 大 阪 市 旭 区 太 子 橋 ト 15-22 TeI. 06( 954) 6521 Fax.06( 954) 6480 

・支底東京、名古屋、新居浜 ・工場新居，兵、寝屋川 ・営業所四日市、岡山、広島、宇部、福岡

75  



評 議 員 会

第 l 固定時評議員会

ＲＴ 日 ・ Ｕ 時 ｾＵ 時 ＳＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 鶴 田 議 長 ほ か57名( 委任状共)

議 事 ( I);p.成 9 年度事業報告: 京認の件

(2}' 手成 9 年度決算報告71<認のイ牛

(3理 事 補 選 の 件

車念

d 金、

=  

第 l 回通常総会

ＲＴ 日 ・ Ｕ 時 ＴＰ 分 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 甫 川 会 長 ほ か 17名

議 案 ( 1)平成 9 年度事業報告書について承認を求め

るイ牛

(2)平 成 9 年度収支決算報告書について承認を

求める件

理 事 会

第 l 回常イ壬理事会

ＲＴ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 17名

議 事 ( I )各支部の平成 9 年度決算報告書等承認の件

(2)<'里事補選( 迫力日) のイ牛

(3)入 ・退会者承認の件

(4){麦援 ・協賛名義承認の件

(5)也邑事業報告

第 3 回会勢裡事会

Ｒ Ｔ 日・ Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 高IJ 会長ほか 5 名

議

オブザーノてー/ 市川会長ほか 3 名

入 ・退会状況と今後の進め方

|  編 集 委 員 会

第 3 回会員企画小委員会

Ｒ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 口 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2滞庁しい企画案について

第 3 回 施 工 材 料 併 陰

Ｔ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 植 田 委 員 ほ か 5 名

議 事 ( 1施工材李将寺集の企画

(2)  r施工材李将〉頁J の企画

第 3 回計画介科会一建築系ー

Ｔ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉｉ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 刃 金 幹 事 ほ か 8名

議 事 9 月号「建築介科会J 特集の企画

第 3 回構造分科会

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 団 辺 幹 事 ほ か 2 名

議 事 ( 1) r概貨の頁J の企画

(2) 10月号「新技術でゆれをとめるJ 特集企画

第 3 回「繁材と技術が生み出すテ・ザイン」幹事会

ＱＰ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 本 多 幹 事 ほ か 8 名

76  建築と社会 ・1998. 9

月間の動き

議 事 ＷｾＹ 月号テーマの内容検討

第 2 回広告企画小委員会

ｬ 旧 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 小 幡 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1肱自特集企画結晶報告

(2昨品作風朗係報告

(3版 支 状 況 報 告

第 3 回編集委員会

ＱＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 国 委 員 長 代 行 ほ か 9 名

議 事 ( 1) 8 月号「廷誇甚設備メンテナンスJ 特集組畠

報 告

(2) 9 月号「建築への証言 ' 98J 特集経過報告

(3) 10月号概畠特集企画検討

(4)  1 月号合同特集企画検討

(5冶員企画、シリース買結晶報告

(6滋訴丘の再検討

(7阪 支 状 況 報 告

第 3 団法令分科会

ＱＸ 日 ・ Ｒ 時 ｾＳ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会務陸

出 席 者 炭 崎 幹事ほか 3 名

議 事 ( 1) r法令コーナー」の企画

(2)  r建築基準法改正J 特集のイ牛

第 3 回 設 備 併 捨

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時的介 ・ 於本会会議室

出席者安，工特別幹事、山根幹事ほか 7 名

議 事 ( 1)編集委員会報告と「建築設備j 特集の検討

(2)  r設備の頁J の企画

(3漸「基礎講座J の提案

第 3 回作品作風小委員会

ＲＵ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1昨 品 の 掲 載 状 況 ・掲載予定の報告

(2) f 乍品の選定

(3)  r  gal l eryJ  r S KE T CH BOOKJ 掲載報告 ・予

定

|  事 業 委 員 会

第 3 回若い会員の集い小委員会

Ｓ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時 Ｕ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 3 名

議

オブザーノてー/ 植田氏、岡崎氏、笠原氏

家 ( 1)'実施報告と今後の予定

(2)当小委員会の今後のあり方及ひ噺しい名称

(3)  r委員の時間」

第 2 回情報小委員会京事院RピJ レ介科会

ＱＵ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 中 西 主 査 ほ か 8 名

議 事 話 題 建 築 を 聞 く ( 第27回) 京者隠Rピルの検討

出 版委 員 会

第 3 回出版委員会

ＱＸ 日 ・ Ｕ 時半 ｾＷ 時 ・ 於本会会披室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か ゆ 名

議 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の結晶報告

(2}今後のテーマと幸員筆者i豊定

【平成10年 6月分】

|  教 育 委 員 会

第 l 回講習会小委員会

ＱＶ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出席者ゲスト・音田豊氏・仲村，宣夫氏

勝井副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1体年度の建築工事実務講習会開催について

(2)テキス卜について

I  3仇 E Y E - 2 1世紀へのエスキス |  

建築少年/ K E NC HIK U S HOWNE N Archi t ect  &  Associ -

at es 

「年限ユニットーダイアローグの集積一J

ＲＶ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＵ 分 ・ 参加者 ＳＶ 名

I  8昨 史 編 纂 委 員 会

ＱＵ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 80年史編纂について

建築ク ラブ

第 314回 朝 食 会

9 日 . Ｘ 時 ｾＹ 時半 ・ 於リーガグランドホテル

演 題 「酉鶴に学ぶ商いの原点J

講 師 村 桝 寿 郎 氏 ( 梅 花 短 期 大 学 専 蝦 )

参加者 4 1名

第 2 回建築クラブ役員会

Ｙ 日・ Ｙ 時 ＴＰ 分 ｾｉｏｂ 寺 ＴＰ 分 ・ 於リーガグランドホテル

出 席 者 田 村 委 員 長 ほ か B名

議 事 ( 1)平 成 10年度運営委員引き継ぎ

(2}今後のスビーカー検討( 報告)

入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 3 ヰ1:)

神鋼商事駄駄鋼本部大阪室岡材部

笹原メーソンリー側

三菱電機ピルテクノサー ビス側

日国人会員 21名〕

芦 田 裕 之

{到底畑瞳盟事膳所)

石 橋 尚 之

( 東蝿理堕車輯所}

清水 徹

{ 東畑強聾穆輔所}

;兵口 君主主

{ 東畑. 揖穆輯所}

脇 田 隆 史

{ 東掴適量揖事輯所}

太田 嘩

{ 共立憧聾世肘}

藤原時一 郎

( ↑ 守中工輔庖〉

〔準会員 l 名〕

田 島 大 介

( 早柵回大学大掌院}

司会員の許報

井 上 哲 也

{双畑盟盟事輯所)

樫 原 雅 民

(東畑瞳措事暗所}

新 庄 康 裕

( 東畑瞳盟事務所}

藤 原 賢 治

( 東個瞳盛事輯所}

池 よ 明

( エーアイアーキテクトスタジオ)

徐 竜 学

{ 押野盟揖研究所〉

中村主監; 台

【広島大掌}

井 ノ 本 亘

{東畑l ! ! 策事輔所}

小山 昭

{ 東掴哩揖事暗所)

中井由紀子

( 東掴瞳聾司院輯所}

宮 原 賢 二

( J質問瞳軍司駆揮所)

大 上 勝

{ 大上量聾工事庖}

延J京 王旦恵、

( 摘花垣則大学J

(  森 村 政l党

草村政世建畠世計事揖踊)

正 会 員 田 中 孝 男 氏 平 成 10年 5 月 19日

正会員 中出弘光氏( 鴻; 也組) 平成問年 7 月 6 日



空 調 ・衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本1;5 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電 話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区加 烏 ト58- 59 電 話 06 (302)  2270  

支 庖 北 海 道/ 東 北/ 北 |拘束/ 様 浜/ 名古屋 / 中国 / 九州

電 気 ・空 調 ・ 衛生 ・防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲシ械式会社

本I/i 大臣本社 〒550-0002 大阪市区江戸堀 1丁目 9番25号 電話 (06)44ト8231

東 京 本 社 干102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)3261-8231

支 社 名古届 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広品 ・高紛 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 . ¥'1森 ・秋困 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・強固 . ｉ ｾ Ｇ 富山 ・
筒井 ・徳山 ・怯山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・11/1刺

出 張 所 旭川 ・福品 ・川崎 ・訟江 ・徳品 ・下l刻・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外支庖 シンガポーノレ ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間部三芳町大字北永井390番地電話( 0492) 58-1511  

空気調和設備 i X '¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 1冨¥1 水 処 理 施 設

屯 気 設 備 マー---yr 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取 締 役 大 阪 支 庖 長 琴 浦 健

大 阪 支 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21 電話 06(202) 3071  ( 代表)

本社・東京本底 東京都千代田区有楽町 1- 4 ー 1 電話 03(3502) 6111 ( 大代)

支 唐 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・讃浜・東関東・北関東・京都・神戸・四国

空 気調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業株家畜社

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 紅 権 問T 3 祭 5 号 電話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東京都 中 央区 日本相時防却T 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431  (大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 烏 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・綴 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三発空調

本 H  );.阪rli 中央区城見2丁目 l 番61ｲ［Ｎｾ イン Ｒ Ｑｍｊｏ タワー ｾ ｾ 舌 ＰＶ Ｍ ＹＴＹ Ｍ Ｑ Ｓ ＷＱ

ｾＺ｛ Ｉｪ ｾ 本， ｧ ｾｴ 京 都 新 街 区 西 新 宿新宿 住 友 ピノ レ屯話 ＰＳ Ｍ ＳＳＴＴ Ｍ ＷＹ ＱＱ

大 阪 本 庖 大 阪 T/i北 区 商 天 満 3 丁 目 13帯 20号 電 話 06-363- 1371

支 ';5 1111台 ・械浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広f占・縞問

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

む旬 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

- 株 式 会 社 書 冊

伺曲 目一一-

本 社大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番'16号( オートセンターピJレ1.2階)

〒542- 0066 電 話 大 阪 ( 06 ) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6 5 1 代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代 表

商昂は空気ですo V  ｾ＠
a・.. 黙と空気のエンジニア門ーーーー

三ー〈ノ忍 1
・宮

ガス訟備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・ 大阪ガ ス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁 目131昨28号 11L 06- 466- 2268 

大阪 営業 所

枚 方営 業所 枚 方 市 甲 斐 悶 東 町 9 - 3 屯0720- 49- 2128

給 ・排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・空 調 設 備

e J & 薮西原衛生工業所大阪庄

大 阪 市 北区 中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3628番

支 Ｑ 占 ・ Ｑ 革勢 ｾｬ 斤福岡 ・ 京 告 Ｑ Ｑ ・ 天理 ・川 西 ・ 神 戸

O K U J U  
，-、ー， タリエイター

自 箆rEliffL愈容もた童らむお諒錨拶窃忍

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル・ システム天井・間仕切

問主社オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0041

TEL(06)312・4131 FAX(06)312・1998

東京・九州 ・横浜 名古屋・仙台・宮崎 ・京都

Di gi tal  Pri -Press 

凪ｬＱＺ￟凪劃凪 ｾω ｊｬｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone.06・351- 5428 Fax. 06- 351・5299

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一三;二十)( 株) 日: J ! J D:2

第 二 干597- 0051 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0  
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情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

社

m

m

会一

間

式

問
削

株

向
山

植

叫
耐

震

-

M

岡

本

側
明

日

U

認

干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中 之島三丁目 2- 4 (朝 日ビル)

T E L  0 6( 3 8 5)  1  3 6 1  (代) F AX  0 6( 3 8 5)  1  0 5 0  

Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材目

高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材E

社

線 式 会 孝 士 王 ヌ 工 ム ヒ " 一

線 式 会 主 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 抑 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支庖 大阪市中央区北浜3・2・23( (.'1愛ピ ル)

T E L 06・202-3294

人がいる多彩なフィールドで、

新しb、限界に挑戦していますー

大阪市中央区南鹿橋 4 丁目 3 悉 7 号 111話大阪 ( 202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川・東関東・北関東・中部・九州

社

T E L  OO( おの1471 .F AX OO( お心部33

TELω( 5472) お竹 F AX閃(5472) 四郎

ｔｅｌｾＲＨＹＹ ＱＩ ＵＱＳＱ Ｎ＠ ｆａｘｾＲＨ 引の乃 ＳＵ

TEL078( 842) 64竹 FAX078(842)6416

TELOm( 27l 84咽 FAX0722( 27l 1424

電気位備・ 計装制御段備・空開設備・クリー ンルーム役儀・プラ ン ト段備

鉛排水衛生 設 備・エネルギー集中ｾ視 シ ステム 設計施工

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン ・スクリーン

&
一

A

ム一

A

三宝電機柿式会社

取締役社 1< 'h

l

{ 納 秀

干547- 0001 大阪市平野区加美北 3- 4- 5

T E L06 ( 792)  5858 F A X 0 6  ( 792)  2810  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

事 柱 〒. 5I H! l 4) 大鹿市1惚西天量12- 6- 匝堂ピル)

東京支在 〒悟{ I l ) 3惣慰霊夜船告白万I ' ' ) 雰段ヨb

8MS i 15 〒4担{II4) g百毘市北区金婿3-12-14

神戸支后 宇 宙ＩＭｲｊＱｉｊ雨奇蹟ｾ切令 Ｑｋｔｴｪｾ

t昨日究所 〒ゆ( 9 l i 穴阪府騨市三宝町七丁羽

取締役支社長

C HOY O 

-・11闘

'
九
一、

司

・崎町山、

u

d
w

-h

w

 

社本

「

本 ｗ 〒 ＵＳＰＭω Ｑ Ｗ 大阪市北区角田町 Ｑ Ｍ ＱＨ車 融ピ ル Ｉ ｾ
TE附 (313)1101 制約制

βｾ 盟主と之処之、

。 住 友 電 設 株 式 会 社 2慰 :1221; 姦顎思EF;:ii42iii lJ3121

ぁ : 干

ぷア 函

る ー- d ｾ＠

話竺28j

工B_， ｾ＠ 7， 

・ ｬｾ itf 量 五 五

の τ不 草 六 六

町式Z77

ih含量2
1:.1. 号 六 四

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの授術

太阪市両区西本町 l 町 13町33

T EL. 06- 532- 0461( 代必)

FAX. 06- 535- 5181 

天 崎 市 丹 波 市 新 町 4 9  

。 ＮＮ＾ＱＮ｟ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
ｊ 多づｾｾＭＮ ＧｾｊＮ 刻み

目立/¥"
1

イナ11ーシートP

目豆電線株式曾批判別干畑区別 別Ｒｔ 目 ＱＮＲｾ Ｈ 干畑 ピルＩ

- 情緩通信段備

情岨過惜本 γ 砂ワー ク

情鳳匙理

通 情システム

量 進システム

・電力流通設備

安 置電

軍 空 進 配電

地 中 道 配電

人と都市の快適な環境をつくります

大 阪市 北区内天 満 2 丁 目 6 - 8  (堂 ビル 5i暗)

屯 Z舌 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

東京都中央区 日本 橋茅場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代)

J ! fI. . 泉 州| ・ 泉 市 ・ 滋 賀

総 式 全 員 三 輿 討

上 田 正 雄

電 気 設 備 設 計 施 工

- 空関・給排水 ・衛生役備

空貴闘和

工a・配菅
水 晶理

コ - .......x ネレー ション

クリ ー ノルーム

・プラン ト

プラン F 計事長

システムエ ンジ ニア リノタ

lx会長∞

天理営業所

本

代表取 締 役 社長

⑪ぉ 'U特 業 蹄

、ず

ｾ＠

ーを轟詰ま-義雲霊

宮 緩 橿 目 町 肘 施工 監 理

・電気役僧

畳宜電 ・瞬蝿

動 力 削 掴 量 置

電 話、 担進. イン ターホ ン

防犯、防虫

中灸監視制圃

γ ステム肘看護

。

ヰ土

所

底

本

営

支
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....・ -・・ーー、..1 .  a ι - - - 〆、......L

輿凶1Cよ 美 肌 抗 告 征

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ピル T E L 03(3571 ) 2703tftl F AX 03(3571 ) 0264 

丈匝事務所 TEL06(391 ) 1081  - IFAX 06(395)1109 名古屋出強踊 TEL日51(81 1)3660 

構，J!宮寮所 TEL045(310)柑 31 向 X045(310)4765 庫 本 出 彊 踊 TEL日岨1(11) 1761 FAX0461(13).1341 

資料をご筒> 1 < 下さい。

t金玉宮実所 TEL048(714)1845 王 峻 出 彊 所 TELOI91(18)0878向 XOI91(18)1614

テトカッバー防水眉
カツｾー防水帯 ー コ! ' ! ' f t l ータイトオクロン防水得 I

快適な明日を提案する

τ ｾＡ ｙｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

干 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10 (T S ビ ル)

T E L  ( 0 6)  9 4 3 - 6 5フ1 (代 )

・東京/ 横浜/ 仙台/ 水戸/ 青銅/ 剛崎/ 名古屋/富山/' J.損/京都/神戸/広島/高松/ 福洞/他室温主要都市

ネ土

東洋シャッター株式会社本

デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・寄与 ｮ Ｎ，ｾ，ヨニＮＮ Ｈク ラ ウ ト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ＮＮｮ 司 ｆ ＮＺｊ ｉー字 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ生孟ー＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二. . nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニ. . nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式業 株産

目b

フI 之浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本社 ・京都 ・制 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

持鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

TEL  

A

Q

玄業 株 式

イ坂 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

ム

玄式洋 物 産 株光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  

79  

T E L 大阪 ( 0 6 )  
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better to BE S T  
暮らしにいちばんの快適さをお届けしたい。

住宅用建材からピル用建材まで。

三協アルミの技術です。

。三協アルミ二つム工業椋武会社

本 社 / 干933・8喧10 富山県高岡市早川70 広報室 TEし0766・20・2332

E  

三協アルミの商品ガイド・鐙術レポートＮｾウンロードサービス・ ｍｲ プランナー ｃ ｄ Ｎ ｒｏｍ 畳 付・ニューリリースなど、わかる使える 情報サ ービスを行ってい ます 。



建

築

と

社

会

13キ事pqト力ーだが5出来る廿ーピスを、ご制用百I 。|

第

乃

輯

9

号

第9 号

- 構造認定

建設省東住指発

・耐火認定

( 通) 1時間- 2時間

・合成スラブ工業会会員

AI 定JZ;27レート C 二

第9 号

- 精造認定

建設省東住指発

・耐火認定

( 通) 1時間- 2時間
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お問い合わせは、各ネットワーク迄、 8 気軽にご連鎗ください。
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